
住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
十
三
）

︱
ド
イ
ツ
裁
判
例
研
究
か
ら
の
模
索
︱

田　
　

中　
　

英　
　

司

目　

次
※

Ⅰ　

序
説

　
　

１　

本
論
文
の
位
置
づ
け

　
　

２　

関
連
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
規
定
等
の
確
認

　
　

３　

日
本
法
の
判
例
に
お
け
る
借
家
権
の
存
続
保
護
に
関
す
る
判
断
枠
組
み
の
確
認

　
　

４　

考
察
の
方
法
と
順
序
（
以
上
、
五
二
巻
一
号
）

Ⅱ　

賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
め
ぐ
る
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
に
関
す
る
裁
判
例
の
判
断
枠
組
み

　

一　

比
較
衡
量
の
前
提
と
な
る
こ
と
が
ら
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　
　

１　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
の
意
義
等
に
つ
い
て
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２　

賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
の
意
義
に
つ
い
て

　
　

３　

民
事
訴
訟
法
七
二
一
条
に
し
た
が
っ
た
「
明
渡
し
か
ら
の
保
護
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
（
以
上
、
五
二
巻
三
・
四
合
併
号
）

　

二　

比
較
衡
量
そ
れ
自
体
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　
　

１　

利
益
の
比
較
衡
量
の
基
本
的
な
枠
組
み
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　
　
　

⑴　

利
益
の
比
較
衡
量
の
基
本
に
つ
い
て

　
　
　
　

①
連
邦
憲
法
裁
判
所
お
よ
び
連
邦
通
常
裁
判
所
等
の
裁
判
例

　
　
　
　
　
（
以
上
、
五
三
巻
一
号
）

　
　
　
　

②
下
級
審
裁
判
所
の
裁
判
例
（
②
の
五
の
第
五
の
裁
判
例
ま
で
、
五
三
巻
四
号
）

　
　
　
　

③
小
括
（
以
上
、
五
四
巻
一
号
）

　
　
　

⑵　

当
事
者
の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て

　
　
　
　

①
当
該
契
約
の
締
結
時
ま
た
は
当
該
住
居
の
取
得
時
に
お
け
る
当
事
者
の
態
様
・
認
識
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　

②
当
該
解
約
告
知
の
対
象
の
選
択
に
お
け
る
賃
貸
人
の
態
様
・
認
識
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　

③
当
事
者
の
態
様
・
認
識
が
問
題
と
さ
れ
た
そ
の
他
の
事
案

　
　
　

⑶　

当
事
者
の
利
益
が
均
衡
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
以
上
、
五
四
巻
二
号
）

　
　

２　

具
体
的
な
利
益
の
比
較
衡
量
に
関
す
る
裁
判
例

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
十
三
）
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⑴　

生
命
・
身
体
・
健
康
の
侵
害
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　

①
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　
　
（
以
上
、
五
四
巻
三
・
四
合
併
号
）

　
　
　
　

②
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　

③
小
括
（
以
上
、
五
五
巻
一
号
）

　
　
　

⑵　

代
替
住
居
の
調
達
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　

①
代
替
住
居
の
調
達
に
関
す
る
一
般
的
な
こ
と
が
ら
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　
　
　
　

②
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　
　

ⓐ
二
重
の
転
居
に
な
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　
　
（
以
上
、
五
五
巻
二
号
）

　
　
　
　
　

ⓑ
そ
の
他
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　
　
（
以
上
、
五
五
巻
三
号
）

　
　
　
　

③
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　
　

ⓐ
二
重
の
転
居
に
な
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
事
案

　
　
　
　
　

ⓑ�

そ
の
他
の
事
情
か
ら
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案
（
ⓑ
の
三
の
第
八
の
裁
判
例
ま
で
、
五
五
巻
四
号
。
第

二
九
の
裁
判
例
ま
で
、
五
六
巻
一
・
二
合
併
号
）
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④
小
括
（
以
上
、
本
巻
本
号
）

　
　
　

⑶　

経
済
的
な
支
出
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　
　
　

⑷　

そ
の
他
の
利
益
の
侵
害
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

Ⅲ　

総
括

Ⅱ　

賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
め
ぐ
る
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
に
関
す
る
裁
判
例
の
判
断
枠
組
み

　

二　

比
較
衡
量
そ
れ
自
体
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　

２　

具
体
的
な
利
益
の
比
較
衡
量
に
関
す
る
裁
判
例

　

⑵　

代
替
住
居
の
調
達
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　

③
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
十
三
）
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ⓑ
そ
の
他
の
事
情
か
ら
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案

　

三　

そ
れ
以
外
の
事
案
は
、
ひ
と
こ
と
で
ま
と
め
る
と
す
る
と
、
賃
借
人
が
相
当
な
代
替
住
居
が
要
求
で
き
る
条
件
で
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
を
証
明
し
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
、
あ
る
い
は
、
賃
借
人
が
代
替
住
居
の
調
達
義
務
を
果
た
し
た
こ
と
を
証
明
し
な
か
っ
た
と
い
う
理
由

か
ら
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
案
の
数
と
し
て
は
か
な
り
多
く
な
る
が
、

最
後
に
、
そ
の
よ
う
な
裁
判
例
を
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

第
三
〇
に
、
筆
者
の
既
存
の
研
究
に
お
い
て
も
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ラ
ン
ダ
ウ
・
イ
ン
・
デ
ア
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
地
方
裁
判
所
一
九
九
二
年
三
月

一
七
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
事
案
の
概
要
の
要
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
原
告
の
息
子
と
そ
の
家
族
の
た
め
に
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関

係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
の
息
子
は
、
現
在
、
固
有
の
台
所
も
子
供
部
屋
も
な
い
と
こ
ろ
の
二
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
地
下
室
に
所
在

す
る
住
居
に
居
住
し
て
い
た
た
め
、
屋
階
に
所
在
し
、
台
所
と
浴
室
を
と
も
な
う
三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
に
転
居
し
た
か
っ

た
。
と
い
う
の
は
、
本
件
住
居
は
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
原
告
の
息
子
の
現
在
の
住
居
よ
り
も
広
い
が
、
そ
の
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
地
下
室
と
屋
根
裏

の
付
属
室
の
ほ
か
に
、
よ
り
多
く
の
部
屋
、
独
立
し
た
浴
室
、
お
よ
び
、
独
立
し
た
台
所
を
備
え
、
よ
り
よ
く
換
気
も
で
き
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

区
裁
判
所
は
原
告
の
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
た
め
、
被
告
ら
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

（
871
）

（
872
）
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被
告
ら
は
、
控
訴
審
に
お
い
て
、
代
替
住
居
の
探
索
の
た
め
の
被
告
ら
の
む
だ
な
努
力
が
判
明
す
る
と
こ
ろ
の
証
拠
書
類
を
地
方
裁
判
所
に
提
出

し
た
の
で
あ
る
。

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、
区
裁
判
所
の
判
決
を
是
認
し
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
本
件
控
訴
を
棄
却
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、「
区
裁
判
所
は
、
正
当
に
、
原
告
に
よ
っ
て
彼
の
息
子
の
た
め
に
主
張
さ
れ
た
利
用

の
必
要
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
出
発
し
た
。
と
い
う
の
は
、
原
告
の
息
子
は
、
彼
の
家
族
と
と
も
に
、
現
在
、
不
十
分
に
居
住
さ
せ
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
本
件
住
居
に
自
分
自
身
で
入
居
す
る
つ
も
り
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
原
告
に
よ
っ
て
彼
の
息
子
の
た
め
に
主
張

さ
れ
た
自
己
必
要
は
、
被
告
ら
の
見
解
に
反
し
て
・
・
・
・
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
、
筋
の
通
っ
た
理
由
に
よ
っ
て
も
、
と
も
な
わ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
」、
と
論
じ
た
。

　

さ
ら
に
、
地
方
裁
判
所
は
、「
区
裁
判
所
の
判
決
は
、
ま
た
、
本
件
解
約
告
知
が
被
告
ら
に
と
っ
て
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
正
当
化
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
の
過
度
な
苛
酷
さ
を
意
味
し
な
い
こ
と
か
ら
出
発
し
た
限
り
で
も
、
正
し
か
っ
た
」、
と
判
断
し
た
が
、
そ
の
理
由
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
本
件
解
約
告
知
か
ら
こ
の
か
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
間
に
二
年
が
過
ぎ
去
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
第
一
審
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
が
そ
の
間
に
住
居
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

獲
得
す
る
た
め
に
何
を
行
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
立
証
的
に
説
明
し
な
か
っ
た
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

具
体
的
に
立
証
も
し
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
代
替
住
居
が
そ
の
地
方
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

慣
習
に
な
っ
て
い
る
賃
料
で
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
被
告
ら
の
申
立
て
に
し
た
が
っ
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
ら

4

4

4

が
こ
の
関
連
に
お
い
て
原
告
の
息
子
に
対
す
る
被
告
ら
の
よ
り
少
な
い
収
入
を
参
照
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
限
り
で
言
え
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

事
実
上
の
理
由
か

4

4

4

4

4

4

4

ら4

、4・

こ
の
こ
と
に
し
た
が
わ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
第
一
審
に
お
け
る
・
・
・
・
聴
聞
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
被
告
ら
の
家
族
の
収
入

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
873
）

（
874
）
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は4

、4・

原
告
の
息
子
の
家
族
の
収
入
に
応
じ
た
金
額
に
対
応
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

被
告
ら
が
今
や
控
訴
審
に
お
い
て
代
替
住
居
の
た
め
の
被
告
ら
の
む
だ
な
努
力
が
判
明
す
る
と
こ
ろ
の
証
拠
書
類
を
提
出
し
た
限
り
で
言
え
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
れ
ら
の
証
拠
書
類
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
一
緒
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

区
裁
判
所
の
明
渡
判
決
の
言
渡
し
後
の
日
付
で
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
れ
ら
の
証
拠
書
類
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

ら
は

4

4

、4・

実
際
に

4

4

4

、4・

一
九
九
二
年
の
広
告
の
依
頼
を
通
し
て
は
じ
め
て
自
分
自
身
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
展
開
し
た
こ
と
が
判
明
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
よ
う
な
事

4

4

4

4

4

4

情
に
お
い
て

4

4

4

4

4

、4・

控
訴
手
続
き
に
お
い
て
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

相
当
な
代
替
住
居
が
要
求
で
き
る
条
件
で
調
達
で
き
な
い
こ
と
は
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

た4

の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

本
件
解
約
告
知
期
間
の
満
了
か
ら
区
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
明
渡
期
間
ま
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
年
が
過
ぎ

4

4

4

4

4

去
り

4

4

、4・

被
告
ら
が

4

4

4

4

、4・

こ
の
一
年
を

4

4

4

4

4

、4・

も
し
く
は

4

4

4

4

、4・

本
件
解
約
告
知
期
間
を
も
集
中
的
に
住
居
の
探
索
の
た
め
に
利
用
し
た
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
な
け

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

区
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
明
渡
期
間
を
な
お
さ
ら
に
続
け
て
延
長
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

正
当
化
さ
れ
て
も
い
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」。

　

第
三
一
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
２
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ボ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
二
年
三
月
一
九
日
判
決
（
裁
判
例
【
3
】）
を
み

て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
事
案
の
概
要
の
要
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

被
告
（
賃
借
人
）
は
、
一
九
八
六
年
一
二
月
二
七
日
の
使
用
賃
貸
借
契
約
を
も
っ
て
、
原
告
ら
の
前
主
か
ら
、
一
九
八
七
年
一
月
一
日
以
来
、
付

帯
費
用
を
加
え
て
月
あ
た
り
五
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
賃
料
で
、
期
間
の
定
め
な
く
、
本
件
住
居
を
賃
借
し
て
い
た
。
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、

（
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一
九
九
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
原
告
ら
の
娘
の
た
め
に
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関

係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
ら
の
娘
は
、
Ｘ
博
士
と
婚
姻
生
活
に
入
り
、
本
件
住
居
（
二
戸
建
住
宅
の
半
分
）
に
お
い
て
共
同
し
て
住
居
を
利
用
す

る
こ
と
を
意
図
し
た
。
さ
ら
に
、
原
告
ら
は
、
一
九
九
一
年
七
月
二
五
日
に
、
新
た
に
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
三
一
日
付
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関

係
を
解
約
告
知
し
た
の
で
あ
る
（
本
件
解
約
告
知
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
原
告
ら
の
「
自
己
必
要
」
の
真
摯
さ
を
疑
っ
た
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
一
九
九
二
年
の
経
過
す
る
前
に
本

件
住
居
を
明
け
渡
す
こ
と
が
可
能
な
状
況
に
な
か
っ
た
こ
と
を
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
は
、
歯
科
学
の
学
生
で
あ
っ
た
し
、
同
時
に
、
世
界

最
高
の
エ
ペ
競
技
者
に
属
し
、
メ
ダ
ル
獲
得
の
見
通
し
を
も
っ
て
、
翌
年
（
一
九
九
二
年
）
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
か
ら
出
発
で
き
る
と
こ
ろ
の
高
度
の
能
力
が
要
求
さ
れ
る
競
技
ス
ポ
ー
ツ
選
手
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
一
九
九
一
年
七
月
二
五
日
の
本
件
解
約
告
知
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
一
九
九
一
年
一
〇
月
三
一
日
を
も
っ
て
終
了
し
た
と

い
う
結
果
を
と
も
な
っ
て
、
正
当
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
さ
ら
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
被
告
（
賃
借
人
）
に
と
っ
て
の
「
苛

酷
さ
」
に
も
あ
た
ら
な
か
っ
た
、
と
判
断
し
た
。
た
だ
し
、
他
方
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
民
事
訴
訟
法
七
二
一
条
に
し
た
が
っ
て
、
一
九
九
二

年
八
月
九
日
に
終
了
す
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
顧
慮
し
て
、
一
九
九
二
年
九
月
三
〇
日
ま
で
の
明
渡
期
間
を
被
告
に
認
め
た
の
で
あ
る
。

　

地
方
裁
判
所
も
ま
た
、
結
論
と
し
て
、「
原
告
ら
は
・
・
・
・
被
告
に
対
し
て
、
被
告
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
に
対

す
る
請
求
権
を
有
す
る
。
と
い
う
の
は
、
原
告
ら
と
被
告
と
の
間
に
存
続
し
て
い
た
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
一
九
九
一
年
七
月
二
五
日
の
原
告

ら
の
本
件
解
約
告
知
に
も
と
づ
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
一
項
、
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
て
、
法
的
に
有
効
に
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
三
一
日
付

で
終
了
さ
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
申
し
立
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
自
己
必
要
と
い
う
解
約
告
知
理
由
は
、
一
九
九
一
年
七
月
二
五
日
の
本
件
解

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
十
三
）
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約
告
知
の
時
点
に
お
い
て
存
在
し
た
し
、
現
在
も
な
お
存
在
す
る
。

　

被
告
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
対
す
る
請
求
権
を
有
し
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
被

告
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
が
、
被
告
に
と
っ
て
、
原
告
ら
の
正
当
な
利
益
を
考
慮
に
入
れ
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ

ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
こ
と
を
論
理
的
に
説
明
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
の
意
義
に
つ
い
て
論

じ
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
事
案
に
お
い
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
に
つ
い
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
被

告
（
賃
借
人
）
が
代
替
住
居
の
調
達
に
つ
い
て
被
告
の
ス
ポ
ー
ツ
上
の
大
望
と
い
う
私
的
な
利
益
と
勉
学
と
の
結
合
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
て
い
た
の

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
被
告
は
、
代
替
住
居
の
調
達
義
務
を
果
た
さ
な
か
っ
た
し
、
相
当
な
代
替
住
居
が
要
求
で
き
る
条
件
で
調
達

さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
も
し
く
は
、
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
立
証
的
に
説
明
し
な
か
っ
た
、
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　

地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
苛
酷
さ
は

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
が
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
の
み
存
在
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
し
か
し

4

4

4

、4・

こ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
文
言
に
し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
が

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
賃
借
人
は

4

4

4

4

、4・

個
人
的
お
よ
び
経
済
的
に
賃
借
人
に
要
求
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

き
る
す
べ
て
の

4

4

4

4

4

4

、4・

し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

、4・

資
金
的
な
犠
牲
と
も
結
び
つ
け
ら
れ
た
措
置
を
講
じ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

す
な
わ
ち

4

4

4

4

、4・

必
要
な
場
合
に
は
仲
介
業
者
を
も
介
入
さ
せ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

る
場
合
に
の
み

4

4

4

4

4

4

、4・

当
該
義
務
を
果
た
す

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
被
告
は

4

4

4

、4・

こ
の
点
で
は

4

4

4

4

4

、4・

一
九
九
一
年
八
月
に

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

両
親
を
通
し
て

4

4

4

4

4

4

、4・

二
人
の
仲
介
業
者
に
委
託

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し
た
こ
と
だ
け
を
申
し
立
て
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
は

4

4

4

、4・

そ
の
他
の
点
で
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
九
九
一
年
七
月
二
五
日
の
本
件
解
約
告
知
の
意
思
表
示
以
来

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ど
の
よ
う
な
努

4

4

4

4

4

4

（
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力
を
展
開
し
た
の
か
と
い
う
点
を
説
明
し
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
れ
と
と
も
に

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
は

4

4

4

、4・

被
告
の
代
替
住
居
調
達
義
務
を
果
た
さ
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

確
か
に

4

4

4

、4・

被
告
は
被
告
の
勉
学
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
よ
っ
て
時
間
的
に
強
く
制
限
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

し
か
し

4

4

4

、4・

こ
の
こ
と

4

4

4

4

が4

、4・

何
故
、
仲
介
業
者
を
通
し
て
よ
り
強
く
住
居
を
探
す
こ
と

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

仲
介
さ
れ
た
住
居
の
時
々
の
検
分
に
つ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
九
九
二
年
ま
た
は

4

4

4

4

4

4

4

4

一
九
九
三
年
の
終
わ
り
ま
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
を
妨
げ
た
の
か

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

妨
げ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
は
立
証
的
に
説
明
し
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

そ
の
他
の
点
で
は
、
確
か
に

4

4

4

、4・

場
合
に
よ
っ
て
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

試
験
ま
た
は
ド
ク
タ
ー
の
学
位
を
取
得
す
る
最
終
段
階
に
あ
る
賃
借
人
は
保
護
に
値
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

が4

、4・

し
か
し

4

4

4

、4・

両
方
の
こ
と
は
被
告
に
あ
て
は
ま
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、
被
告
は

4

4

4

、4・

代
替
住
居
の
調
達
に
つ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
ス
ポ
ー
ツ
上
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

利
益
と
勉
学
と
の
結
合
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
他
の
点
で
は
、
被
告
の
勉
学
は

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
申
立
て
に
し
た
が
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て4

、4・

な
お
試
験
の
段
階
に
は
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
し
か
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
に
し
た
が
っ
た
比
較
衡
量
の
枠
組
み
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
ス
ポ
ー
ツ

4

4

4

4

4

4

4

上
の
大
望
は
重
要
で
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
上
の
大
望
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
の
社
会
的
な
保
護
目
的
に
属
さ
な
い
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
被
告
は

4

4

4

、4・

代
替
住
居
の
調
達
に
つ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
九
九
一
年
七
月
二
五
日
以
来

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
に
よ
っ
て
選
ん
で
決
め
ら
れ
た
ス
ポ
ー

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ツ
上
の
責
務
に
よ
っ
て
追
加
的
に
負
担
が
か
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

妨
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
説
明
し
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

被
告
は

4

4

4

、4・

相
当
な
代
替
住
居
が
要
求
で
き
る
条
件
で
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

も
し
く
は

4

4

4

4

、4・

調
達
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

も4

、4・

立
証
的
に
説
明
し
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
の
原
告
ら
の
正
当
な
利
益
は
、
そ
の
継
続
に
つ
い
て
の
被
告
の
利
益

を
凌
駕
し
た
。
と
い
う
の
は
、
原
告
ら
の
娘
と
そ
の
婚
約
者
に
、
継
続
さ
れ
た
使
用
賃
貸
借
関
係
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
彼
ら
の
人
生
の
計
画
策
定
、

す
な
わ
ち
、
計
画
さ
れ
た
婚
姻
と
共
同
の
住
居
に
お
け
る
家
族
の
創
設
を
、
被
告
の
私
的
な
利
益
の
た
め
に
、
一
九
九
二
年
の
終
わ
り
、
ま
た
は
、

住
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の
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そ
の
う
え
さ
ら
に
、
一
九
九
三
年
の
終
わ
り
ま
で
延
期
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
」。

　

最
後
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
区
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
明
渡
期
間
を
さ
ら
に
一
ヶ
月
延
長
し
て
認

め
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
二
に
、
ド
ル
ト
ム
ン
ト
区
裁
判
所
一
九
九
二
年
五
月
二
七
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【

163
】
ド
ル
ト
ム
ン
ト
区
裁
判
所
一
九
九
二
年
五
月
二
七
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

被
告
ら
は
、
一
九
八
五
年
七
月
一
日
以
来
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
本
件
建
物
（
二
世
帯
用
住
宅
）
に
所
在
す
る
と
こ
ろ
の
三
つ
と
半
分
の
部
屋
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。
被
告
（
賃
借
人
）
ら
は
、
成
人
し
職
業
に
従
事
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
彼
ら
の
二
人
の
息
子
ら

と
と
も
に
上
階
に
所
在
す
る
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。
一
方
、
原
告
は
、
彼
の
家
族
と
と
も
に
本
件
建
物
の
一
階
の
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。

　

原
告
は
、
一
九
九
一
年
四
月
二
五
日
に
、
一
九
九
二
年
一
月
三
一
日
付
で
、
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
本
件
建
物

は
二
世
帯
用
住
宅
で
あ
っ
た
た
め
、
原
告
は
、
主
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
六
四
ｂ
条
四
項
に
し
た
が
っ
て
、
追
加
的
に
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と

し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
は
、
当
事
者
の
間
に
は
争
い
の
状
態
あ
る
い
は
意
見
の
相
違
が
存
在
し
、
本
件
使
用
賃
貸

借
関
係
は
相
当
な
範
囲
に
お
い
て
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
、
と
主
張
し
た
。
ま
た
、「
自
己
必
要
」
に
つ
い
て
は
、
原
告
の
娘
、
そ
の
婚
約
者
、

お
よ
び
、
彼
ら
の
子
供
の
た
め
に
、
本
件
住
居
が
必
要
と
さ
れ
る
、
と
申
し
立
て
ら
れ
た
。

（
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こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。
被
告
ら
は
、
当
事
者
の
間
に
争
い

の
状
態
が
あ
る
こ
と
を
否
認
し
た
ほ
か
、
次
の
よ
う
に
申
し
立
て
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
（
夫
）
は
、
重
度
の
身
体
障
害
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、

被
告
（
夫
）
は
、
手
術
で
脚
を
切
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
も
う
片
方
の
足
は
血
管
の
病
気
の
た
め
に
は
な
は
だ
し
く
損
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か

ら
、
移
動
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
可
能
で
な
か
っ
た
。
二
一
歳
と
二
七
歳
の
二
人
の
息
子
ら
は
、
本
件
住
居
が
明
け
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
に
は
、
そ
の
つ
ど
自
分
自
身
の
住
居
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
被
告
ら
と
彼
ら
の
息
子
ら
は
、
被
告
ら
の
家
族
が
さ
し
あ
た
り
ず
っ
と

一
緒
に
い
よ
う
と
決
め
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
五
五
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
基
本
賃
料
を
と
も
な
う
現
在
の
本
件
住
居
に
お
い
て
だ
け
可
能
で

あ
っ
た
。
比
較
で
き
る
条
件
に
お
い
て
、
代
替
住
居
は
手
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
訴
え
は
・
・
・
・
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
一
九
九
一
年
四
月
二
五
日
の
本
件
解
約
告
知
に
よ
っ
て
、
一
九
九
二
年
一
月
三
一
日
付
で
終
了
さ
せ
ら
れ
て
い
た
し
、

被
告
ら
は
、
本
件
住
居
を
明
け
渡
し
原
告
に
返
還
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、「
原
告
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
四
項
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
の
権
限
を
付

与
さ
れ
て
い
た
。
当
事
者
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
二
世
帯
用
住
宅
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
」、
と
述
べ
た
う
え
で
、「
両
当
事
者
の
申
立
て
か
ら
、

二
世
帯
用
住
宅
に
お
け
る
緊
密
な
共
同
生
活
に
か
ん
が
み
て
、
自
己
の
解
約
告
知
権
︱
通
常
は
賃
貸
人
が
全
く
そ
の
解
約
告
知
権
を
理
由
づ
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
︱
を
用
い
る
権
利
を
賃
貸
人
に
認
め
る
と
こ
ろ
の
困
難
さ
に
行
き
着
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

・
・
・
・
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
破
壊
に
つ
い
て
語
ら
れ
う
る
。
本
件
に
お
い
て
、
こ
の
破
壊
が
何
に
帰
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と

（
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い
う
点
が
審
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
誰
が
こ
の
破
壊
を
ひ
き
起
こ
し
た
の
か
と
い
う
点
は
、
問
題
で
な
か
っ
た
の

で
あ
る
」、
と
論
じ
た
。

　

ま
た
、
区
裁
判
所
は
、「
客
観
的
に
自
己
必
要
が
存
在
し
た
こ
と
も
ま
た
、
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
反
論
な
し
に
、
九
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
原
告
の
住
居
の
ひ
と
つ
の
部
屋
に
お
い
て
、
原
告
の
娘
、
そ
の
婚
約
者
、
お
よ
び
、
彼
ら
の
子
供
が
生
活
し
て
い
る
こ
と

が
申
し
立
て
ら
れ
て
い
た
。
ひ
と
つ
の
住
居
の
内
部
で
こ
れ
ほ
ど
に
緊
密
な
共
同
生
活
が
困
難
さ
に
行
き
着
き
う
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

被
告
ら
が
退
去
し
た
後
で
上
階
の
本
件
住
居
を
原
告
の
娘
に
委
譲
す
る
と
い
う
原
告
の
願
望
は
、
理
解
で
き
る
し
、
正
当
で
あ
る
」、
と
論
じ
た
。

　

さ
ら
に
、
区
裁
判
所
は
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
側
の
事
情
と
し
て
、
被
告
（
夫
）
の
身
体
的
な
事
情
、
お
よ
び
、
被
告
ら
の
経
済
的
な
事
情
は

代
替
住
居
の
調
達
に
つ
い
て
の
障
害
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
被
告

4

4

（4・

夫4

）4・

の
歩
行
障
害
は

4

4

4

4

4

4

、4・

役
割
を
演
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、
現
在
の
本
件
住
居
に
お
い
て
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

上
階
の
住
居
に
か

4

4

4

4

4

4

4

か
わ
る
問
題
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
住
居
は
障
害
者
に
適
合
し
た
設
備
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
由
か
ら

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
を

4

4

4

4

4

探
す
と
き
に

4

4

4

4

4

、4・

一
階
の
住
居
あ
る
い
は
障
害
者
に
適
合
し
た
住
居
に
限
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
む
し
ろ

4

4

4

、4・

一
階

4

4

、4・

二
階

4

4

、4・

な
ら
び
に

4

4

4

4

、4・

エ
レ
ベ
ー

4

4

4

4

タ
ー
を
備
え
た
建
物
に
お
け
る
す
べ
て
の
住
居
が
考
慮
に
値
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
被
告
ら
の
家
族
の
状
況
も
ま
た
、
本
件
の
異
議
を
理
由
づ
け
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
被
告
ら
の
息
子
ら
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

成
人
し
職
業
に
従
事
し
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
ら
の
家
族
が
さ
ら
に
引
き
続
き
一
緒
に
居
住
し
よ
う
と
決
め
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
た
と
す
れ
ば

4

4

4

4

4

4

、4・

相
当
な
収
入
が
自
由
に
な
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

明
ら
か
に
よ
り
高
い
住
居
を
賃
借
す
る
こ
と
を
被
告
ら
に
許
容
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
議
論
の
余
地
も

な
く
、
全
収
入
は
、
四
人
の
た
め
に
お
よ
そ
五
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
に
達
す
る
の
で
あ
る
」。

（
883
）

（
884
）

（
885
）
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第
三
三
に
、
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
三
年
九
月
九
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【

164
】
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
三
年
九
月
九
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
ら
は
、

今
や
、
原
告
ら
に
属
す
る
本
件
住
居
に
お
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
原
告
ら
の
晩
年
を
過
ご
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
代
替
住
居
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
は
、
原
告
ら
で
あ
っ
た
。

　
［
判
決
理
由
］

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「（
区
裁
判
所
の
判
決
に
対
す
る
）
本
件
控
訴
は
、
許
容
し
う
る
し
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　

被
告
ら
が
・
・
・
・
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
が
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
原
告
ら
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
こ
ろ
の
要
求
で
き
な
い
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
こ
と
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
一
文
）
を
引
き
合
い
に
出
し
た
限
り
で
言
え
ば
、
当
部
は
、

む
ろ
ん
、
こ
れ
に
し
た
が
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
も
っ
ぱ
ら
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
困
難
な
住
居
に
つ
い
て
の
状
況
だ
け
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
苛
酷
さ
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
は
い
ま
だ
に
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

（
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）（

887
）
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賃
借
人
の
個
人
的

4

4

4

4

4

4

4

・4・

家
族
的
な

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

経
済
的
な
事
情
を
考
慮
に
入
れ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
当
裁
判
所
の
確
信
の
た
め
に
、
住
居
に
つ
い
て
の
状
況
に
か
ん

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

が
み
て

4

4

4

、4・

賃
借
人
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

、4・

相
当
な
代
替
住
居
が
要
求
で
き
る
条
件
で
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
と
き
に
は
じ
め

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て4

、4・

原
告
ら
の
利
益
と
比
較
衡
量
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苛
酷
さ
が
存
在
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
し
か
し

4

4

4

、4・

被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

こ
の
点
で
は

4

4

4

4

4

、4・

重
大
な
こ
と
を
申
し
立

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

。
被
告
ら
に
お
い
て
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、（
反
論
さ
れ
る
こ
と
な
く
）
規
則
正
し
い
収
入
を
も
つ
比
較
的
若
い
子
供
の
な
い
夫
婦
に
か
か
わ
る
問
題
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

あ
り

4

4

、
被
告
ら
は
提
出
さ
れ
た
申
込
み
の
書
面
に
お
い
て
自
分
自
身
で
そ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と
を
顧
慮
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

真
摯
な
集

4

4

4

4

中
的
な
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

成
果
な
く

4

4

4

4

、4・

ほ
か
の
相
当
な
住
居
を
要
求
で
き
る
条
件
で
得
よ
う
と
努
力
し
た
こ
と
を
十
分
に
証
明
し
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
被
告
ら
に
よ
っ
て
彼
ら
の
訴
訟
代
理
人
の
一
九
九
二
年
一
二
月
二
九
日
付

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

一
九
九
三
年
八
月
二
六
日
付
の
書
面
を
も
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

提
出
さ
れ
た
同
封
物
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

十
分
に
真
摯
な
努
力
を
裏
づ
け
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
郵
便
は
が
き
に
よ
る
申
込
み

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

新
聞
広
告
へ
の
同
じ
文
面
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（4・

規
格
化
さ
れ

4

4

4

4

4

た4

）4・

申
込
み
の
書
面

4

4

4

4

4

4

、4・

使
用
賃
貸
借
関
係
の
不
成
立
の
た
め
の
そ
の
と
き
ど
き
の
理
由
の
申
立
て
を
と
も
な
わ
な
い
新
聞
広
告
に
し
た
が
っ
た
住
居

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
検
分
は

4

4

4

4

、4・

十
分
で
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

・
・
・
・
被
告
ら
は
お
そ
ら
く
そ
の
う
え
さ
ら
に
住
居
所
有
権
を
も
購
入
す
る
状
況
に
あ
っ
た
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

購
入
す
る
心
構
え
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

い
っ
そ
う
そ
う
で
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
に
お
い
て
、
当
部
は
、
被
告
ら
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
本
件
住
居
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
原
告
ら
の
正
当
な
利
益
を
理
由
づ
け

る
と
こ
ろ
の
原
告
ら
の
利
益
が
、
代
替
住
居
が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
も
と
づ
い
て
正
当
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関

係
の
継
続
に
つ
い
て
の
被
告
ら
の
利
益
よ
り
も
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
の
審
理
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

も
っ
と
も
、
当
裁
判
所
は
・
・
・
・
現
在
の
事
柄
の
状
況
に
し
た
が
っ
て
、
原
告
ら
の
個
人
的
・
健
康
的
な
状
態
を
顧
慮
し
て
・
・
・
・
被
告
ら
の

利
益
に
対
し
て
、
お
そ
ら
く
、
原
告
ら
の
利
益
に
優
位
を
認
め
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
被
告
ら
は
、
比
較
で
き
る
負
担
を
か
け
る
事
情
を
被

4
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告
ら
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
申
し
立
て
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」。

　

最
後
に
、
地
方
裁
判
所
は
、「
当
部
は

4

4

4

、4・

一
九
九
四
年
一
月
三
一
日
ま
で
明
渡
期
間
を
見
積
も
る
場
合
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

確
か
に
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
緊
張
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

た
住
居
市
場
の
状
況
が
存
在
し
た
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

し
か
し
、
特
別
な
困
難
な
社
会
的
状
況
は
申
し
立
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
出
発
し
た

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
、
お
よ
び
、
今
や
、
原
告
ら
に
属
す
る
本
件
住
居
に
お
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
原
告
ら
の
晩
年
を
過
ご
す
と
い

う
正
当
な
要
求
を
評
価
し
て
、
当
部
は
、
定
め
ら
れ
た
明
渡
期
間
を
相
当
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
」、
と
付
言
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
四
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑴
の
②
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
レ
ラ
ハ
区
裁
判
所
一
九
九
五
年
一
二
月
六
日
判
決
（
裁
判
例
【
75
】）

を
み
て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
事
案
の
概
要
の
要
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
一
九
九
四
年
の
は
じ
め
に
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
本
件
住
居
（
住
居
所
有
権
）
を
、
自
分
自
身
で

本
件
住
居
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
購
入
し
た
。

　

原
告
は
、
現
在
、
妻
、
一
九
八
五
年
一
二
月
六
日
に
生
ま
れ
た
息
子
、
お
よ
び
、
一
九
九
一
年
一
一
月
一
八
日
に
生
ま
れ
た
娘
と
と
も
に
、
七
七

平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。
原
告
の
住
居
に
お
い
て
は
、
息
子
だ
け
が
ひ
と
つ
の
自
分

自
身
の
部
屋
を
も
ち
、
娘
は
両
親
の
部
屋
に
お
い
て
眠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

他
方
に
お
い
て
、
被
告
ら
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
本
件
住
居
は
、
九
二
平
方
メ
ー
ト
ル
そ
こ
そ
こ
の
広
さ
で
あ
り
、
四
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
た
。
被
告
・
一
と
被
告
・
二
は
、
一
九
七
二
年
七
月
七
日
の
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
に
よ
っ
て
、
当
時
の
所
有
者
か
ら
、
本
件
住
居
を
賃
借
し
た
。

（
888
）

（
889
）

（
890
）
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被
告
・
一
（
妻
）
は
、
六
九
歳
で
あ
っ
た
。
被
告
・
一
は
、
過
去
に
お
い
て
、
何
度
か
入
院
治
療
を
し
た
。
被
告
・
一
は
、
重
い
腎
臓
病
、
腎
石

に
苦
し
み
、
そ
し
て
、
重
い
糖
尿
病
で
あ
っ
た
。
糖
尿
病
か
ら
、
脚
の
動
脈
硬
化
、
血
行
不
全
、
お
よ
び
、
進
行
性
の
白
内
障
の
よ
う
な
続
発
症
が

結
果
と
し
て
生
じ
た
。
被
告
・
一
は
、
月
あ
た
り
六
一
八
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
年
金
、
な
ら
び
に
、
月
あ
た
り
八
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
生
活
扶
助
料

を
受
け
取
っ
て
い
た
。
被
告
・
一
の
健
康
状
態
に
も
と
づ
い
て
、
被
告
・
一
の
娘
が
、
少
し
前
に
、
被
告
・
一
の
た
め
の
世
話
の
遂
行
を
よ
り
よ
く

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
Ｌ
か
ら
Ｒ
に
引
っ
越
し
た
。
被
告
・
二
（
夫
）
は
、
七
七
歳
で
あ
り
、
股
関
節
疾
患
で
あ
っ
た
。
被
告
・
二
は
、

約
一
六
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
年
金
、
お
よ
び
、
さ
ら
に
付
け
加
え
て
、
八
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
金
額
に
お
け
る
企
業
体
か
ら
の
年
金
を
も
っ
て

い
た
。
被
告
・
三
は
、
被
告
・
一
と
被
告
・
二
の
三
一
歳
の
息
子
で
あ
っ
た
が
、
二
年
前
か
ら
、
労
働
災
害
に
も
と
づ
い
て
、
就
業
不
能
で
あ
り
、

月
あ
た
り
約
九
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
金
額
に
お
け
る
就
業
不
能
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
た
。

　

原
告
は
、
一
九
九
五
年
二
月
一
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
一
九
九
六
年
一
月
三
一
日
付
で
、
被
告
ら
と
の
本
件

使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
一
九
九
五
年
七
月
二
八
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
の

枠
組
み
に
お
い
て
、
期
間
の
定
め
な
く
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
し
た
の
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
・
・
・
・
許
容
し
う
る
本
件
訴
え
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
も
い
た
。

　

当
事
者
の
間
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
一
九
九
五
年
二
月
一
日
の
本
件
解
約
告
知
に
よ
っ
て
、
一
九
九
六
年
一
月
三
一
日
付
で
、
終
了
さ
せ

ら
れ
た
。
原
告
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
の
意
味
に
お
け
る
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
の
正
当
な
利
益
を
有
し
た
。

　

被
告
・
一
と
被
告
・
二
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

る
」、
と
判
断
し
た
。

（
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そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
利
益
と
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ

の
比
較
衡
量
を
綿
密
に
行
い
、
身
体
・
健
康
の
侵
害
の
観
点
か
ら
の
賃
借
人
ら
の
異
議
を
退
け
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
否
定
し
た
。

さ
ら
に
、
区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
代
替
住
居
の
調
達
の
観
点
か
ら
の
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
異
議
を
も
退
け
た
の
で
あ

る
。

　
「
・
・
・
・
比
較
で
き
る
住
居
を
Ｒ
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど
迅
速
に
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
懸
念
は
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
も
っ
と
も

4

4

4

4

、4・

本
件
に

4

4

4

お
い
て

4

4

4

、4・

被
告
ら
に
対
し
て

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
が
本
件
解
約
告
知
を
受
け
取
っ
て
か
ら
十
分
に
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
力
し
な
か
っ
た
こ
と
は
非
難
さ
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
知
人
仲
間
に
お
け
る
た
だ
そ
れ
だ
け
の
照
会
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

Ｒ
に
お
い
て

4

4

4

4

4

、4・

一
階
の
住
居

4

4

4

4

4

、4・

あ
る
い
は

4

4

4

4

、4・

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
備
え

4

4

4

4

4

4

4

4

4

た
住
居
が
全
く
提
供
さ
れ
る
と
い
う
事
実
に
か
ん
が
み
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
点
で
は

4

4

4

4

4

、4・

十
分
で
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

。
少
な
く
と
も

4

4

4

4

4

、4・

仲
介
業
者
か
Ｒ
市
に
問
い
合
わ
せ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

る
こ
と

4

4

4

、4・

あ
る
い
は

4

4

4

4

、4・

自
分
自
身
の
住
居
探
し
の
広
告
を
依
頼
す
る
こ
と
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
に
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
被
告
ら
の
経
済
的
な
諸
関
係
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
の
探
索
が
は
じ
め
か
ら
見
込
み
の
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
ほ
ど

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

不
適
切
で
は
な
い

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ

る
」。

　

最
後
に
、
区
裁
判
所
は
、
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
一
年
の
明
渡
期
間
を
被
告
（
賃
借
人
）
ら
に
認
め
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
五
に
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
三
年
一
月
九
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【

165
】
ハ
ン
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
三
年
一
月
九
日
判
決

（
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893
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［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
原
告
の
娘
と
そ
の
家
族
の
た
め
に
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を

解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
多
様
な
観
点
か
ら
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
本

件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
し
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、「
区
裁
判
所
は
、
当
然
、
か
つ
、
的
確
な
理
由
づ
け
を
も
っ
て
、
二
〇
〇
〇
年
七
月

一
七
日
の
自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
を
、
形
式
的
に
有
効
で
あ
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
て
も
、
理
由
づ
け

ら
れ
て
い
た
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
」、
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
訴
訟
が
経
過
す
る
間
に
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
息
子
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
ま
た
別
の
住
居
が
自
由
に

使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
の
関
係
に
お
い
て
、
原
告
の
「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
本
件
明
渡
請
求
は
権
利
の
濫
用
で
も
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
確
か
に
、
そ
の
明
渡
請
求
を
処
理
す
る
ま
で
、
所
有
権
者
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
居
住
の
必
要
が
本
質
的
な
削
減
を
と
も
な
わ
ず
に
満
た
さ
れ

う
る
と
こ
ろ
の
代
わ
り
の
住
居
が
自
由
に
な
る
場
合
に
、
そ
の
明
渡
請
求
を
引
き
続
い
て
追
求
す
る
こ
と
は
権
利
の
濫
用
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の

こ
と
は
、
本
件
に
お
い
て
、
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
原
告
は
、
そ
の
適
正
が
欠
け
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
代
わ
り
の
住
居
の
利
用
を
指
示
さ
れ

（
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る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
被
告
の
本
件
住
居
は
、
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
代
わ
り
の
住
居
よ
り
も
、
四
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
だ
け

よ
り
広
か
っ
た
。
本
件
住
居
の
設
備
（
浴
槽
を
備
え
た
浴
室
）、
お
よ
び
、
そ
の
様
式
（
よ
り
多
く
の
部
屋
）
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
住
居
は
、
原

告
の
娘
、
そ
の
夫
、
お
よ
び
、
共
通
の
子
供
に
よ
る
利
用
の
た
め
に
、
明
ら
か
に
よ
り
よ
く
適
当
で
あ
る
」。

　

さ
ら
に
、
地
方
裁
判
所
は
、「
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
・
・
・
・
に
し
た
が
っ
た
継
続
の
請
求
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」、
と
判
断
し
た
。

　

地
方
裁
判
所
は
、
い
ず
れ
の
観
点
か
ら
の
被
告
（
賃
借
人
）
の
異
議
を
も
退
け
た
が
、
代
替
住
居
の
調
達
の
観
点
か
ら
の
賃
借
人
の
異
議
を
退
け

た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
被
告
が
代
替
住
居
を
相
当
な
条
件
で
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
限
り
で
言
え
ば
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4

4

、4・

こ
の
申
立
て
は

4

4

4

4

4

4

、4・

十
分
に
立
証
さ
れ
て
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
か
っ
た

4

4

4

4

。
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
七
日
の
本
件
解
約
告
知
以
降

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
の
獲
得
の
た
め
に
す
べ
て
の
必
要
で
要
求
で
き
る
措
置
を
と
ら
え
る
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4

こ
と
は

4

4
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、4・

賃
借
人
の
義
務
で
あ
る

4
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4

4

。
賃
借
人
は

4

4
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、4・

そ
の
場
合
に

4

4

4

4

4

、4・

あ
る
程
度
の
悪
化
を
も
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
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、4・

代
替
住
居
の
探
索
は
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4

4

4

4

4

4

、4・

原
則
と
し
て

4

4

4

4

4

、4・

こ
れ
ま
で
の
居
住
地
域
に
限
定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い

4
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4

4
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4

4

4

。
被
告
の
記
録
文
書
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

次
の
諸
点
を
認
識
せ
し
め
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
す
な
わ
ち
、

新
し
い
住
居
も
探
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
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4
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4
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4
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4

4

4

4

4

、4・

ど
の
よ
う
な
市
区
が
探
索
に
含
め
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
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、4・

い
つ
賃
借
の
努
力
が
始
め
ら
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4

4

4

4

4

4

4

4

れ
た
の
か
と
い
う
点
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4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

何
故
記
載
さ
れ
た
住
居
の
賃
借
が
可
能
で
な
か
っ
た
の
か

4
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4
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4

4

、4・

あ
る
い
は

4

4

4

4

、4・

要
求
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

あ
る

4

4

」。

　

第
三
六
に
、
筆
者
の
既
存
の
研
究
、
お
よ
び
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑴
の
②
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ケ
ル
ン
上
級
地
方
裁
判
所

二
〇
〇
三
年
三
月
一
〇
日
判
決
（
裁
判
例
【
78
】）
を
み
て
お
き
た
い
。
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す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
事
案
の
概
要
の
要
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

七
九
歳
と
七
四
歳
の
被
告
ら
は
、
一
九
五
九
年
二
月
か
ら
、
本
件
建
物
の
三
階
に
所
在
す
る
四
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
本
件
住
居
を
賃
借
し

て
い
た
。
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
終
わ
り
に
、
本
件
建
物
の
所
有
権
を
取
得
し
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
二
七
日
に
、
所
有
権
者
と

し
て
登
記
さ
れ
た
。
本
件
建
物
は
、
全
部
で
四
つ
の
階
層
か
ら
構
成
さ
れ
、
一
階
に
は
飲
食
店
、
三
つ
の
上
階
に
は
お
よ
そ
四
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の

広
さ
の
ひ
と
つ
の
住
居
が
そ
れ
ぞ
れ
所
在
し
た
。
原
告
ら
は
、
本
件
建
物
を
改
築
し
、
一
階
の
飲
食
店
に
お
い
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
パ
ー
ラ
ー
を
営

む
こ
と
を
意
図
し
た
。
そ
こ
で
、
原
告
ら
は
、
二
〇
〇
一
年
一
月
一
六
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
二
〇
〇
二
年
一

月
三
一
日
付
で
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。

　

原
告
ら
は
、
被
告
ら
に
対
す
る
本
件
解
約
告
知
の
書
面
に
お
い
て
、
そ
の
「
自
己
必
要
」
の
理
由
づ
け
に
つ
い
て
、「
わ
れ
わ
れ
Ｎ
家
族
は
、
五

人
家
族
で
、
本
件
建
物
に
入
居
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
、
わ
れ
わ
れ
の
二
人
の
子
供
ら
は
、
ほ
か
の
二
つ
の
住
居
に
入
居
す
る
つ
も
り

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
な
た
方
（
被
告
ら
）
の
本
件
住
居
に
入
居
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。・
・
・
・
ま
た
、
そ
の
間
に
妻
を
失
っ

た
Ｎ
婦
人
の
父
親
も
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
に
引
っ
越
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
彼
は
世
話
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
、
本
件
建

物
全
体
が
、
Ｎ
家
族
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
」、
と
述
べ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
原
告
ら
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
原
告
ら
は
、
四
階
の
高
さ
ま
で
本
件
建
物
を
拡
張
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
が
、
も

と
も
と
は
原
告
ら
と
原
告
・
二
の
父
親
の
た
め
に
予
定
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
三
階
の
本
件
住
居
は
、
計
画
さ
れ
た
拡
張
に
し
た
が
っ
て
も
あ
ま
り

に
狭
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
今
や
、
原
告
ら
は
四
階
の
住
居
に
、
原
告
・
二
の
父
親
は
屋
階
の
住
居
に
入
居
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
被
告
ら
の
本
件
住
居
は
、
原
告
ら
の
二
人
の
息
子
ら
に
よ
っ
て
入
居
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
原
告
ら
の
「
自
己
必
要
」
を
否
認
し
、
原
告
ら
は
そ
れ
ら
の
住
居
を
も
営
業
的
に
利
用
す
る
つ
も
り
で
あ
る
、
と

主
張
し
た
ほ
か
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

被
告
ら
は
、
医
師
の
診
断
書
を
提
出
し
て
、
転
居
す
る
こ
と
は
被
告
ら
に
と
っ
て
健
康
上
の
理
由
か
ら
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と

申
し
立
て
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
次
の
よ
う
に
申
し
立
て
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
、
相
当
な
代
替
住
居
を
見
出
す
こ
と
は
被
告
ら
に
う
ま
く

ゆ
か
な
か
っ
た
。
被
告
ら
の
息
子
が
近
く
に
居
住
し
、
被
告
ら
の
医
師
と
扶
養
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
施
設
も
近
く
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

よ
り
近
い
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
住
居
だ
け
が
考
慮
の
対
象
に
な
っ
た
。
原
告
ら
に
よ
っ
て
被
告
ら
の
た
め
に
挙
げ
ら
れ
た
諸
々
の
住
居
は
、
す
で

に
、
あ
ま
り
に
高
い
賃
料
の
た
め
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
原
告
ら
の
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
た
た
め
、
原
告
ら
は
、
上
級
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　

上
級
地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
原
告
ら
は
、
被
告
ら
に
対
し
て
・
・
・
・
原
告
ら
の
本
件
建
物
の
三
階
に
所
在
す
る
被
告
ら
に
よ
っ
て

居
住
さ
れ
た
本
件
住
居
の
明
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、
当
事
者
の
間
に
存
在
し
た
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
二
〇
〇
一

年
一
月
一
六
日
の
原
告
ら
の
自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
に
よ
っ
て
・
・
・
・
一
年
の
解
約
告
知
期
間
の
経
過
と
と
も
に
・
・
・
・

二
〇
〇
二
年
一
月
三
一
日
に
終
了
さ
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
筆
者
の
既
存
の
研
究
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
が
、

こ
れ
ま
で
の
住
居
か
ら
転
居
し
、
原
告
・
二
の
父
親
を
も
含
め
て
、
家
族
全
体
で
本
件
建
物
に
居
住
す
る
つ
も
り
で
あ
り
、
本
件
建
物
に
所
在
す
る

す
べ
て
の
住
居
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
本
件
建
物
の
三
階
に
所
在
す
る
本
件
住
居
を
も
必
要
と
す
る
と
い
う
場
合
、
そ
の
こ
と
は
、
筋

の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
理
由
に
あ
た
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
二
号
の
意
味
に
お
け
る
「
自
己
必
要
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
論
じ
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た
。

　

さ
ら
に
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、「
被
告
ら
は
、
ま
た
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
本
件
使
用
賃
貸

借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
被
告
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
の
意
味
に
お
け
る
社
会
的
な
苛
酷
さ
の
た
め
に
、
あ
ま
り
に

わ
ず
か
に
申
し
立
て
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
異
議
に
つ
い
て
大
き
く
二
つ
の
点
に
整
理
し
て
論
じ
た

が
、
こ
の
う
ち
、
身
体
・
健
康
の
侵
害
の
観
点
か
ら
の
賃
借
人
ら
の
異
議
を
退
け
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑴
の
②
に
お
い
て

考
察
し
た
。
こ
こ
で
は
、
さ
ら
に
、
上
級
地
方
裁
判
所
が
、
代
替
住
居
の
調
達
の
観
点
か
ら
の
賃
借
人
ら
の
異
議
を
退
け
た
理
由
に
つ
い
て
考
察
し

て
お
き
た
い
。
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

相
当
で
要
求
で
き
る
代
替
住
居
を
見
出
す
こ
と
が
被
告
ら
に
可
能
で
な
い
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
も
で
き
な
か
っ
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。
と
い
う
の
は
、
被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

こ
れ
ま
で
ほ
か
の
住
居
を
見
出
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
努
力
を
講
じ
た
の
か
と
い
う
点
を
説
明
し
な
か
っ
た
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か
ら

で
あ
る
。

　

賃
借
人
は
、
賃
借
人
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
特
別
な
苛
酷
さ
の
た
め
の
理
由
を
詳
細
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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き
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代
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こ
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を
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賃
借
人
が
相
当
な
代
替
住
居
を
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す
た
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ど
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よ
う
な
努
力
を
講
じ
た
の
か
と
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

う
点
の
た
め
の
具
体
的
な
申
立
て
が

4
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4
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、4・

こ
れ
に
属
す
る

4

4

4

4

4

4

。
緊
張
し
た
住
居
市
場
に
つ
い
て
の
状
況
の
一
般
的
な
指
摘
は
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十
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と
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う
の
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受
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相
当
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ら
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あ
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そ
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必
要
と
あ
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4
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こ
の
こ
と
が
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合
に
よ
っ
て
は
起
こ
り
う
る
住
宅
補
助
金
に
対
す
る
請
求
権
を
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族
の
収
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入
を
考
慮
に
入
れ
て
賃
借
人
に
と
っ
て
負
担
で
き
る
限
り
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よ
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な
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う
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求
権
が
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

あ
ら
ゆ
る
申
立
て
が
欠
け
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
当
部
は
、
す
で
に
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
二
日
の

弁
論
期
日
に
お
い
て
、
被
告
ら
に
こ
の
点
へ
の
注
意
を
喚
起
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
三
年
一
月
二
一
日
付
の
書
面
に
お
け
る
被
告
ら
の
申
立
て
に
も
と
づ
い
て
も
、
当
部
に
と
っ
て
、
相
当
で
要
求
で
き
る

代
替
住
居
を
被
告
ら
の
現
在
の
本
件
住
居
の
近
郊
に
お
い
て
見
出
す
こ
と
が
被
告
ら
に
と
っ
て
本
当
に
可
能
で
な
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
も

う
一
度
熟
考
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」。

　

最
後
に
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、「
民
事
訴
訟
法
七
二
一
条
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
ら
の
対
応
す
る
申
立
て
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
事
情
に
し
た
が
っ

て
相
当
な
明
渡
期
間
が
判
決
に
お
い
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
当
部
は
、
明
渡
判
決
の
言
渡
し
か
ら
六
ヶ
月
の
明
渡
期
間
を
相
当
で

十
分
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
」、
と
付
言
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
七
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑴
の
②
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ブ
レ
ー
メ
ン
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
三
年
五
月
二
二
日
判
決
（
裁
判

例
【
79
】）
を
み
て
お
き
た
い
。
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す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
事
案
の
概
要
の
要
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

被
告
（
賃
借
人
）
ら
は
、
当
時
の
所
有
者
が
そ
の
前
に
被
告
ら
の
所
有
物
で
あ
っ
た
本
件
土
地
・
建
物
を
競
売
の
方
法
に
お
い
て
取
得
し
た
あ
と

で
、
一
九
八
五
年
五
月
二
一
日
に
、
当
時
の
所
有
者
と
、
Ｐ
の
Ｍ
通
り
に
存
在
す
る
車
庫
と
庭
を
と
も
な
う
本
件
建
物
に
関
す
る
本
件
使
用
賃
貸
借

契
約
を
締
結
し
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
期
間
の
定
め
な
く
進
行
中
で
あ
り
、
月
あ
た
り
の
賃
料
は
、
五
一
一
ユ
ー
ロ
三
〇
セ
ン
ト
で
あ
っ

た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
、
本
件
土
地
・
建
物
の
所
有
権
を
取
得
し
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
一
九
日
に
、
所
有
権
者
と
し
て
登
記
さ

れ
た
。
そ
の
三
日
後
に
、
原
告
は
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
三
一
日
付
で
、
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
と
い
う
の
は
、

原
告
は
、
彼
の
長
年
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
家
族
の
創
設
と
い
う
目
的
の
た
め
に
本
件
建
物
に
入
居
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
七
〇
歳
と
七
三
歳
の
被
告
ら
は
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
一
九
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。
被

告
ら
は
、
転
居
す
る
こ
と
が
、
三
三
年
と
い
う
年
月
に
お
い
て
生
じ
た
と
こ
ろ
の
当
該
居
住
地
域
に
お
け
る
被
告
ら
の
社
会
的
な
定
着
に
か
ん
が
み

て
、
さ
ら
に
、
被
告
・
一
の
健
康
状
態
の
こ
と
を
考
え
て
、
要
求
で
き
な
い
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
し
た
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
た
ほ
か
、
Ｐ
に
お

い
て
、
比
較
で
き
る
代
替
住
居
は
、
月
あ
た
り
一
千
ユ
ー
ロ
で
の
み
手
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
被
告
ら
の
収
入
に
か
ん
が
み
て
、

代
替
住
居
を
も
つ
余
裕
が
な
か
っ
た
、
と
申
し
立
て
た
の
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
原
告
の
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
た
た
め
、
原
告
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　

控
訴
審
に
お
い
て
、
原
告
は
、
被
告
ら
の
こ
れ
ま
で
の
本
件
住
居
の
す
ぐ
近
く
に
お
い
て
さ
え
も
、
代
替
住
居
が
意
の
ま
ま
に
な
っ
た
し
、
被
告

ら
は
、
相
当
な
代
替
住
居
を
見
出
す
ど
ん
な
種
類
の
努
力
を
も
講
じ
な
か
っ
た
、
と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
こ
れ
ま
で
、
代
替
住
居
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を
探
す
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
見
解
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
ら
の
防
御
は
、
明
ら
か
に
成
果
の
な
い
も
の
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
原
告
の
許
容
し
う
る
本
件
控
訴
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　

被
告
ら
は
・
・
・
・
本
件
土
地
・
建
物
を
明
け
渡
す
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二

号
に
し
た
が
っ
て
き
ち
ん
と
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
二
日
の
本
件
解
約
告
知
に
も
と
づ
い
て
、
終
了
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
本
件

使
用
賃
貸
借
関
係
が
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
に
し
た
が
っ
た
苛
酷
さ
に
か
か

わ
る
事
例
は
、
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
利
益
と
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、

賃
借
人
ら
の
異
議
に
つ
い
て
大
き
く
三
つ
の
点
に
整
理
し
て
論
じ
た
が
、
こ
の
う
ち
、
身
体
・
健
康
の
侵
害
の
観
点
か
ら
の
賃
借
人
ら
の
異
議
を
退

け
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑴
の
②
に
お
い
て
考
察
し
た
。
こ
こ
で
は
、
さ
ら
に
、
地
方
裁
判
所
が
、
代
替
住
居
の
調
達
の
観

点
か
ら
の
賃
借
人
ら
の
異
議
を
退
け
た
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
被
告
ら
の
側
に
お
い
て
、
そ
の
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
・
・
・
・
適
当
な
代
替
住
居
が
欠
け
て
い
る
こ
と
は
、
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
よ
っ
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
二
文
に
お
い
て
特
に
強
調
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
相
当
な
代
替
住
居
が
要
求
で
き
る
条
件
で
意
の
ま
ま

に
な
る
と
い
う
観
点
は
、
本
件
事
案
に
お
い
て
、
介
入
し
な
か
っ
た
。
原
告
は

4

4

4

、4・

ブ
レ
ー
メ
ン
の
日
刊
新
聞
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
の
本
件
住
居
の
周
辺
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

地
域
に
お
け
る
代
替
住
居
に
関
す
る
多
数
の
新
聞
広
告
を
提
出
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
事
実

4

4

、4・

そ
の
点
で

4

4

4

4

、4・

比
較
で
き
る
目
的
物
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
そ
六
五
〇
ユ
ー
ロ
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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の
価
格
で

4

4

4

4

、4・

そ
れ
と
と
も
に

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
そ
一
〇
〇
ユ
ー
ロ
な
い
し
一
五
〇
ユ
ー
ロ
よ
り
高
い
賃
料
価
格
で
の
み
広
告
を
出
さ
れ
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は

4

4

4

4

、4・

相
当
な
住
居
が
要
求
で
き
る
条
件
で
意
の
ま
ま
に
な
る
こ
と
だ
け
を
考
慮
に
入
れ
る
の
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

比
較
で
き
る
住
居
が
等
し
い
条
件
で
意
の
ま
ま
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
る
こ
と
を
要
求
し
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
土
地
で
慣
習
に
な
っ
て
い
る
比
較
賃
料
を
越
え
な
い
と
こ
ろ
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

よ
り
高
い
賃
料
の
住
居
も
ま

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

た4

、4・

考
慮
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
行
き
着
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
確
か
に

4

4

4

、4・

そ
の
と
き
必
要
な
金
額
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
の
経
済
的
な
諸
関
係
に
か
ん

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

が
み
て

4

4

4

、4・

困
難
に
の
み
調
達
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

場
合
に
よ
っ
て
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
が

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
の
居
住
の
質
に
お
け
る
著
し
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

転
機
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
行
き
着
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
賃
借
人
は

4

4

4

4

、4・

確
か
に

4

4

4

、4・

そ
の
明
渡
し
に
も
と
づ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
れ
ま
で
の
賃
借
人
の
生
活
様

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

式
に
お
け
る
深
刻
な
変
化
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
し
か
し

4

4

4

、4・

Ｂ
Ｇ
Ｂ
は

4

4

4

4

、4・

こ
こ
で

4

4

4

、4・

比
較
で
き
る
住
居
が

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

住
居
の
不

4

4

4

4

足
に
も
と
づ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

、4・

意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
と
い
う
事
案
を
対
象
に
し
て
い
る
の
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

し
か
し
、
賃
借
人
が

4

4

44

4

4

4

4

、4・

特
に
有
利
な
住
居
を
去
ら
な
け

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

れ
ば
な
ら
な
い
し

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
土
地
で
慣
習
に
な
っ
て
い
る
市
場
価
格
の
比
較
で
き
る
住
居
を
も
つ
余
裕
が
な
い
と
い
う
事
案
を
対
象
に
し
て
い
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

比
較
で
き
る
住
居
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
土
地
で
慣
習
に
な
っ
て
い
る
比
較
賃
料
ま
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
い

4

4

。
そ
れ
に
加
え
て

4

4

4

4

4

4

、4・

庭
つ
き
の
建
物
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

年
金
生
活
者
夫
婦
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

確
か
に

4

4

4

、4・

好
ま
し
い
住
居
で
あ
る
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

し
か
し

4

4

4

、4・

唯
一
の
相
当
な
住

4

4

4

4

4

4

4

居
で
は
な
い

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
被
告
ら
の
収
入
関
係
を
考
え
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

、4・

三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
な
ど
の
よ
う
な
比
較
的

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

安
く
品
質
も
よ
い
住
居
に
乗
り
換
え
る
こ
と
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

要
求
で
き
る

4

4

4

4

4

。
原
告
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
住
居
の
広
告
に
も
と
づ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

Ｐ
の
こ
の
区
域

4

4

4

4

4

4

お
よ
び
周
辺
の
地
域
に
お
い
て
賃
貸
の
た
め
に
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
提
供
物
件
を
考
慮
に
入
れ
る
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
二
文
の
意
味
に
お

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

け
る
相
当
な
代
替
住
居
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

十
分
な
程
度
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

意
の
ま
ま
に
な
る

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」。

　

な
お
、
そ
の
他
の
利
益
の
侵
害
の
観
点
か
ら
の
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
異
議
に
つ
い
て
は
、
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑷
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
。
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第
三
八
に
、
ア
ン
ス
バ
ッ
ハ
区
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
五
月
二
三
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【

166
】
ア
ン
ス
バ
ッ
ハ
区
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
五
月
二
三
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

原
告
（
賃
貸
人
）
と
そ
の
間
に
死
亡
し
た
原
告
の
夫
は
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
五
日
に
、
被
告
（
賃
借
人
）
と
、
本
件
建
物
（
二
家
族
用
住
宅
）

の
一
階
に
所
在
す
る
本
件
住
居
に
関
す
る
使
用
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
。
本
件
建
物
の
上
階
の
住
居
は
、
原
告
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
て
い
た
。

　

原
告
は
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
三
〇
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
二
〇
〇
五
年
五
月
三
一
日
付
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
（
本

件
解
約
告
知
）。
原
告
は
、
さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
八
月
三
一
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
二
〇
〇
六
年
二
月
二
八
日
付
で
、
新
た
な
解
約
告
知
も
行
っ

た
。

　

原
告
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
三
〇
日
の
本
件
解
約
告
知
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
二
〇
〇
五
年

八
月
三
一
日
の
解
約
告
知
に
よ
っ
て
、
有
効
に
終
了
さ
せ
ら
れ
て
い
た
、
と
主
張
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。
被
告
は
、
主
と
し
て
、

失
業
し
て
い
た
し
、
代
替
住
居
の
探
索
は
、
集
中
的
な
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
果
の
な
い
結
果
に
終
わ
っ
た
、
と
申
し
立
て
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
主
張
さ
れ
た
明
渡
し
に
つ
い
て
の
請
求
権
は
、
被
告
に
対
し
て
、
原
告
に
当
然
帰
属
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

と
い
う
の
は
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
三
〇
日
の
本
件
解
約
告
知
は
、
二
〇
〇
五
年
五
月
三
一
日
付
で
、
有
効
に
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
終
了
さ
せ

（
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た
か
ら
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、「
当
事
者
の
間
に
お
い
て
、
本
件
建
物
は
、
一
階
の
本
件
住
居
が
被
告
に
よ
っ
て
賃
借

さ
れ
、
上
階
の
住
居
が
原
告
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
二
つ
の
住
居
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
結
果
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
ａ
条
に
し

た
が
っ
て
、
特
別
な
解
約
告
知
権
の
要
件
が
、
原
告
の
側
に
お
け
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
の
意
味
に
お
け
る
正
当
な
利
益
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
し
に

存
在
す
る
こ
と
は
、
議
論
の
余
地
も
な
か
っ
た
」、
と
論
じ
た
。

　

さ
ら
に
、
区
裁
判
所
は
、「
被
告
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

と
い
う
の
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
の
意
味
に
お
け
る
『
特
別
な
苛
酷
さ
』
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
代
替
住
居
を
探
索
す
る
義
務
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
則
と
し
て

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
解
約
告
知
の
到
達
と
と
も
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
す
な
わ
ち
、
本
件
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月

二
日
に
は
じ
ま
っ
た

4

4

4

4

4

。
し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

、4・

被
告
は

4

4

4

、4・

適
当
な
代
替
住
居
を
見
い
出
す
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
八
ヶ
月
そ
こ
そ
こ
の
期
間
を
自
由
に
使
用
で
き
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

そ
の
と
き
に

4

4

4

4

4

、4・

ア
ン
ス
バ
ッ
ハ
の
地
域
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

住
居
の
欠
乏
状
態
は
存
在
し
な
い
こ
と
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

被
告
は

4

4

4

、
彼
の
（
成
果
の
な
い
）
代
替
住
居
に
つ
い
て
の
努
力
を
顧
慮
し
て
、
立
証
的
に

4

4

4

4

、4・

具
体
的
な
証
明
で
き
る
事
実
の
申
立
て
の
も
と
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
が
代
替
住
居
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
個
々
に
何
を
行
っ
た
の
か
と
い
う
点
を
説
明
し
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
場
合
に

4

4

4

4

4

、4・

考
え
ら
れ
る
賃
貸
人
と
の
接

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

触
に
お
い
て

4

4

4

4

4

、4・

何
故
賃
借
す
る
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

も
っ
ぱ
ら

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
の
探
索
が
被
告
の
失
業
の
た
め
に
不
成
功
に
終
わ
る
と
い
う
一
括
し
た
推
測
だ
け
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
た
め
に
十
分
で
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
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で
あ
る
」。

　

最
後
に
、
区
裁
判
所
は
、「
被
告
に
は

4

4

4

4

、4・

民
事
訴
訟
法
七
二
一
条
一
項
に
し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

明
渡
期
間
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
本4

件
解
約
告
知
が
二
〇
〇
四
年
一
一
月
三
〇
日
付
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
が

4

4

4

、4・

子
供
ら
を
も
た
な
い
独
身
者
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

適
当
な
代
替
住
居
を
探
す
た
め
に
お
よ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

そ
一
八
ヶ
月
の
期
間
を
有
し
た
あ
と
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

明
渡
期
間
を
認
め
る
こ
と
は
正
当
化
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
当
事
者
の
両
方
の
側
の
利
益
の
比
較
衡

量
が
、
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
な
お
こ
れ
以
上
の
待
機
は
、
も
は
や
原
告
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
」、
と
付
言
し
た
の

で
あ
る
。

　

第
三
九
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑴
の
②
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
区
裁
判
所
二
〇
〇
九
年
八
月
四
日
判
決
（
裁
判
例
【
80
】）

を
み
て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
事
案
の
概
要
の
要
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
は
本
件
建
物
に
所
在
す
る
本
件
住
居
の
賃
貸
人
で
あ
り
、
被
告
・
二
は
本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、

一
九
八
四
年
か
ら
存
続
し
て
い
た
。
被
告
・
二
は
、
彼
の
妻
、
す
な
わ
ち
、
被
告
・
一
、
お
よ
び
、
彼
の
息
子
と
共
同
で
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い

た
。

　

二
〇
〇
六
年
に
、
本
件
住
居
の
居
間
に
お
け
る
化
粧
塗
り
の
毀
損
が
生
じ
た
。
当
事
者
は
、
塗
装
工
の
親
方
で
あ
る
被
告
・
二
が
こ
の
毀
損
を
装

飾
的
に
取
り
除
き
、
こ
の
た
め
に
、
一
千
五
百
ユ
ー
ロ
の
金
額
に
お
け
る
賃
料
の
値
引
き
を
受
け
取
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
被
告
・
二
は
、
原
告
に

対
し
て
、
原
告
の
願
望
に
応
じ
て
、
五
年
に
わ
た
る
保
証
を
与
え
た
。

（
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原
告
は
、
本
件
建
物
を
改
造
し
、
一
階
を
除
い
て
、
原
告
の
息
子
と
そ
の
妻
に
本
件
建
物
を
自
由
に
使
わ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
原
告
の
息
子

と
そ
の
妻
は
、
こ
れ
ま
で
、
使
用
賃
貸
借
で
、
一
〇
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
に
居
住
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

そ
こ
で
、
原
告
は
、
二
〇
〇
七
年
六
月
二
七
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
二
〇
〇
八
年
三
月
三
一
日
付
で
、
被
告
・

二
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
・
二
は
、
二
〇
〇
八
年
一
月
二
二
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
多
様
な
観
点
か
ら
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。
被

告
・
二
は
、
主
と
し
て
、
彼
が
す
で
に
六
九
歳
で
あ
り
、
重
い
癌
に
か
か
っ
て
い
た
こ
と
の
ほ
か
、
被
告
・
二
の
家
族
は
、
わ
ず
か
な
収
入
だ
け
を

も
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
本
件
建
物
の
付
近
に
代
替
住
居
を
も
つ
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
を
申
し
立
て
た
の
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
・
・
・
・
本
件
住
居
の
返
還
に
対
す
る
請
求
権
は
、
原
告
に
当
然
帰
属
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
当
事
者
の
間

に
存
在
す
る
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
二
〇
〇
七
年
六
月
二
七
日
の
原
告
の
本
件
解
約
告
知
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
八
年
三
月
三
一
日
付
で
、
終
了

さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
本
件

解
約
告
知
は
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

さ
ら
に
、
区
裁
判
所
は
、「
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
に
も
と
づ
く
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
対
す
る
被
告
ら
の
請
求
権
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ

五
七
四
条
）
も
ま
た
、
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
多
様
な
観
点
か
ら
の
異
議
に
つ
い
て
大
き
く
四
つ
の
点
に
整
理
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し
て
論
じ
た
が
、
こ
の
う
ち
、
身
体
・
健
康
の
侵
害
の
観
点
か
ら
の
賃
借
人
ら
の
異
議
を
退
け
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑴
の

②
に
お
い
て
考
察
し
た
。
こ
こ
で
は
、
さ
ら
に
、
区
裁
判
所
が
、
代
替
住
居
の
調
達
の
観
点
か
ら
の
賃
借
人
ら
の
異
議
を
退
け
た
理
由
に
つ
い
て
考

察
し
て
お
き
た
い
。
区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
確
か
に

4

4

4

、4・

当
裁
判
所
は

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
が
こ
れ
ま
で
の
居
住
地
域
に
お
い
て
要
求
で
き
る
代
替
住
居
を
見
出
さ
な
い
だ
ろ
う
こ
と
か
ら
出
発
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
居
住
地
域
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
ま
た
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
き
わ
め
て
高
価
な
居
住
地
域
に
属
し
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し

4

4

4

、4・

ハ
ン
ブ
ル
ク
の
ほ
か
の
市
区
に
お
い
て
代
替
住
居
を
探
す
こ
と
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
に
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
被
告

4

4

・4・

二
は
、
六
九

4

44

4

4

歳
で

4

4

、4・

な
お

4

4

、4・

ほ
か
の
市
区
に
転
居
す
る
こ
と
が
彼
の
高
齢
に
も
と
づ
い
て
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

高
齢
で
は
な
い

4

4

4

4

4

4

。
同
じ
こ
と

4

4

4

4

は4

、4・

被
告

4

4

・4・

一
に
妥
当
し
た

4

4

4

4

4

4

。
被
告
・
一
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
者
と
し
て
、
そ
の
住
居
の
直
接
の
周
辺
の
地
域
に
住
み

慣
れ
る
た
め
に
、
よ
り
長
い
時
間
を
必
要
と
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
転
居
す
る
こ
と
が
被
告
・
一
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
に
行
き
着
か
な
か
っ
た
。
一
方
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

、4・

当
裁
判
所
は

4

4

4

4

4

、4・

今
や
長
年
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
被
告

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・4・

一
の
滞
在
に
も
と
づ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

新4

た
な
市
区
に
な
じ
む
こ
と
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

一
に
と
っ
て
よ
り
容
易
で
あ
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
他
方
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

一
は

4

4

、4・

ほ
か
の
市
区
に

4

4

4

4

4

4

転
居
す
る
と
き
に
も

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

全
部
の
社
会
的
な
接
触
を
断
つ
よ
う
に
強
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
全
部
の
社
会
的
な
接
触
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

二
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

離
を
越
え
て
も
維
持
さ
れ
う
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」。

　

な
お
、
経
済
的
な
支
出
の
観
点
、
お
よ
び
、
そ
の
他
の
利
益
の
侵
害
の
観
点
か
ら
の
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
異
議
に
つ
い
て
は
、
Ⅱ
の
二
の
２
の

⑶
、
お
よ
び
、
⑷
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
。
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第
四
〇
に
、
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
二
〇
一
一
年
八
月
二
九
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【

167
】
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
二
〇
一
一
年
八
月
二
九
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

被
告
（
賃
借
人
）
ら
は
、
一
九
八
四
年
五
月
七
日
の
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
を
も
っ
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
前
主
か
ら
、
本
件
建
物
に
所
在
す

る
本
件
住
居
、
お
よ
び
、
本
件
倉
庫
を
賃
借
し
た
。
本
件
住
居
の
賃
料
は
、
六
八
六
ユ
ー
ロ
三
五
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
強
制
競
売
手
続
き

を
経
て
、
本
件
建
物
は
原
告
に
帰
属
し
た
。

　

原
告
は
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
二
四
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
三
号
に
し
た
が
っ
て
、
二
〇
〇
七
年
八
月
三
一
日
付
で
、

被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
本
件
解
約
告
知
は
、
本
件
建
物
を
含
む
住
宅
団
地
が
、
強
力
な
欠
陥
を
示
し
、
荒
廃
し
た

状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
理
由
づ
け
ら
れ
た
。
原
告
は
、
本
件
建
物
を
含
む
住
宅
団
地
の
維
持
に
つ
い
て
の
経
済
的
に
正
当
化
で
き
る
可
能
性

は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
本
件
建
物
を
含
む
住
宅
団
地
は
、
取
り
壊
さ
れ
、
新
た
に
建
築
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
二
〇
〇
七
年
六
月
二
七
日
に
、
多
様
な
観
点
か
ら
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
終
了
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
・
・
・
・
被
告
ら
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
た

本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
に
対
す
る
請
求
権
は
、
原
告
に
当
然
に
帰
属
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、「
・
・
・
・
二
〇
〇
六
年
一
一
月
二
四
日
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
三
号
に
し
た
が
っ
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た
原
告
の
本
件
解
約
告
知
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

・
・
・
・
原
告
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
三
号
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
訴
訟
に
お
い
て
、
原
告
の
正
当
な
利
益
を
十
分
に
説
明
し
、
証
明
し
た
・
・
・
・

そ
の
結
果
、
原
告
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
よ
っ
て
、
本
件
土
地
・
建
物
の
相
当
な
経
済
的
利
用
に
つ
い
て
妨
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
著
し
い
不
利
益
を
被
る
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

経
済
的
な
相
当
な
利
用
は
、
本
件
住
宅
団
地
の
取
壊
し
と
新
築
に
よ
っ
て
だ
け
行
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用

賃
貸
借
関
係
の
継
続
が
本
件
土
地
・
建
物
の
相
当
な
利
用
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
、
確
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
」、
と
論
じ
た
。

　

さ
ら
に
、
地
方
裁
判
所
は
、「
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
に
し
た
が
っ
て
被
告
ら
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
苛
酷
さ
と
い
う
抗
弁
は
、
本
件
解
約
告
知
の
妨

げ
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
代
替
住
居
の
調
達
の
観
点
か
ら
の
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
異
議
を
退
け
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛

酷
さ
」
を
否
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
だ
け
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
が
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
被
告
ら
が
比
較
で
き
る
住
居
を
要
求
で
き
る
条
件
で
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
限
り
で
言
え
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
れ
に

4

4

4

関
す
る
被
告
ら
の
申
立
て
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

立
証
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
確
か
に

4

4

4

、4・

こ
の
こ
と
は
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
を
意
味
す
る
こ
と
が
で
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

る
が

4

4

、4・

し
か
し

4

4

4

、4・

こ
れ
に
つ
い
て

4

4

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
の
調
達
に
つ
い
て
の
努
力
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
代
替
住
居
を

4

4

4

4

4

探
す
義
務
は

4

4

4

4

4

、4・

原
則
と
し
て

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
解
約
告
知
の
到
達
と
と
も
に
は
じ
ま
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
た
め
に

4

4

4

4

4

、4・

何
ひ
と
つ
申
し
立
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
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る
。・
・
・
・
被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

そ
の
地
の
地
域
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

相
当
な
条
件
で

4

4

4

4

4

4

、4・

比
較
で
き
る
住
居
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

全
く

4

4

具
体
的
に
証
明
し
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ひ
と
つ
の
試
み
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

、4・

転
居
す
る
こ
と
を
や
り
と
げ
る
こ
と
が
で
き
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」。

　

第
四
一
に
、
デ
ッ
サ
ウ
＝
ロ
ス
ラ
ウ
地
方
裁
判
所
二
〇
一
六
年
一
二
月
七
日
決
定
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【

168
】
デ
ッ
サ
ウ
＝
ロ
ス
ラ
ウ
地
方
裁
判
所
二
〇
一
六
年
一
二
月
七
日
決
定

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
四
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
二
〇
一
六
年
四
月
三
〇
日
付
で
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使

用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
ら
は
、
結
婚
生
活
に
お
け
る
意
見
の
相
違
に
起
因
し
て
、「
自
己
必
要
」
を
本
件
解
約
告
知
の
理
由
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
本
件
解
約
告
知
は
権
利
の
濫
用
で
あ
る
、
と
申
し
立
て
た
ほ
か
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
に
し
た
が
っ
て
、
多
様
な
観
点

か
ら
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
［
決
定
理
由
］

　

そ
の
決
定
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、「
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
て
、
自
己
必
要
と
い
う
解
約
告
知
理
由
は
、

認
め
ら
れ
て
い
た
。
本
件
解
約
告
知
は
、
特
に
、
権
利
の
濫
用
で
は
な
か
っ
た
。
区
裁
判
所
は
、
的
確
な
理
由
づ
け
を
も
っ
て
、
権
利
の
濫
用
を
認

め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」、
と
論
じ
た
。

（
922
）

（
923
）

（
924
）
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さ
ら
に
、
地
方
裁
判
所
は
、「
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
の
意
味
に
お
け
る
要
求
で
き
な
い
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
事
案
は
、
区
裁
判
所
の
判
決
の
的
確
な

理
由
か
ら
、
拒
絶
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
多
様
な
観
点
か
ら
の
異
議
に
つ
い
て
大
き
く
二
つ
の
点
に
整

理
し
て
論
じ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
代
替
住
居
の
調
達
の
観
点
か
ら
の
賃
借
人
ら
の
異
議
を
退
け
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
否
定
し
た

理
由
に
つ
い
て
だ
け
考
察
し
て
お
き
た
い
。
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
賃
借
人
は

4

4

4

4

、4・

そ
の
解
約
告
知
の
時
点
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
力
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
努
力
は

4

4

4

4

4

、4・

相4

当
な
代
替
住
居
に
限
ら
れ
る
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

し
か
し

4

4

4

、4・

原
則
と
し
て

4

4

4

4

4

、4・

こ
れ
ま
で
の
居
住
地
域
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
現
在
の
賃
料
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

絶
対
的
な

4

4

4

4

経
済
的
上
限
を
意
味
し
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
必
要
と
あ
れ
ば

4

4

4

4

4

4

、4・

よ
り
高
い
賃
料
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
た
と
え
ば

4

4

4

4

、4・

そ
の
土
地
で
慣
習
に
な
っ
て
い
る
賃
料
ま
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

）、
受
け
入

4

4

4

れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

要
求
で
き
る

4

4

4

4

4

。
対
応
す
る
住
居
を
見
出
す
努
力
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

認
識
で
き
な
か
っ
た
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

申
し
立
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

そ
の
こ
と
か
ら

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
証
明
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

、4・

立
て
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」。

　

な
お
、
そ
の
他
の
利
益
の
侵
害
の
観
点
か
ら
の
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
異
議
に
つ
い
て
は
、
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑷
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
。

　

以
上
、
代
替
住
居
の
調
達
が
問
題
と
さ
れ
、
結
論
と
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案
を
考
察
し
た
。

　

④
小
括

（
925
）

（
926
）
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本
節
（
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑵
）
に
お
い
て
は
、
こ
こ
ま
で
、
具
体
的
な
利
益
の
比
較
衡
量
に
関
す
る
裁
判
例
を
整
理
・
考
察
す
る
作
業
に
お
い
て
、

第
二
に
、
代
替
住
居
の
調
達
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
を
取
り
上
げ
、
①
代
替
住
居
の
調
達
に
関
す
る
一
般
的
な
こ
と
が
ら
に
か
か
わ
る
裁
判
例
、
②

賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案
、
お
よ
び
、
③
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案
、
と
い
う
三
つ
の
類

型
に
分
け
て
、
関
係
す
る
裁
判
例
を
考
察
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
考
察
を
通
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
裁
判
例
に
お
け
る
具
体

的
な
判
断
の
要
点
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

一　

代
替
住
居
の
調
達
に
関
す
る
一
般
的
な
こ
と
が
ら
の
要
点
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

す
な
わ
ち
、
①
賃
借
人
は
、
賃
借
人
の
経
済
的
な
給
付
能
力
お
よ
び
正
当
化
さ
れ
た
個
人
的
な
居
住
の
必
要
を
考
慮
に
入
れ
て
、
相
当
な
継
続
的

な
居
住
の
可
能
性
を
賃
借
人
に
提
供
す
る
と
こ
ろ
の
代
替
住
居
だ
け
に
賃
借
人
の
努
力
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
賃
借
人
の
高
齢
が
重
大
な
身
体
的

侵
害
と
重
な
り
合
う
場
合
、
あ
ら
ゆ
る
住
居
が
賃
借
人
に
と
っ
て
考
慮
に
値
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
②
世
話
人
が
援
助
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
の

高
齢
で
障
害
の
あ
る
人
は
、
そ
の
構
成
員
に
よ
る
世
話
と
つ
き
あ
い
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
代
替
住
居
が
、
交
際
を
続
け
て
い
る

血
縁
者
と
知
人
が
居
住
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
一
定
の
市
区
に
存
在
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
高
齢
の
賃
借
人
の
世

話
が
こ
れ
ま
で
の
状
態
に
対
し
て
困
難
に
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
隣
接
す
る
市
区
に
存
在
す
る
代
替
住
居
も
ま
た
考
慮
に
値
す
る
こ
と
、
③
代
替
住

居
の
設
備
に
関
し
て
も
、
高
齢
で
病
気
の
賃
借
人
は
、
あ
る
程
度
の
要
求
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
恒
常
的
な
世
話
人
が
存
在
し
な
い

場
合
、
歩
行
困
難
な
賃
借
人
は
、
代
替
住
居
が
集
中
暖
房
を
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
現
在
の
住
居
が
浴
室
を

備
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
状
態
を
代
替
住
居
の
た
め
に
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
代
替
住
居
が
固
有
の
ト
イ
レ
を
も
有
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
歩
行
困
難
な
賃
借
人
は
、
代
替
住
居
が
せ
い
ぜ
い
二
階
に
所
在
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
賃
借
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人
が
一
階
の
住
居
を
も
賃
借
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
個
々
の
事
案
の
事
情
に
依
存
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

代
替
住
居
は
、
無
条
件
に
、
バ
ル
コ
ニ
ー
を
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
④
代
替
住
居
の
最
低
限
の
広
さ
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
習
慣
に
し
た
が
っ
て
、
寝
室
と
居
間
を
分
け
て
い
た
と
こ
ろ
の
高
齢
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
に
と
っ
て
、
二
つ
の
部
屋
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
た
代
替
住
居
が
相
当
で
あ
る
。
賃
借
人
は
、
少
な
く
と
も
、
代
替
住
居
の
諸
々
の
部
屋
の
ひ
と
つ
に
お
い
て
、
炊
事
場
へ
の
接
続

が
存
在
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
賃
借
人
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
と
し
て
、
世
話
人
の
受
入
れ
な
し
に
や
っ
て

ゆ
く
限
り
、
三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
代
替
住
居
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
全
部
の
家
具
を
し
ま
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
だ

け
、
三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
代
替
住
居
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
賃
借
人
が
今
後
高
齢
お
よ
び
障
害
に
も
と
づ
い

て
世
話
人
に
よ
る
終
日
の
世
話
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
な
ら
ば
、
賃
借
人
は
、
そ
の
世
話
人
の
居
住
の
た
め
に
第
三
の
部
屋
が
存
在
す
る
こ
と
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
⑤
賃
借
人
は
、
代
替
住
居
の
問
題
に
関
し
て
、
賃
借
人
の
意
思
に
反
し
て
、
老
人
ホ
ー
ム
ま
た
は
社
会
福
祉
施
設
に

お
け
る
居
住
を
指
示
さ
れ
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
み
ず
か
ら
の
個
人
的
な
所
帯
の
き
り
も
り
を
放
棄
す
る
こ
と
が
賃
借

人
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
⑥
高
齢
の
賃
借
人
が
、
そ
の
要
求
に
対
応
し
な
い
と
こ
ろ
の
、
賃
貸
人
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
代
替
住

居
を
拒
絶
し
た
場
合
、
賃
借
人
の
代
替
住
居
調
達
義
務
に
対
す
る
違
反
は
問
題
に
な
ら
な
い
こ
と
、
⑦
賃
借
人
の
代
替
住
居
調
達
義
務
は
、
賃
借
人

が
、
賃
借
人
の
健
康
状
態
お
よ
び
経
済
的
な
諸
関
係
に
よ
っ
て
賃
借
人
に
定
め
ら
れ
た
限
界
の
範
囲
内
で
、
真
摯
に
、
か
つ
、
集
中
的
に
、
新
た
な

住
居
の
調
達
を
得
よ
う
と
努
力
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
賃
借
人
は
、
賃
貸
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
申
出
を
、
は
じ
め
か
ら
、
信
義
誠
実
の
原
則

に
違
反
す
る
こ
と
な
し
に
、
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
賃
借
人
が
、
賃
貸
人
の
以
前
の
嫌
が
ら
せ
の
た
め
に
、
賃
貸
人
の
所
有
物
で
あ

る
建
物
に
決
し
て
再
び
入
居
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
は
、
相
当
な
代
替
住
居
の
拒
絶
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で

住
居
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賃
貸
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き
な
い
。
賃
借
人
と
賃
貸
人
の
相
互
間
の
対
立
関
係
が
賃
貸
人
の
ほ
か
の
住
居
を
賃
借
す
る
こ
と
が
賃
借
人
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど

重
大
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
の
み
、
賃
借
人
は
、
賃
貸
人
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
代
替
住
居
を
拒
絶
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
、
⑧
賃
借
人
が
、
そ
の
居
住
の
必
要
を
自
分
自
身
の
考
え
に
し
た
が
っ
て
定
め
、
つ
ま
り
、
制
限
も
す
る
こ
と
は
、
人
格
の
自
由
な
展

開
に
対
す
る
住
居
を
探
す
人
の
権
利
に
属
す
る
。
裁
判
所
は
、
そ
の
「
自
己
必
要
」
に
関
す
る
賃
貸
人
の
決
定
と
同
じ
よ
う
に
、
賃
借
人
の
決
定
を

尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
客
観
化
さ
れ
た
要
求
可
能
性
の
考
慮
に
し
た
が
っ
て
代
替
住
居
を
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
⑨
賃
借

人
に
対
す
る
明
渡
期
間
の
承
認
と
賃
借
人
の
代
替
住
居
調
達
（
探
索
）
義
務
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
明
渡
期
間
は
、
賃
借
人
が
代
替
住
居
の
調
達
の

た
め
の
賃
借
人
の
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
事
案
に
お
い
て
、
一
般
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
社
会
扶
助
に
よ
っ
て
生
活
し
て

い
る
ひ
と
り
暮
ら
し
の
外
国
人
の
賃
借
人
が
、
ひ
と
り
の
幼
児
と
ひ
と
り
の
乳
児
を
と
も
な
っ
て
、
住
居
市
場
の
現
在
の
諸
関
係
に
お
い
て
、
他
人

の
援
助
な
し
に
ほ
と
ん
ど
住
居
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
な
い
状
況
に
お
い
て
、
住
居
局
と
連
絡
を
と
る
場
合
に
は
、
明
渡
期
間
を
認
め
る
こ
と
に
つ

い
て
、
代
替
住
居
の
調
達
の
た
め
の
賃
借
人
の
義
務
の
履
行
の
た
め
に
十
分
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

二　

次
に
、
代
替
住
居
の
調
達
が
問
題
と
さ
れ
、
結
論
と
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案
に
お
い
て
、
二
重
の
転

居
に
な
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
た
事
案
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
①
賃
借
人
は
す
で
に
本
件
解
約
告
知
期
間
の
満
了
前
に
建
築
用
に
整
備
さ
れ
た
土
地
を
取
得
し
、
そ
の
建
築
の
開
始
、
な
ら
び
に
、

賃
借
人
の
当
該
建
物
へ
の
入
居
が
終
わ
る
こ
と
は
、
十
分
な
確
実
性
を
も
っ
て
見
通
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
本
件
解
約
告
知
期
間
の
終
了

後
一
年
ま
で
の
中
間
の
時
間
の
た
め
に
、
二
重
の
転
居
、
お
よ
び
、
そ
の
ほ
か
の
代
替
住
居
を
求
め
る
努
力
が
賃
借
人
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
②
賃
借
人
は
、
反
論
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
宅
の
志
望
者
と
し
て
ボ
ー
フ
ム
・
ハ
ル
ペ
ン
の
建
築
計
画
に
参
加
し
て
い
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た
こ
と
を
申
し
立
て
、
一
九
六
四
年
六
月
二
二
日
付
の
証
明
書
に
よ
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
立
証
し
た
。
こ
の
建
物
は
、
一
九
六
五
年
の
夏
に
入
居
が

終
わ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
情
の
た
め
に
、
賃
借
人
が
一
九
六
四
年
九
月
三
〇
日
付
で
本
件
住
居
の
明
渡
し
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
一
年
以

内
に
二
度
転
居
す
る
こ
と
が
賃
借
人
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
場
合
、
③
賃
貸
人
は
、
一
九
六
四
年
四
月
三
〇
日
付
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係

を
解
約
告
知
し
た
が
、
ラ
ン
ト
の
官
公
庁
の
証
明
書
に
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
は
、
一
九
六
四
年
九
月
一
五
日
付
の
効
力
を
と
も
な
っ
て
、
警
察
事

務
官
と
し
て
よ
そ
へ
転
属
さ
せ
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
が
一
九
六
四
年
四
月
三
〇
日
付
で
本
件
住
居
の
明
渡
し
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
な
ら

ば
、
賃
借
人
は
、
短
い
期
間
の
間
ほ
か
の
住
居
を
見
出
す
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
住
居
を
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
な
い
で
あ
ろ

う
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
④
賃
借
人
ら
は
、
す
で
に
、
賃
借
人
ら
が
気
に
入
り
、
入
居
す
る
つ
も
り
で
も
あ
る
と
こ
ろ
の
代
替
住
居
を
見
出
し
た
。

そ
の
代
替
住
居
は
、
賃
借
人
の
使
用
者
に
よ
っ
て
賃
借
さ
れ
、
賃
借
人
ら
に
社
宅
と
し
て
約
束
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
代
替
住
居
へ
の
賃
借

人
ら
の
入
居
は
遠
か
ら
ず
終
わ
る
だ
ろ
う
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
現
在
の
時
点
で
終
了
す
る
な
ら
ば
、

賃
借
人
ら
は
、
中
間
の
期
間
の
た
め
に
、
さ
ら
に
、
ほ
か
の
住
居
を
得
よ
う
と
努
め
、
賃
借
人
ら
が
す
で
に
お
よ
そ
二
年
前
に
現
在
の
本
件
住
居
に

入
居
し
た
あ
と
で
、
短
い
期
間
に
相
前
後
し
て
二
度
転
居
す
る
こ
と
に
な
る
場
合
、
⑤
賃
借
人
は
、
一
九
六
五
年
一
月
三
一
日
付
の
本
件
使
用
賃
貸

借
関
係
の
終
了
の
あ
と
、
遅
く
と
も
、
一
九
六
七
年
一
〇
月
三
一
日
に
退
職
し
、
そ
の
と
き
に
、
賃
借
人
ら
は
い
ず
れ
に
し
て
も
転
居
す
る
と
い
う

真
摯
な
意
思
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
証
拠
調
べ
か
ら
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
ら
が
本
件
解
約
告
知
期
間
の
満
了
後
に
本
件
住
居

を
明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
ば
、
賃
借
人
ら
は
、
最
大
限
二
年
と
一
〇
ヶ
月
の
期
間
内
に
二
度
転
居
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、

そ
の
こ
と
は
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
、
相
当
な
経
済
的
な
損
失
を
必
然
的
に
と
も
な
う
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
、
賃
借
人
ら
の
よ
う
な
か
な
り
高
齢

の
賃
借
人
に
と
っ
て
、
彼
ら
の
全
部
の
生
活
関
係
へ
の
高
め
ら
れ
た
負
担
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑥
賃
貸
人
は
、

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
十
三
）
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一
九
六
九
年
一
〇
月
三
一
日
付
で
、
賃
借
人
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
が
、
賃
借
人
は
、
一
九
六
九
年
六
月
三
〇
日
付
の
証

明
書
、
お
よ
び
、
一
九
六
九
年
八
月
一
八
日
付
の
彼
の
娘
の
証
明
書
の
提
出
に
よ
っ
て
証
明
し
た
よ
う
に
、
一
九
七
〇
年
の
夏
に
現
在
新
築
中
の
建

物
内
に
代
替
住
居
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
、
比
較
的
に
短
い
過
渡
期
の
た
め
に
代
替
住
居
を
探
す

こ
と
は
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
、
相
当
な
経
済
的
な
負
担
の
み
な
ら
ず
、
神
経
的
お
よ
び
身
体
的
な
負
担
を
と
も
な
う
こ
と
に
な
る
と
判
断
さ
れ
た

場
合
、
⑦
賃
貸
人
ら
は
、
ケ
ル
ン
に
存
在
す
る
本
件
建
物
に
所
在
す
る
本
件
住
居
の
賃
借
人
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
賃

借
人
ら
は
、
ケ
ル
ン
か
ら
お
よ
そ
九
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
隔
た
っ
た
Ｄ
に
ひ
と
つ
の
建
物
を
所
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
建
物
に
所
在
す
る
ひ
と
つ
の
住

居
を
賃
借
人
ら
の
た
め
に
と
っ
て
お
い
た
。
賃
借
人
ら
は
、
賃
借
人
（
妻
）
が
二
年
そ
こ
そ
こ
で
年
金
を
も
ら
え
る
年
齢
に
入
り
、
そ
の
と
き
、
ケ

ル
ン
の
百
貨
店
に
お
け
る
彼
女
の
仕
事
を
や
め
、
Ｄ
に
転
居
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
本
件
住
居
を
喪
失
す
る
な
ら
ば
、
そ
の

こ
と
は
中
間
的
な
転
居
の
必
然
性
を
意
味
し
た
場
合
、
⑧
賃
貸
人
ら
は
、
一
九
七
四
年
一
一
月
七
日
付
で
、
賃
借
人
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係

を
解
約
告
知
し
た
が
、
賃
借
人
ら
は
、
区
裁
判
所
の
判
決
後
に
は
じ
め
て
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
力
し
、
一
九
七
六
年
三
月
一
日
付
で
、
あ
る
代

替
住
居
を
賃
借
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
短
期
間
の
中
間
的
な
転
居
を
実
行
す
る
こ
と
は
、
一
九
七
六
年
年
三
月
一
日
付
で
、
あ
る
代
替
住
居
を
賃
借

し
た
と
こ
ろ
の
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
（
な
お
、
賃
貸
人
ら
の
本
件
解
約
告
知
が
有
効
で
あ
っ
た

の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
、
賃
借
人
ら
の
異
議
が
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
簡
単
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
本
件
の
問
題

に
お
い
て
、
賃
借
人
ら
は
、
決
し
て
、
す
で
に
区
裁
判
所
の
判
決
の
前
に
賃
借
人
ら
の
代
替
住
居
調
達
義
務
を
履
行
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
も
論

じ
ら
れ
た
）、
⑨
賃
貸
人
と
賃
借
人
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
予
想
外
に
一
年
半
後
に
解
約
告
知
さ
れ
た
が
、
賃
借
人
ら
は
、
本
件
解
約
告

知
の
期
日
を
越
え
る
が
、
近
い
将
来
新
築
中
の
建
物
に
お
い
て
自
宅
を
獲
得
す
る
と
い
う
具
体
的
な
可
能
性
を
も
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
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使
用
賃
貸
借
関
係
が
本
件
解
約
告
知
に
も
と
づ
い
て
終
了
す
る
な
ら
ば
、
賃
借
人
ら
は
、
差
し
迫
っ
て
そ
の
完
成
を
こ
こ
ろ
が
け
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
の
新
築
中
の
建
物
へ
の
入
居
が
終
わ
る
ま
で
に
、
も
う
一
度
転
居
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
し
、
新
た
に
仲
介
業
者
お
よ

び
転
居
の
た
め
の
費
用
を
調
達
す
る
こ
と
が
賃
借
人
ら
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
場
合
、
⑩
賃
貸
人
ら
は
、
一
九
七
九
年
六
月
三
〇
日
付
で
、
賃

借
人
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
が
、
賃
借
人
ら
は
、
本
件
解
約
告
知
の
後
、
目
下
の
と
こ
ろ
建
築
状
態
に
あ
り
、
た
ぶ
ん

一
九
八
〇
年
の
春
に
入
居
が
終
わ
る
だ
ろ
う
と
こ
ろ
の
住
居
所
有
権
を
購
入
し
た
。
そ
し
て
、
賃
借
人
ら
が
、
本
件
解
約
告
知
期
間
の
満
了
前
に
、

一
九
八
〇
年
の
春
に
入
居
が
終
わ
る
だ
ろ
う
と
こ
ろ
の
建
築
状
態
に
あ
っ
た
住
居
所
有
権
を
購
入
し
た
こ
と
は
議
論
の
余
地
も
な
か
っ
た
し
、
こ
の

入
居
が
終
わ
る
こ
と
は
十
分
な
確
実
さ
を
も
っ
て
見
通
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
七
九
年
六
月
三
〇
日
付
で
本
件
住
居
が
明
け
渡
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
ば
、
一
九
八
〇
年
の
三
月
の
終
わ
り
ま
で
の
中
間
の
時
期
の
た
め
に
、
二
重
の
転
居
、
お
よ
び
、
ほ
か
の
代
替
住
居
を

求
め
る
努
力
が
賃
借
人
ら
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
場
合
、
⑪
賃
貸
人
ら
は
、
賃
借
人
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
賃
借

人
は
、
一
九
八
一
年
一
月
に
、
Ｎ
に
お
い
て
、
新
た
な
仕
事
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
賃
借
人
と
そ
の
使
用
者
と
の
間
の
雇
用
関
係
は
、

さ
し
あ
た
り
、
一
九
八
一
年
六
月
三
〇
日
ま
で
期
限
づ
け
ら
れ
、
し
か
も
、
こ
の
雇
用
関
係
は
、
試
験
雇
用
関
係
で
あ
り
、
そ
の
存
続
に
関
す
る
十

分
な
確
実
さ
が
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
終
了
し
、
賃
借
人
ら
が
Ｎ
に
転
居
す
る
な
ら
ば
、
新
た
な
使
用
賃
貸
借
関
係

は
、
こ
の
雇
用
関
係
の
解
消
の
場
合
に
短
い
期
間
だ
け
続
く
こ
と
に
な
り
、
Ｎ
へ
の
転
居
は
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
、
中
間
的
な
転
居
に
な
る
必
然

性
が
あ
っ
た
場
合
、
⑫
賃
借
人
ら
は
、
な
か
ば
大
人
に
な
り
か
け
の
三
人
の
子
供
ら
を
も
ち
、
そ
の
な
か
の
二
人
の
子
供
ら
は
、
な
お
、
賃
借
人
ら

の
も
と
で
生
活
し
、
ま
だ
、
お
よ
そ
一
九
九
〇
年
な
い
し
一
九
九
一
年
ま
で
、
養
成
専
門
教
育
の
状
態
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
ひ
と
り
の
娘
は
、
確

か
に
、
よ
そ
で
の
見
習
い
修
行
を
行
っ
て
い
た
が
、
し
か
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
な
お
一
度
両
親
の
家
に
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
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理
由
か
ら
、
賃
借
人
ら
は
、
な
お
二
三
年
の
間
、
現
在
の
規
模
の
住
居
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
一
方
で
は
、
賃
借
人
ら
は
、
子
供
ら
が
最
終
的
に
転

居
し
た
後
、
当
然
、
よ
り
狭
い
住
居
に
身
を
置
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
、
賃
貸
人
ら
の
本
件
解
約
告
知
に
も
と
づ
い
て

賃
借
人
ら
が
本
件
住
居
を
明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
ば
、
賃
借
人
ら
は
、
わ
ず
か
な
年
の
範
囲
内
で
二
度
転
居
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
る
し
、
そ
の
こ
と
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
支
出
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
場
合
、
⑬
賃
貸
人
は
、
一
九
八
七
年
九
月
三
〇
日

付
で
、
賃
借
人
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
が
、
賃
借
人
ら
は
、
区
裁
判
所
に
お
け
る
本
件
明
渡
訴
訟
手
続
き
に
お
い
て
、
代

替
住
居
を
見
出
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
一
九
八
七
年
一
一
月
三
〇
日
ま
で
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
を
請
求
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
賃
貸
人
の
本
件
解
約
告
知
に
も
と
づ
い
て
賃
借
人
ら
が
本
件
住
居
を
明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
ば
、
二
ヶ
月
だ
け
の
期
間
の
間
の
中

間
的
な
転
居
の
費
用
と
苦
労
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
賃
借
人
ら
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
場
合
、
⑭
賃
貸
人
は
、
そ
の
孫
が
、
本
件
住
居
に
入
居

し
、
世
話
を
必
要
と
す
る
賃
貸
人
と
そ
の
妻
の
面
倒
を
見
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
賃
借
人
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告

知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
賃
借
人
も
高
齢
で
病
気
で
あ
っ
た
が
、
賃
借
人
は
、
証
人
に
よ
る
証
明
に
し
た
が
っ
て
、
す
で
に
老
人
ホ
ー
ム
に
申
請

し
ひ
と
つ
の
場
所
を
待
っ
て
い
た
し
、
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
賃
借
人
の
受
入
れ
は
お
よ
そ
一
年
半
の
期
間
の
う
ち
に
可
能
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

一
定
の
期
間
の
間
は
、
賃
借
人
の
利
益
が
優
位
を
占
め
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑮
賃
貸
人
は
、
一
九
八
九
年
六
月
三
〇
日
付
で
、
賃
借
人
ら
と
の

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
が
、
賃
借
人
ら
は
、
公
証
人
が
作
成
し
た
売
買
契
約
の
提
出
に
よ
っ
て
、
そ
の
建
築
が
一
九
八
九
年
の
秋

に
は
じ
め
ら
れ
、
そ
こ
へ
の
入
居
完
了
が
一
九
九
一
年
二
月
二
八
日
に
見
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
住
居
所
有
権
を
購
入
し
た
こ
と
を
証
明
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
一
九
八
九
年
六
月
三
〇
日
付
で
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
終
了
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
住
居
所
有
権
の
完
成
ま
で
の
お
よ
そ
一
年
九
ヶ

月
の
期
間
の
間
の
中
間
的
な
転
居
が
賃
借
人
ら
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
場
合
、
⑯
賃
貸
人
は
賃
借
人
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
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知
し
た
が
、
賃
借
人
ら
は
、
近
い
う
ち
に
本
件
住
居
を
離
れ
、
目
下
の
と
こ
ろ
な
お
建
築
状
態
に
あ
る
賃
借
人
ら
自
身
の
建
物
に
入
居
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
終
了
す
る
な
ら
ば
、
二
重
の
転
居
、
す
な
わ
ち
、
中
間
的
な
利
用
が
賃
借
人
ら
に
要
求
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
場
合
、
⑰
賃
貸
人
（
Ｄ
に
存
在
す
る
本
件
建
物
の
所
有
者
）
は
、
そ
の
妻
の
両
親
を
世
話
し
本
件
建
物
に
受
け
入
れ
る
た
め
に
、

二
〇
〇
三
年
七
月
三
一
日
付
で
、
本
件
建
物
の
二
階
に
居
住
し
て
い
た
賃
借
人
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
そ
の
後
、
賃
貸

人
の
舅
は
本
件
手
続
中
に
亡
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
賃
借
人
ら
は
、
過
去
に
お
い
て
賃
貸
人
に
彼
ら
の
人
生
の
計
画
策
定
を
明
ら
か
に
し
て

い
た
が
、
Ｅ
に
お
い
て
あ
る
建
物
を
購
入
し
、
二
〇
〇
五
年
の
夏
に
こ
の
建
物
に
転
居
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
賃
借
人
ら

の
娘
は
、
Ｄ
に
お
い
て
卒
業
資
格
を
取
り
、
そ
れ
か
ら
、
Ｅ
に
お
い
て
見
習
修
行
を
は
じ
め
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本

件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
終
了
し
明
渡
期
間
だ
け
が
認
め
ら
れ
、
賃
借
人
ら
が
そ
の
娘
の
学
校
の
交
替
を
避
け
る
た
め
に
Ｄ
に
と
ど
ま
る
な
ら
ば
、
賃

借
人
ら
に
対
し
て
、
Ｅ
へ
の
転
居
の
前
に
、
Ｄ
に
お
け
る
お
よ
そ
一
年
間
の
中
間
的
転
居
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
場
合
（
な
お
、
裁
判
所
は
、

他
方
に
お
い
て
、
賃
貸
人
の
舅
が
死
亡
し
た
現
在
の
時
点
に
お
い
て
、
賃
貸
人
と
そ
の
家
族
の
側
に
お
け
る
利
益
の
状
況
は
変
化
し
た
こ
と
を
も
考

慮
に
入
れ
た
）、
⑱
賃
貸
人
は
、
一
九
七
〇
年
四
月
三
〇
日
付
で
、
賃
借
人
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
が
、
す
で
に
本
件
解

約
告
知
の
時
点
に
お
い
て
建
築
中
で
あ
っ
た
賃
借
人
ら
の
自
宅
が
、
一
九
七
〇
年
の
終
わ
り
、
も
し
く
は
、
一
九
七
一
年
の
は
じ
め
に
完
成
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
終
了
す
る
な
ら
ば
、
賃
借
人
ら
の
自
宅
が
入
居
の
用
意
の
で
き
る
前
の
再
度
の
転

居
が
賃
借
人
ら
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
場
合
で
あ
る
。

　

三　

と
こ
ろ
で
、
例
外
的
で
あ
る
が
、
賃
借
人
の
側
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
現
在
の
住
居
市
場
の
状
況
だ
け

で
、
相
当
な
代
替
住
居
が
要
求
で
き
る
条
件
で
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
も
し
く
は
、
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
十
三
）

142143



て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
裁
判
例
も
存
在
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
①
比
較
で
き
る
代
替
住
居
は
ベ
ル
リ
ン
の
住
居
市
場
に
お
い
て
現
在
ほ
と
ん
ど
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
こ
の
こ
と
は
、

一
般
に
入
手
可
能
な
情
報
源
（
新
聞
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
放
送
）
か
ら
周
知
の
こ
と
で
あ
る
と
論
じ
た
裁
判
例
、
②
ボ
ル
ク
ホ
ル
ス
ト
に
お
い
て
住
居
を

見
出
す
こ
と
が
い
ま
だ
に
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
は
裁
判
所
に
周
知
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
が
終
了
す

る
な
ら
ば
、
ホ
ー
ム
レ
ス
と
な
る
と
い
う
危
険
を
お
か
す
と
論
じ
た
裁
判
例
で
あ
る
。

　

四　

多
く
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
現
在
の
住
居
市
場
の
状
況
を
も
考
慮
に
入
れ
た
う
え
で
、
あ
る
い
は
、
現
在
の
住
居
市
場
の
状
況
を
特
に
問

題
と
す
る
こ
と
な
く
、
賃
借
人
の
側
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
、
相
当
な
代
替
住
居
が
要
求
で
き
る
条
件
で
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
も
し

く
は
、
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
。

　

裁
判
例
に
お
い
て
考
慮
に
入
れ
ら
れ
た
（
あ
る
い
は
、
主
と
し
て
考
慮
に
入
れ
ら
れ
た
）
と
こ
ろ
の
賃
借
人
の
側
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
し
た
が
っ

て
関
係
す
る
裁
判
例
を
整
理
し
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
身
体
的
な
事
情
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
た
裁
判
例
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
①
賃
貸
人
の
本
件
解
約
告
知
に
も
と
づ
い
て
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
終
了
す
る
場
合
に
、
住
居
の
引
払
い
、
あ
る
い
は
、
強
制
的

な
明
渡
し
は
、
賃
借
人
が
、
そ
の
こ
と
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
辛
労
を
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
解
決
す
る
だ
け
の
力
が
な
い
時
期
に
当
た
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
賃
借
人
は
、
現
に
あ
る
妊
娠
状
態
に
お
い
て
、
そ
の
妊
娠
状
態
の
あ
い
だ
さ
ら
に
続
け
て
六
歳
の
子
供
を
か
か
え
て
賃
借
人
の
所
帯
を
き

り
も
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
後
に
賃
借
人
に
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
、
集
中
的
に
適
当
な
代
替
住
居
を

得
よ
う
と
努
め
る
状
態
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
②
賃
貸
人
ら
の
明
渡
し
の
請
求
が
す
で
に
今
や
認
容
さ
れ
た
な
ら
ば
、
住
居
の
引
払
い
、
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あ
る
い
は
、
強
制
的
な
明
渡
し
は
、
賃
借
人
の
妻
が
、
そ
の
こ
と
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
辛
労
を
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
解
決
す
る
だ
け
の
力
が
な

い
時
期
に
当
た
っ
た
。
特
に
、
賃
借
人
の
妻
は
最
初
の
数
ヶ
月
の
間
特
別
な
世
話
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
の
子
供
を
出
産
後
に
世
話
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
理
由
か
ら
賃
借
人
の
妻
は
集
中
的
に
適
当
な
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
考
慮
に
入
れ

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
③
賃
借
人
ら
は
、
医
師
の
証
明
書
の
提
出
に
よ
っ
て
、
賃
借
人
の
妻
が
二
ヶ
月
な
い
し
三
ヶ
月
の
妊
娠
状
態

に
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
ら
が
、
賃
借
人
の
妻
の
妊
娠
状
態
の
間
に
、
あ
る
い
は
、
出
産
後
す
ぐ
に
、
本
件
住
居
を
明

け
渡
す
よ
う
に
強
い
ら
れ
た
な
ら
ば
、
賃
借
人
ら
は
、
そ
の
こ
と
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
辛
労
を
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
解
決
す
る
だ
け
の
力
が
な

い
と
い
う
危
険
が
存
在
す
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
④
賃
借
人
ら
は
、
二
人
の
幼
児
ら
を
か
か
え
、
賃
借
人
（
妻
）
は
、
本
件
解
約
告
知
期
間
の
満

了
後
お
よ
そ
六
週
間
で
三
番
目
の
子
供
の
出
生
を
予
期
し
て
い
た
。
そ
の
う
え
、
代
替
住
居
を
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
ば
、
賃
借
人
（
夫
）

は
、
彼
の
職
業
上
の
繁
忙
の
た
め
に
、
時
間
的
に
制
限
さ
れ
た
程
度
に
お
い
て
の
み
住
居
の
探
索
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
主

た
る
負
担
は
、
賃
借
人
（
妻
）
に
割
り
当
て
ら
れ
た
場
合
、
⑤
賃
借
人
（
妻
）
は
、
医
師
の
証
明
書
に
し
た
が
っ
て
、
二
ヶ
月
目
の
妊
娠
状
態
に
あ
っ

た
し
、
居
住
の
変
更
が
あ
る
な
ら
ば
、
重
大
な
健
康
上
の
障
害
に
行
き
着
い
た
。
さ
ら
に
、
賃
借
人
ら
が
転
居
の
間
に
そ
の
子
供
を
適
当
な
環
境
に

居
住
さ
せ
る
可
能
性
を
も
た
な
い
な
ら
ば
、
転
居
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
の
賃
借
人
（
妻
）
の
健
康
上
の
障
害
が
懸
念
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
場
合
（
な
お
、
裁
判
所
は
、
他
方
に
お
い
て
、
賃
貸
人
の
利
益
は
も
っ
ぱ
ら
経
済
的
な
領
域
に
だ
け
存
在
す
る
こ
と
を
も
考
慮
に

入
れ
た
）、
⑥
賃
借
人
の
子
供
は
、
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
そ
の
世
話
の
た
め
に
、
両
親
（
賃
借
人
ら
）、
し
か
し
ま
た
、
賃
借
人
の
姉
妹
と
そ
の
夫

に
も
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
代
替
住
居
を
探
す
こ
と
は
、
賃
借
人
に
と
っ
て
、
重
度
の
障
害
の
あ
る
賃
借
人
の
子
供
の
た
め
に
、

特
別
な
困
難
さ
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑦
賃
借
人
は
車
い
す
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
ら
は
、
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代
替
住
居
と
し
て
、
一
階
の
住
居
だ
け
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
不
利
な
条
件
を
も
っ
て
負
担
を
か
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
住
居

市
場
に
提
供
さ
れ
た
目
的
物
の
圧
倒
的
な
数
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
（
な
お
、
裁
判
所
は
、
他

方
に
お
い
て
、
賃
貸
人
ら
は
、
賃
借
人
ら
の
代
わ
り
に
、
本
件
建
物
に
所
在
す
る
そ
れ
以
外
の
二
つ
の
住
居
の
ほ
か
の
ひ
と
り
の
賃
借
人
に
「
自
己

必
要
」
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
も
考
慮
に
入
れ
た
）
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
家
族
的
な
事
情
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
た
裁
判
例
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
①
本
件
住
居
は
、
賃
借
人
、
そ
の
妻
、
な
ら
び
に
、
三
歳
、
五
歳
、
一
二
歳
、
一
五
歳
、
お
よ
び
、
一
八
歳
の
彼
ら
の
五
人
の
子
供

ら
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
賃
借
人
の
家
族
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
有
効
な
本
件
解
約
告
知
に

も
と
づ
い
て
本
件
住
居
が
即
時
に
明
け
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
ば
、
子
供
ら
の
数
と
年
齢
を
顧
慮
し
て
、
賃
借
人
の
家
族
に
と
っ
て
、
個
々

の
事
案
の
特
別
な
事
情
の
た
め
に
、
生
活
関
係
へ
の
重
大
な
介
入
に
行
き
着
く
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
②
賃
借
人
ら
は
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
は
ま

だ
就
学
義
務
の
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
二
人
の
子
供
ら
を
か
か
え
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
住
居
市
場
の
今
日
の
状
況
に
お
い
て
も
、
彼
ら
の
子
供
ら

と
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
の
代
替
住
居
は
、
賃
借
人
ら
の
自
由
に
な
ら
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
③
賃
借
人
ら
は
、
二
人
の
息
子

ら
を
含
む
四
人
家
族
で
あ
っ
た
が
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
、
比
較
で
き
る
立
地
条
件
と
質
に
お
け
る
代
替
住
居
は
き
わ
め
て
大
き
な
努
力
の
も
と
で

の
み
獲
得
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ほ
か
の
相
当
な
代
替
住
居
を
探
す
た
め
に
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
要
求
で
き
る
期
間
だ
け

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
延
長
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
④
賃
借
人
ら
は
、
三
人
の
子
供
ら
を
も
っ
て
い
た
が
、
よ
り
大
き

な
二
人
の
子
供
ら
が
義
務
教
育
基
礎
課
程
に
通
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
三
番
目
の
幼
児
は
家
で
世
話
さ
れ
て
い
た
。
五
人
家
族
の
た
め
に
、
賃
借

人
の
独
力
で
自
由
に
な
る
給
与
を
も
っ
て
、
代
替
住
居
は
、
十
分
な
広
さ
に
お
い
て
、
要
求
で
き
る
条
件
で
、
現
在
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
お
よ

4

西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
五
六
巻
　
　
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
　
十
二
月
）

145



び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
、
手
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
（
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
、
賃
貸
借
課
に
お
い
て
集
め
ら
れ
た

自
分
自
身
の
経
験
に
も
と
づ
い
て
、
賃
借
人
ら
は
、
自
由
に
な
る
月
あ
た
り
三
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
に
よ
っ
て
は
か
る
と
、
賃
借
人
ら
の
た
め
に
な
お

支
払
う
こ
と
の
で
き
る
賃
料
で
、
対
応
し
て
相
当
な
広
い
住
居
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
比
較
的
よ
り
安
く
品

質
も
よ
り
よ
い
古
い
建
物
さ
え
も
、
子
供
の
多
い
家
族
に
と
っ
て
、
な
お
、
あ
ま
り
に
高
く
つ
い
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
、

一
般
に
認
め
ら
れ
た
住
居
に
つ
い
て
の
困
窮
の
た
め
に
、
今
や
増
大
し
て
住
居
が
作
り
出
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
二
年
の
期
間
に
お
い
て
、
十
分
な
努

力
に
お
い
て
、
住
居
が
見
出
さ
れ
う
る
こ
と
を
も
考
慮
し
た
）、
⑤
本
件
住
居
は
、
賃
借
人
、
そ
の
三
人
の
子
供
ら
、
お
よ
び
、
そ
の
伴
侶
に
よ
っ

て
居
住
さ
れ
て
い
た
。
代
替
住
居
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
に
お
い
て
、
認
め
ら
れ
た
要
件
に
お
い
て
、
可
能
で
な

い
こ
と
は
裁
判
所
に
周
知
で
あ
っ
た
し
、
賃
借
人
が
自
由
な
住
居
市
場
に
お
い
て
五
人
の
た
め
の
住
居
を
獲
得
す
る
た
め
に
十
分
な
資
金
を
も
っ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
明
渡
し
の
判
決
が
下
さ
れ
る
な
ら
ば
、
賃
借
人
は
、
仮
設
住
居
に
収
容
さ
れ
る
こ
と
が

考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
⑥
賃
借
人
は
、
社
会
扶
助
の
受
領
者
で
九
人
の
子
供
ら
の
母
親
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
公

的
な
役
所
が
、
一
方
に
お
い
て
社
会
扶
助
の
地
域
の
担
い
手
と
し
て
、
他
方
に
お
い
て
住
居
制
度
の
た
め
の
そ
の
職
責
に
関
し
て
、
賃
借
人
と
そ
の

家
族
の
た
め
に
相
当
な
住
居
を
自
由
に
使
用
さ
せ
る
た
め
に
、
一
年
半
と
い
う
相
当
な
前
も
っ
て
の
所
要
期
間
が
必
要
と
さ
れ
る
と
判
断
さ
れ
た
場

合
（
な
お
、
裁
判
所
は
、
賃
借
人
の
個
人
的
な
状
態
が
、
そ
の
う
ち
、
九
番
目
の
子
供
の
出
産
の
後
、
な
じ
む
段
階
の
終
了
の
後
、
安
定
す
る
こ
と

を
も
考
慮
に
入
れ
た
）
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
経
済
的
な
事
情
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
た
裁
判
例
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
①
賃
借
人
ら
は
、
収
入
の
証
明
書
の
提
出
に
よ
っ
て
、
賃
借
人
ら
が
八
五
四
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
六
四
ペ
ニ
ヒ
の
月
あ
た
り
の
手
取
り
収
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入
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
こ
の
よ
う
な
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
収
入
に
か
ん
が
み
て
、
相
当
な
代
替
住
居
が
要
求
で
き
る
条
件
で
賃
借
人

ら
の
自
由
に
な
ら
な
い
こ
と
は
、
信
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
②
賃
借
人
・
一
は
、
収
入
が
な
か
っ
た
し
、
賃

借
人
・
二
は
、
す
べ
て
の
自
由
に
な
る
収
入
源
を
考
慮
に
入
れ
て
、
月
あ
た
り
お
よ
そ
一
二
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
稼
い
で
お
り
、
賃
借
人
ら
は
、

資
金
的
な
観
点
に
お
い
て
制
約
さ
れ
て
い
た
。
賃
借
人
ら
は
、
Ｔ
あ
る
い
は
そ
の
よ
り
近
い
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
住
居
に
も
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
が
、
こ
の
収
入
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
困
難
に
の
み
、
Ｔ
あ
る
い
は
そ
の
よ
り
近
い
周
辺
の
地
域
に
お
い
て
代
替
住
居
を
見
出
す
状
況
に
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
に
お
い
て
、
賃
借
人
ら
は
、
代
替
住
居
の
集
中
的
な
探
索
に
お
い
て
新
た
な
住
居
を
見
出
す
見
通
し
が
存
在
し
た
と
こ
ろ
の
一
年

の
期
間
の
間
、
さ
し
あ
た
り
本
件
住
居
の
占
有
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
つ
い
て
、
重
大
な
利
益
を
有
す
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
③
賃
借
人
は
、
二
人

の
子
供
ら
を
も
ち
、
社
会
扶
助
に
も
と
づ
い
て
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
、
彼
女
の
夫
と
別
居
し
て
生
活
し
て
い
る
妻
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
賃
借
人
は
、
住
居
市
場
に
お
け
る
現
在
の
諸
条
件
に
お
い
て
、
近
い
う
ち
に
ほ
か
の
住
居
を
見
出
す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
可
能
で
は
な
い

と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
④
賃
貸
人
は
、
こ
れ
ま
で
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
住
居
に
居
住
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
そ
の
息
子
の
た
め
に
、
二
つ

の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
よ
り
狭
い
本
件
住
居
を
必
要
と
し
た
。
賃
貸
人
は
、
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
の
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の

広
さ
の
住
居
を
経
済
的
に
よ
り
魅
力
的
に
賃
貸
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
お
い
て
差
し
迫
っ
た
住
居
に
つ
い
て
の
困
窮

が
支
配
し
、
特
に
、
所
得
の
低
い
住
民
た
ち
が
住
居
に
つ
い
て
の
困
窮
に
よ
っ
て
打
撃
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
裁
判
所
に
周
知
で
あ
っ
た
。
賃

借
人
は
、
一
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
と
一
五
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
間
の
月
あ
た
り
の
総
収
入
を
も
ら
っ
て
い
た
が
、
賃
借
人
の
わ
ず
か
な
収
入
を

も
っ
て
、
相
当
な
代
替
住
居
を
要
求
で
き
る
条
件
で
獲
得
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
見
込
み
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
賃
借
人
に
よ
る
本
件

住
居
の
明
渡
し
に
つ
い
て
の
賃
貸
人
の
経
済
的
な
利
益
が
見
誤
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
拒
否
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
賃
貸
人
の
経
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済
的
な
利
益
は
、
賃
借
人
の
こ
れ
ま
で
の
本
件
住
居
の
維
持
に
つ
い
て
の
利
益
よ
り
も
、
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
よ
り
わ
ず
か
に
重
要
で
あ
る
と
判

断
さ
れ
た
場
合
、
⑤
賃
借
人
は
、
社
会
扶
助
の
受
領
者
と
し
て
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
住
居
市
場
に
お
い
て
、
相
当
な
代
替
住
居
を
要
求
で
き
る

条
件
で
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑥
賃
貸
人
は
、
賃
貸
人
の
小
さ
な
家
に
所
在
す
る
彼
の
住
居
に
お
い
て
生
活
し
て
い
た

と
こ
ろ
の
賃
貸
人
の
息
子
の
た
め
に
、
本
件
住
居
を
必
要
と
し
た
。
賃
借
人
は
、
社
会
扶
助
の
受
領
者
と
し
て
、
そ
の
子
供
と
と
も
に
、
本
件
住
居

に
居
住
し
て
い
た
。
賃
借
人
は
、
十
分
に
裁
判
所
に
周
知
で
あ
る
よ
う
に
、
目
下
の
と
こ
ろ
支
配
し
て
い
る
破
滅
的
な
住
居
市
場
の
関
係
に
お
い
て
、

賃
借
人
と
そ
の
子
供
の
た
め
に
、
近
い
う
ち
に
、
賃
借
人
に
と
っ
て
負
担
で
き
る
条
件
の
相
当
な
代
替
住
居
を
見
出
さ
な
い
の
に
対
し
て
、
賃
貸
人

の
息
子
は
、
明
ら
か
に
、
彼
に
と
っ
て
要
求
で
き
る
住
居
を
見
出
す
た
め
の
よ
り
よ
い
機
会
を
有
す
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑦
賃
借
人
は
、
自
己
、

お
よ
び
、
現
在
な
お
商
業
学
校
に
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
賃
借
人
の
息
子
の
た
め
に
、
全
部
で
総
計
三
一
七
二
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
八
四
ペ
ニ
ヒ
の
金
額

に
お
け
る
月
あ
た
り
の
収
入
だ
け
を
も
っ
て
い
た
。
賃
借
人
は
、
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
力
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
、
賃
借
人
と
そ

の
息
子
の
た
め
に
、
相
当
な
代
替
住
居
を
要
求
で
き
る
条
件
で
調
達
す
る
こ
と
が
う
ま
く
ゆ
か
な
か
っ
た
。
賃
借
人
が
も
し
か
す
る
と
あ
る
住
居
を

賃
借
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
の
、
お
よ
そ
一
五
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
賃
料
で
代
替
住
居
を
賃
借
す
る
こ
と
は
、
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
税
金
と
社
会
保
障
分
担
金
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
賃
借
人
に
と
っ
て
、
要
求
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
賃
借
人
の
側
の
事
情
を
考
慮
に
入
れ
る

と
、
相
当
な
代
替
住
居
を
調
達
す
る
こ
と
は
、
賃
借
人
に
と
っ
て
、
な
お
一
年
半
の
期
間
に
お
い
て
可
能
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
高
齢
で
あ
る
と
い
う
事
情
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
た
裁
判
例
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
①
賃
借
人
は
、
八
一
歳
に
な
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
で
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
八
一
歳
と
い
う
賃
借
人
の
高
齢
、
お
よ
び
、
住
居
を
探
し

転
居
す
る
と
き
に
自
分
自
身
だ
け
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
め
る
こ
と
は
、
賃
借
人
に
重
大
な
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打
撃
を
与
え
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
（
な
お
、
賃
借
人
は
、
そ
の
居
住
地
域
に
お
け
る
知
人
仲
間
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
し
、
本
件
建
物
お
よ

び
居
住
地
域
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
、
賃
借
人
は
老
人
ホ
ー
ム
に
居
住
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
る
こ
と
を
甘
受
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
こ
と
も
ま
た
、

考
慮
に
入
れ
ら
れ
た
）、
②
賃
借
人
は
、
九
六
歳
の
高
齢
の
婦
人
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
賃
借
人
を
彼
女
の
意
思
に
反
し
て
ほ
か

の
住
居
に
転
居
さ
せ
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
大
き
な
「
苛
酷
さ
」
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
（
と
い
う
の
は
、
高
齢
の
人
々

は
な
お
困
難
に
だ
け
新
し
い
環
境
に
な
じ
む
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
の
よ
う
に
高
齢
の
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
る
危
険
の
た
め
に
、
な
お
、
新

た
な
使
用
賃
貸
借
契
約
を
賃
借
人
と
締
結
す
る
と
こ
ろ
の
賃
貸
人
は
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
）、
③
賃
借
人
は
高
齢
で
あ
り
、
住
居

市
場
の
現
在
の
状
況
に
お
い
て
、
八
〇
歳
を
越
え
る
人
に
と
っ
て
短
期
間
で
代
替
住
居
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
賃
借
人
は
、

高
齢
で
あ
っ
て
も
精
神
的
に
大
変
機
敏
で
あ
っ
た
こ
と
、
現
在
の
本
件
住
居
に
確
固
と
し
て
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
健
康
状

態
を
考
慮
す
る
と
、
一
年
の
期
間
の
範
囲
内
で
、
賃
借
人
の
息
子
と
そ
の
妻
の
助
力
の
も
と
で
、
代
替
住
居
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
た
場
合
、
④
賃
借
人
は
、
八
八
歳
と
い
う
高
齢
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
相
当
数
の
健
康
上
の
問
題
に
苦
し
ん
で
い
た
。
さ
ら
に
、
賃
借
人
は
、
あ

る
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
住
居
を
得
よ
う
と
努
め
、
す
で
に
受
入
れ
に
対
す
る
継
承
権
の
獲
得
に
関
す
る
対
応
す
る
契
約
を
締
結
し
た
。
も
っ

と
も
、
賃
借
人
に
よ
っ
て
望
ま
れ
た
住
居
は
近
い
う
ち
に
賃
借
人
に
自
由
に
使
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
お
い
て
、

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
賃
借
人
に
と
っ
て
、
そ
の
老
人
ホ
ー
ム
へ
移
る
前
に
、
さ
し
あ
た
り
一
時
的
に
ほ
か
の
住
居
に
引
っ
越
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
結
果
と
し
て
と
も
な
っ
た
場
合
で
あ
る
。

　

第
五
に
、
複
数
の
事
情
、
あ
る
い
は
、
そ
の
他
の
事
情
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
た
裁
判
例
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
①
現
在
八
一
歳
の
賃
借
人
の
願
望
と
そ
の
個
人
的
な
自
由
が
考
え
う
る
ま
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
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老
人
ホ
ー
ム
へ
の
転
居
は
、
賃
借
人
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
、
一
五
七
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
三
〇

ペ
ニ
ヒ
の
月
あ
た
り
の
年
金
に
お
い
て
、
負
担
で
き
る
賃
料
の
ほ
か
の
住
居
を
見
出
す
こ
と
は
、
特
に
困
難
で
あ
っ
た
し
、
賃
借
人
の
子
供
ら
の
も

と
で
住
居
を
見
出
す
と
い
う
可
能
性
も
ま
た
、
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
必
要
と
あ
れ
ば
賃
借
人
の
構
成
員
ら
の
助
力
を
も
っ
て
、
賃
借

人
が
ほ
か
の
住
居
を
得
よ
う
と
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
の
二
年
の
期
間
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
（
な
お
、
裁
判
所
は
、

賃
貸
人
ら
が
、
六
人
を
も
っ
て
、
三
つ
の
部
屋
と
ひ
と
つ
の
台
所
に
制
限
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
賃
貸
人
の
病
気
に
よ
っ
て
、
そ
う
で

な
く
て
も
狭
め
ら
れ
た
居
住
関
係
が
、
な
お
さ
ら
に
付
け
加
え
て
困
難
に
さ
れ
た
こ
と
を
も
考
慮
に
入
れ
た
）、
②
賃
借
人
の
財
産
が
欠
け
て
い
る

こ
と
、
子
供
が
多
い
こ
と
、
お
よ
び
、
外
国
人
と
い
う
身
分
は
、
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
住
居
市
場
に
お
け
る
裁
判
所
に
周
知
の
困
難
な
状
況
に
お

い
て
、
代
替
住
居
の
賃
借
を
追
加
的
に
困
難
に
し
た
た
め
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
経
過
後
に
も
一
年
だ
け
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
延
長
す
る

こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
③
賃
借
人
は
、
連
邦
国
防
軍
の
参
謀
将
校
と
し
て
い
ず
れ
に
し
て
も
彼
の
家
族
を
た
び
た
び
の
住
居
の

交
替
に
さ
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
相
当
な
期
間
継
続
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
了
す
る
な
ら
ば
、
賃

借
人
は
、
職
業
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
た
び
た
び
の
住
居
の
交
替
に
さ
ら
に
付
け
加
え
て
な
お
こ
れ
以
上
の
そ
の
間
の
転
居
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
場
合
、
④
賃
借
人
の
妻
は
妊
娠
し
、
出
産
が
一
九
九
一
年
の
一
月
の
半
ば
に
決
ま
っ
て
い
た
し
、
賃
借
人
は
さ
ら
に
現
在
一
歳
半
の
幼

児
を
か
か
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
家
族
的
な
状
況
に
か
ん
が
み
て
、
賃
借
人
の
妻
に
と
っ
て
、
一
九
九
一
年
三
月
末
の
前
に
転
居
を
遂
行
す
る
こ

と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
そ
の
う
え
、
賃
借
人
は
、
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
二
つ
の
住
居
建
設
組
合
に
お
い
て
構
成

員
と
な
り
、
正
当
な
期
待
が
、
三
月
の
終
わ
り
に
、
賃
借
人
お
よ
び
そ
の
家
族
の
た
め
に
も
適
当
な
住
居
が
自
由
に
な
る
ほ
ど
ま
で
存
在
し
た
場
合
、

⑤
賃
借
人
は
、
七
九
歳
で
あ
り
、
重
病
で
あ
っ
た
。
賃
借
人
は
、
彼
の
重
大
な
病
気
に
よ
っ
て
、
代
替
住
居
を
求
め
る
努
力
に
お
い
て
、
す
で
に
住
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居
を
探
し
求
め
る
通
常
の
人
に
と
っ
て
存
在
す
る
相
当
な
困
難
さ
が
、
代
替
住
居
の
調
達
が
賃
借
人
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
ほ
ど
大
き
く
な
っ
た
ほ
ど
に
制
限
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
賃
借
人
は
、
月
あ
た
り
一
五
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
彼
の
年
金
を
も
っ
て
、
相
当

な
資
金
を
代
替
住
居
の
探
索
と
い
う
試
み
に
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
賃
借
人
は
、
ほ
か
の
環
境
へ
の
移
動
が
す
で
に
そ
れ
自

体
と
し
て
は
ひ
と
つ
の
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
す
る
ほ
ど
高
齢
で
あ
っ
た
う
え
に
、
日
々
の
生
活
を
果
た
す
こ
と
に
お
い
て
、
賃
借
人
の
病
気
に
よ
っ

て
限
定
さ
れ
、
ほ
か
の
人
々
の
援
助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
ほ
か
の
環
境
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
援
助
を
行
う
こ
と
を
引
き
受
け
る
人
々

を
見
出
す
こ
と
は
、
高
齢
の
人
と
し
て
の
賃
借
人
に
と
っ
て
特
に
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
住
居
を
見
出
す
こ
と
は
、
賃
借
人
に
と
っ
て

よ
り
も
、
賃
貸
人
の
息
子
や
賃
貸
人
自
身
に
と
っ
て
、
本
質
的
に
よ
り
容
易
な
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑥
賃
借
人
は
、
離
婚
後
に
ひ
と

り
で
二
人
の
子
供
ら
を
育
て
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
大
学
で
の
勉
学
の
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
た
。
賃
借
人
は
、
自
己
お
よ
び
子
供
ら
の
た
め
に

二
八
四
六
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
だ
け
を
も
っ
て
い
た
が
、
ひ
と
り
で
子
供
ら
を
育
て
大
学
で
勉
学
し
て
い
る
人
と
し
て
の
自
己
の
た
め
に
、
な
ら
び
に
、

い
ま
だ
に
学
校
に
通
っ
て
い
る
二
人
の
子
供
ら
の
た
め
に
有
す
る
と
こ
ろ
の
比
較
的
高
い
支
出
に
お
い
て
、
む
し
ろ
、
多
か
れ
少
な
か
れ
平
均
的
な

収
入
を
と
も
な
う
多
数
の
住
居
を
探
し
て
い
る
人
々
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
賃
借
人
は
、
こ
れ
ま
で
、
集
中
的
に
、
し
か
し
、
む
だ
に
、
対
応
す
る

代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
め
た
が
、
二
人
の
子
供
ら
が
学
校
に
通
っ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
医
師
の
鑑
定
書
に
対
応
し
て
、
そ
の
息
子
の
精
神
社

会
的
な
発
展
を
賃
借
人
の
離
婚
後
に
な
お
さ
ら
に
続
け
て
危
険
に
さ
ら
さ
な
い
た
め
に
も
、
現
在
の
居
住
地
域
、
あ
る
い
は
、
そ
の
近
く
に
お
い
て
、

代
替
住
居
を
賃
借
す
る
こ
と
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
賃
借
人
は
、
大
学
で
の
勉
学
の
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
、

代
替
住
居
を
探
す
必
要
性
に
よ
っ
て
負
担
が
か
け
ら
れ
、
最
近
に
お
け
る
三
度
の
療
養
所
の
滞
在
か
ら
判
明
し
た
よ
う
に
、
明
ら
か
に
、
疲
れ
果
て

て
お
り
、
と
も
か
く
一
度
い
く
ら
か
休
養
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
賃
貸
人
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
賃
貸
人
の
成
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人
し
た
娘
と
そ
の
婚
約
者
の
た
め
の
本
件
建
物
の
利
用
の
願
望
に
つ
い
て
は
、
一
時
的
な
解
決
が
本
質
的
に
よ
り
容
易
に
見
出
さ
れ
う
る
と
判
断
さ

れ
た
場
合
で
あ
る
。

　

五　

こ
れ
に
対
し
て
、
代
替
住
居
の
調
達
が
問
題
と
さ
れ
、
結
論
と
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案
に
お
い
て
、

二
重
の
転
居
に
な
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
事
案
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
①
賃
借
人
ら
の
申
立
て
か
ら
、
賃
借
人
ら
の
自
宅
の
建
築
の
開
始
と
そ
こ
に
入
居
可
能
な
こ
と
が
十
分
な
確
実
性
を
も
っ
て
見
通
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
②
賃
借
人
ら
は
、
賃
借
人
ら
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
た
建
物
の
建
築
が
二
年
後
に
完
成
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
こ
と
を
理

由
と
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
二
年
だ
け
継
続
す
る
こ
と
を
請
求
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
積
も
り
は
、
確
信
を
も
っ
て
、
き
わ
め

て
楽
観
的
で
あ
り
、
こ
の
居
住
用
の
建
物
が
入
居
可
能
で
あ
る
ま
で
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
三
年
を
見
積
も
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
よ
り
現
実
的
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
予
定
さ
れ
た
時
点
よ
り
以
前
の
転
居
は
、
賃
借
人
ら
の
生
活
関
係
に
と
っ
て
、
深
刻
な
意
味
の
本
質
的
な
経
済
的
負
担
を
結
果

と
し
て
と
も
な
わ
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
（
二
年
を
越
え
て
そ
の
実
現
を
要
求
す
る
と
こ
ろ
の
賃
借
人
の
建
築
の
意
図
は
解
約
告
知
に
対
す

る
異
議
を
理
由
づ
け
な
い
と
判
断
さ
れ
た
）、
③
賃
借
人
は
、
異
議
の
書
面
に
お
い
て
、
建
築
さ
れ
る
自
宅
に
一
九
七
〇
年
の
中
頃
に
入
居
可
能
で

あ
る
と
説
明
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
込
み
の
あ
る
自
宅
に
関
す
る
申
立
て
に
お
い
て
思
い
違
い
を
し
た
た
め
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が

一
九
七
一
年
九
月
一
日
ま
で
さ
ら
に
続
け
て
存
続
す
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
た
場
合
（
見
込
み
の
あ
る
自
宅
の
建
築
に
関
す
る
賃
借
人
の
申
立
て
が

正
し
か
っ
た
時
点
ま
で
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
延
長
す
る
こ
と
は
相
当
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
を
越
え
て
、
さ
ら
に
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
継

続
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
）、
④
賃
借
人
は
、
一
九
八
六
年
九
月
三
〇
日
付
で
効
力
を
生
じ
た
本
件
解
約
告
知
後
に
、
先
の
見
通
し
と

し
て
は
一
九
八
七
年
八
月
の
終
わ
り
に
建
築
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
こ
ろ
の
賃
借
人
に
よ
っ
て
入
居
さ
れ
う
る
一
家
族
用
住
宅
の
建
築
に
関
す
る
契
約
に

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
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一
九
八
七
年
三
月
一
三
日
に
は
じ
め
て
署
名
し
た
。
し
か
も
、
そ
の
代
替
住
居
が
本
当
に
一
九
八
七
年
八
月
の
終
わ
り
に
完
成
さ
れ
て
い
る
の
か
ど

う
か
と
い
う
点
は
不
確
か
で
あ
っ
た
こ
と
の
ほ
か
に
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
賃
借
人
は
、
適
時
に
代
替
住
居
の
調
達
に
心
を
配
る
こ
と
を
怠
っ
た
と

判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑤
賃
借
人
ら
の
建
築
計
画
は
十
分
に
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
、
す
な
わ
ち
、
申
し
立
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
建

築
計
画
に
お
い
て
、
い
つ
入
居
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
点
は
、
な
お
、
お
お
よ
そ
予
測
可
能
で
は
な
か
っ
た
し
、
資
金
調
達
が
確

保
さ
れ
、
建
築
計
画
が
実
現
可
能
で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
な
お
述
べ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
、
⑥
賃
貸
人
は
、
祖
父
母
で
あ
る
賃
貸

人
ら
の
面
倒
を
み
て
、
賃
貸
人
ら
を
援
助
す
る
心
構
え
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
賃
貸
人
ら
の
孫
と
そ
の
妻
に
よ
っ
て
本
件
住
居
が
必
要
と
さ
れ
る
こ

と
を
理
由
と
し
て
、
一
九
九
八
年
二
月
二
八
日
付
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
賃
借
人
ら
は
、
一
九
九
九
年

七
月
に
お
け
る
賃
借
人
の
年
金
つ
き
退
職
の
後
は
じ
め
て
、
賃
借
人
ら
の
晩
年
の
た
め
に
、
適
当
な
よ
り
狭
い
住
居
を
探
す
こ
と
を
計
画
し
た
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。
し
か
し
、
年
金
つ
き
退
職
の
後
ゆ
っ
く
り
と
よ
り
狭
い
住
居
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

賃
借
人
ら
の
利
益
は
、
賃
貸
人
と
そ
の
妻
が
援
助
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
彼
ら
の
健
康
に
と
っ
て
危
険
を
は
ら
ん
だ
状
態
に
対
し
て
、
後

方
に
退
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
計
画
さ
れ
た
よ
り
も
一
年
早
く
新
た
な
住
居
を
賃
借
す
る
こ
と
は
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
、
要
求
で
き

な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。

　

六　

最
後
に
、
代
替
住
居
の
調
達
が
問
題
と
さ
れ
、
結
論
と
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案
に
お
い
て
、
そ
の
他

の
事
情
か
ら
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案
を
整
理
し
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
一
九
六
七
年
一
二
月
二
一
日
に
公
布
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
「
賃
貸
借
法
の
規
定
の
改
正
に
関
す
る
第
三
次
法
律
」
が
妥
当
す
る
以
前
の
裁

判
例
に
お
い
て
は
、
条
文
の
文
言
に
し
た
が
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
は
例
外
的
な
規
定
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
し
、
代
替
住
居
の
調
達
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が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
に
お
い
て
も
、
賃
借
人
に
と
っ
て
よ
り
厳
し
い
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
裁
判
例
は
、
た
と
え
ば
、

次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
①
賃
借
人
は
、
社
会
扶
助
の
受
領
者
で
あ
り
、
一
二
歳
と
一
六
歳
と
の
間
の
年
齢
の
三
人
の
子
供
ら
を
か
か
え
て
い
た
。
さ
ら
に
、

代
替
住
居
の
獲
得
に
つ
い
て
の
最
近
の
賃
借
人
の
多
数
の
試
み
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
制
限
さ
れ
た
所
得
関
係
、
お
よ
び
、
代
替
住
居
の

た
め
の
む
だ
な
努
力
と
い
う
事
実
は
、
本
件
解
約
告
知
に
対
す
る
異
議
の
理
由
と
し
て
、
正
当
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場

合
、
②
賃
借
人
は
、
未
成
年
の
四
人
の
子
供
ら
を
か
か
え
て
、
福
祉
手
当
を
も
ら
い
、
新
聞
配
達
人
と
し
て
働
い
て
い
た
。
し
か
し
、
本
件
解
約
告

知
期
間
の
範
囲
内
で
ほ
か
の
住
居
を
見
出
す
こ
と
は
、
賃
借
人
に
と
っ
て
、
賃
借
人
の
わ
ず
か
な
収
入
に
お
い
て
、
お
よ
び
、
未
成
年
の
四
人
の
子

供
ら
を
か
か
え
て
可
能
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
の
個
々
の
場
合
の
特
別
な
事
情
で
は

な
い
。
現
在
な
お
す
べ
て
の
事
案
の
圧
倒
的
な
大
多
数
に
お
い
て
、
代
替
住
居
は
、
そ
の
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
る
賃
借
人
ら
の
自
由
に
な
ら
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
に
依
拠
し
た
解
約
告
知
に
対
す
る
異
議
は
、
通
例
の
要
件
に
該
当
し
、
例
外
的
な
状
況
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
判
断

さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
賃
貸
人
の
解
約
告
知
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
賃
借
人
に
適
当
で
十
分
な
住
居
が
残
さ
れ
た
と
い
う
事
情
、
あ
る

い
は
、
賃
貸
人
か
ら
要
求
で
き
る
代
替
住
居
が
提
供
さ
れ
、
賃
借
人
は
そ
の
代
替
住
居
を
賃
借
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
事
情
が
認
め
ら
れ
る
事

案
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
、
賃
借
人
は
代
替
住
居
を
調
達
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
か
ら
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷

さ
」
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
裁
判
例
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
①
賃
貸
人
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
庁
と
し
て
の
賃
貸
人
の
義
務
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
賃
借
人
の
本
件
住
居
の
台
所
と
二
つ
の
部
屋
か
ら

住
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一
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ひ
と
つ
の
部
屋
だ
け
を
必
要
と
し
た
。
賃
貸
人
は
、
壁
の
決
壊
に
よ
っ
て
こ
の
部
屋
を
そ
の
横
に
あ
る
小
さ
な
台
所
と
結
び

つ
け
、
窮
屈
な
居
住
関
係
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
五
人
家
族
を
こ
の
部
屋
に
居
住
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
賃
借
人
に
は
、
本
件
住

居
か
ら
ひ
と
つ
の
部
屋
だ
け
が
取
り
除
か
れ
た
後
に
も
、
裁
判
所
の
実
地
調
査
の
結
果
に
し
た
が
っ
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
男
性
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
本
件
住
居
の
十
分
な
部
分
が
委
譲
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
医
師
の
鑑
定
書
に
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
は
、
賃
借
人
の
世
帯
に
お
い

て
生
活
す
る
世
話
人
を
通
し
て
の
世
話
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
世
話
人
を
居
住
さ
せ
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
部
屋
を
請
求
す
る
こ
と

も
で
き
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
②
賃
貸
人
は
、
相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た

が
、
本
件
訴
訟
に
先
行
し
た
交
渉
に
お
い
て
、
賃
借
人
ら
に
代
替
住
居
を
提
供
し
た
。
し
か
し
、
賃
借
人
ら
は
、
そ
の
提
供
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
ら
は
、
訴
訟
の
係
属
の
前
に
、
賃
貸
人
の
ほ
か
の
住
居
を
賃
借
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
賃
借
は
、
あ

る
程
度
の
設
備
の
不
足
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
居
住
関
係
に
対
応
す
る
場
合
、
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

③
賃
貸
人
は
、
本
件
建
物
の
五
階
に
所
在
す
る
本
件
住
居
と
同
じ
広
さ
の
一
階
に
所
在
す
る
住
居
を
賃
借
人
ら
に
自
由
に
使
わ
せ
る
と
い
う
条
件
の

も
と
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
し
か
し
、
賃
借
人
ら
は
、
こ
の
一
階
の
住
居
に
入
居
す
る
と
い
う
申
し
出
を
拒
絶
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
住
居
は
客
観
的
な
考
察
に
し
た
が
っ
て
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
な
お
よ
り
有
利
で
あ
っ
た
た
め
、
五
階
か
ら
一
階
に
転
居
す
る
こ
と
は
、

賃
借
人
ら
に
と
っ
て
要
求
で
き
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
④
賃
借
人
は
、
二
つ
の
独
立
し
た
使
用
賃
貸
借
契
約
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
本
件
建
物

に
所
在
す
る
ひ
と
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
を
賃
借
し
て
い
た
。
賃
貸
人
は
、
本
件
の
二
つ
の
住
居
の
う
ち
の
ひ
と
つ
の
住
居
（
本
件

住
居
）
に
関
す
る
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
し
か
し
、
本
件
住
居
に
関
す
る
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
よ
っ
て
も
、
台
所
、
浴
室
・

ト
イ
レ
、
お
よ
び
、
屋
根
裏
部
屋
を
備
え
た
ひ
と
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
他
方
の
住
居
が
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
賃
借
人
に
残
さ
れ
た
の
で
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あ
る
か
ら
、
賃
借
人
は
、
代
替
住
居
を
調
達
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑤
賃
借
人
ら
は
、
別
々
の
使
用
賃
貸
借
契
約
に
も
と
づ

い
て
、
本
件
建
物
の
三
階
左
側
に
所
在
す
る
三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
、
お
よ
び
、
本
件
建
物
の
三
階
右
側
に
所
在
す
る
四
つ

の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。
賃
貸
人
ら
は
、
本
件
住
居
に
関
す
る
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
し
か
し
、

本
件
住
居
に
関
す
る
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
よ
っ
て
も
、
賃
借
人
ら
は
、
本
件
建
物
に
お
い
て
、
な
お
、
賃
借
人
ら
、
お
よ
び
、
二
人
の
二
九

歳
も
し
く
は
二
七
歳
の
息
子
ら
の
居
住
の
必
要
を
満
た
す
と
こ
ろ
の
ま
た
別
の
四
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
を
自
由
に
使
え
る
。
こ
の

点
で
は
、
本
件
建
物
の
三
階
右
側
に
所
在
す
る
住
居
を
も
っ
て
、
要
求
で
き
る
条
件
の
相
当
な
代
替
住
居
が
意
の
ま
ま
に
な
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

⑥
賃
借
人
は
、
本
件
建
物
の
屋
階
に
所
在
す
る
四
つ
の
部
屋
等
か
ら
構
成
さ
れ
、
一
〇
八
・
二
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
、
月
あ
た
り
六
二
〇
ド

イ
ツ
マ
ル
ク
の
賃
料
の
本
件
住
居
に
ひ
と
り
で
居
住
し
て
い
た
。
賃
貸
人
ら
は
、
賃
借
人
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
が
、
同
時

に
、
賃
借
人
に
対
し
て
、
本
件
建
物
の
一
階
に
転
居
す
る
可
能
性
を
提
供
し
た
。
す
な
わ
ち
、
賃
貸
人
ら
は
、
本
件
建
物
の
一
階
の
空
間
の
賃
借
人

が
転
居
を
意
図
し
た
こ
と
を
知
っ
た
あ
と
で
、
賃
借
人
に
対
し
て
、
一
階
の
賃
借
人
の
退
去
の
あ
と
で
月
あ
た
り
六
五
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
賃
料
で

そ
の
空
間
を
賃
借
人
に
委
譲
し
、
賃
借
人
は
、
こ
の
一
階
の
空
間
が
入
居
可
能
に
な
る
ま
で
、
こ
れ
ま
で
の
本
件
住
居
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
申
出
を
し
た
。
し
か
し
、
賃
借
人
は
、
こ
の
申
出
を
断
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
お
い
て
、
賃
貸
人
が
賃
借
人
に
適
当
な
代
替
住
居
を
提

供
し
た
場
合
、
賃
借
人
は
、
賃
貸
人
の
「
自
己
必
要
」
に
対
し
て
、
代
替
住
居
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
た

場
合
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
そ
れ
以
外
の
事
案
は
、
ひ
と
こ
と
で
ま
と
め
る
と
す
る
と
、
賃
借
人
が
相
当
な
代
替
住
居
が
要
求
で
き
る
条
件
で
調
達
さ
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
を
証
明
し
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
、
あ
る
い
は
、
賃
借
人
が
代
替
住
居
の
調
達
義
務
を
果
た
し
た
こ
と
を
証
明
し
な
か
っ
た
と
い
う
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理
由
か
ら
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
裁
判
例
は
、
次
の
よ
う
な

場
合
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
①
賃
借
人
ら
は
、
比
較
で
き
る
住
居
を
相
当
な
条
件
で
見
出
さ
な
い
こ
と
を
証
明
し
な
か
っ
た
。
住
居
の
交
替
を
得
よ
う
と
努
め
る

と
い
う
可
能
性
、
お
よ
び
、
仲
介
業
者
に
仲
介
を
依
頼
す
る
と
い
う
可
能
性
が
存
在
し
た
が
、
賃
借
人
ら
は
、
こ
の
こ
と
を
行
わ
な
か
っ
た
。
さ
ら

に
、
賃
借
人
ら
は
、
明
確
な
尋
問
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賃
借
人
ら
の
収
入
関
係
お
よ
び
財
産
関
係
を
公
に
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
場
合
、
②
賃
借
人
は
、

賃
貸
人
（
地
域
健
康
保
険
組
合
）
の
も
と
で
、
業
務
執
行
者
と
し
て
働
い
て
い
た
が
、
賃
貸
人
か
ら
、
社
宅
と
し
て
の
本
件
住
居
を
賃
借
し
て
い
た
。

賃
貸
人
は
、
賃
借
人
が
定
年
に
到
達
し
た
た
め
に
賃
貸
人
と
の
雇
用
関
係
か
ら
退
職
し
た
あ
と
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
賃

借
人
ら
は
、
い
つ
賃
借
人
が
定
年
に
到
達
し
た
た
め
に
賃
貸
人
の
雇
用
関
係
か
ら
退
職
す
る
の
か
と
い
う
時
点
を
長
い
間
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
か
ら
、
適
時
に
、
比
較
的
長
い
解
約
告
知
期
間
の
満
了
の
あ
と
で
賃
借
人
ら
の
新
た
な
自
宅
が
完
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
配
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
賃
借
人
ら
は
、
新
た
な
自
宅
と
い
う
代
替
住
居
の
調
達
に
つ
い
て
、
そ
の
義
務
を
適
時
に
果
た
し
た
と
は
い
え
な

か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
賃
貸
人
は
、
賃
貸
人
の
現
在
の
業
務
執
行
者
に
格
安
の
社
宅
を
自
由
に
使
わ
せ
る
と
い
う
き
わ
め
て
大
き
な
利
害
関
係

を
も
っ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
③
代
替
住
居
の
調
達
義
務
は
、
賃
借
人
ら
が
、
賃
借
人
ら
の
健
康
と
経
済
的
な
関
係
に
よ
っ
て
賃
借
人
ら
に

引
か
れ
た
限
界
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
真
摯
か
つ
集
中
的
に
ほ
か
の
住
居
の
調
達
を
得
よ
う
と
努
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
賃
借
人
ら
は
、
彼

ら
の
代
替
住
居
の
調
達
義
務
を
果
た
し
た
こ
と
を
証
明
し
な
か
っ
た
。
賃
借
人
は
、
代
替
住
居
の
た
め
に
よ
り
高
い
賃
料
を
も
甘
受
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
賃
借
人
ら
の
自
由
に
な
る
資
金
か
ら
判
断
し
て
、
賃
借
人
ら
は
相
当
な
代
替
住
居
を
調
達
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
④
賃
借
人
は
、
そ
の
解
約
告
知
の
書
面
の
到
達
か
ら
、
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
五
六
巻
　
　
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
　
十
二
月
）

157



要
求
で
き
る
条
件
の
相
当
な
代
替
住
居
が
存
在
し
な
い
場
合
さ
え
も
、
賃
借
人
は
、
十
分
な
や
り
方
に
お
い
て
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
め
た
と
い

う
こ
れ
以
外
の
要
件
の
も
と
で
の
み
、
継
続
の
請
求
権
を
有
す
る
。
賃
借
人
が
、
そ
の
解
約
告
知
を
受
け
取
っ
て
か
ら
、
む
だ
に
、
賃
借
人
に
個
人

的
・
経
済
的
に
要
求
で
き
る
と
こ
ろ
の
相
当
な
代
替
住
居
を
獲
得
す
る
た
め
の
す
べ
て
の
措
置
を
、
特
に
、
広
告
の
依
頼
、
仲
介
業
者
へ
の
委
託
、

お
よ
び
、
国
家
の
官
庁
を
介
入
さ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
講
じ
た
場
合
に
の
み
、
代
替
住
居
調
達
義
務
を
果
た
し
た
こ
と
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
賃
借
人
は
、
代
替
住
居
調
達
義
務
を
履
行
し
た
こ
と
を
立
証
的
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
ら
が
、

本
件
賃
借
物
の
近
く
に
お
い
て
、
比
較
で
き
る
、
か
つ
、
要
求
で
き
る
住
居
は
獲
得
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
住
居
の
仲
介
業
者
の
情
報
を

単
に
指
摘
し
た
こ
と
は
、
十
分
で
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑤
賃
借
人
ら
は
、
二
人
の
小
さ
な
子
供
ら
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
賃
借
人
ら
が

す
で
に
新
た
な
住
居
を
得
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
二
人
の
小
さ
な
子
供
ら
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
今
日
の
住
居
の
供
給
に
お
い

て
、
代
替
住
居
を
見
出
す
こ
と
が
賃
借
人
ら
に
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
プ
ラ
ス
の
材
料
を
提
供
し
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑥
賃
借
人
は
、

家
族
を
も
た
な
い
ひ
と
り
暮
ら
し
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
転
居
す
る
こ
と
は
、
賃
借
人
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
い
う
の
は
、
賃

借
人
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
転
校
に
さ
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
就
学
義
務
の
あ
る
子
供
ら
を
も
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
賃
借

人
の
側
か
ら
、
賃
借
人
の
財
産
関
係
が
、
新
た
な
住
居
を
見
出
す
こ
と
が
賃
借
人
に
可
能
で
な
い
よ
う
に
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
は
申
し
立
て
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
場
合
、
⑦
賃
借
人
ら
は
、
よ
り
広
い
住
居
に
関
す
る
新
聞
の
切
り
抜
き
お
よ
び
仲
介
業
者
の
申
出
の
提
出
に
よ
っ
て
、
賃
借
人
ら
が
、

本
件
解
約
告
知
の
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
、
少
な
く
と
も
三
つ
と
半
分
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
を
賃
借
し
、
あ
る
い
は
、
購
入
す
る

こ
と
を
真
摯
に
得
よ
う
と
努
め
た
こ
と
を
証
明
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
探
索
が
こ
れ
ま
で
成
果
の
な
か
っ
た
こ
と
は
、
賃
借
人
ら
が
相
当
な

代
替
住
居
を
要
求
で
き
る
条
件
で
調
達
で
き
な
い
と
い
う
結
論
を
正
当
化
し
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｓ
事
務
所
と
の
仲
介
契
約
か
ら
判
明
し
た
よ
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う
に
、
賃
借
人
ら
は
、
賃
借
住
居
の
た
め
に
今
や
一
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
ま
で
支
払
う
心
構
え
を
し
て
い
た
し
、
そ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
仲
介
会
社
の
書
状
か
ら
、
賃
借
人
ら
は
、
住
居
所
有
権
の
た
め
に
四
〇
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
ま
で
支
出
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
よ
う
な
価
格
に
お
い
て
、
当
裁
判
官
の
経
験
に
し
た
が
っ
て
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
、
な
お
受
け
入
れ
ら
れ
る

四
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
が
、
賃
借
さ
れ
る
か
、
も
し
く
は
、
購
入
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
。
他
方
に
お
い
て
、
賃

貸
人
ら
に
よ
っ
て
挙
げ
ら
れ
た
理
由
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
が
賃
貸
人
ら
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
強
く
重
大
な
も
の
で

あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑧
確
か
に
、
賃
借
人
ら
は
、「
苛
酷
さ
」
に
つ
い
て
の
理
由
と
し
て
、
重
大
な
障
害
と
病
気
を
申
し
立
て
た
。
し
か
し
、

賃
借
人
ら
は
、
賃
借
人
ら
と
使
用
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
心
構
え
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
賃
貸
人
は
い
な
い
、
と
は
申
し
立
て
な
か
っ
た
。
そ
し

て
、
住
居
を
探
す
こ
と
に
つ
い
て
の
妨
げ
は
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
重
度
身
体
障
害
で
あ
る
と
こ
ろ
の
賃
借
人
・
二
に
だ
け
関
係
が
あ
り
、
そ
の

障
害
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
と
こ
ろ
の
賃
借
人
・
一
に
は
関
係
が
な
か
っ
た
。
賃
借
人
・
一
は
、
自
分
自
身
の
原
動
機
つ
き
車
両
を
も
っ
て
お

り
、
そ
れ
を
も
っ
て
、
自
己
お
よ
び
妻
の
た
め
に
住
居
を
探
す
状
態
に
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑨
賃

借
人
ら
の
息
子
に
ピ
ア
ノ
の
演
奏
が
可
能
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
代
替
住
居
を
調
達
す
る
こ
と
が
場
合
に
よ
っ
て
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ

の
よ
う
な
事
情
に
よ
っ
て
、
相
当
な
代
替
住
居
が
要
求
で
き
る
条
件
で
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と

判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑩
本
件
建
物
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
国
有
鉄
道
か
ら
、
賃
貸
人
（
鉄
道
住
宅
地
会
社
）
に
用
益
賃
貸
さ
れ
て
い
た
。
賃
借
人
は
、
ド

イ
ツ
連
邦
国
有
鉄
道
に
お
い
て
働
い
て
い
た
た
め
、
本
件
住
居
を
賃
借
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
賃
借
人
が
退
職
し
て
か
ら
四
年
が
経
過
し
た
あ
と
で
、

賃
貸
人
は
、
現
役
の
ド
イ
ツ
連
邦
国
有
鉄
道
の
職
員
の
居
住
の
た
め
に
、
賃
借
人
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
賃
借
人
は
、
二

人
の
成
人
と
四
人
の
子
供
ら
を
も
っ
た
外
国
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
賃
借
人
は
、
二
人
の
娘
ら
を
も
ち
、
こ
れ
ら
の
二
人
の
娘
ら
は
、
自
分
自
身
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の
職
業
上
の
収
入
を
も
っ
て
お
り
、
彼
女
ら
が
自
宅
に
居
住
し
て
い
る
あ
い
だ
は
、
何
の
問
題
も
な
く
、
共
同
の
住
居
の
賃
料
に
協
力
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
ら
の
収
入
を
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
平
均
以
上
に
高
い
賃
料
の
住
居
を
賃
借
す
る
こ
と
も
賃
借
人
に
は
全
く
可
能
で
あ
っ
た
し
、
こ

の
よ
う
な
賃
料
価
格
に
お
い
て
、
諸
々
の
住
居
が
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
地
域
に
お
い
て
も
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
賃
借
人
は
、
一
年

と
八
ヶ
月
を
越
え
て
以
来
、
本
件
住
居
が
賃
貸
人
に
よ
っ
て
事
業
の
構
成
員
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
周
知
で
あ
っ
た
期
間
の
間
に
、
た
だ

ほ
と
ん
ど
集
中
的
で
は
な
い
だ
け
、
限
定
さ
れ
た
領
域
に
お
い
て
だ
け
、
比
較
で
き
る
ほ
ど
安
い
住
居
だ
け
を
得
よ
う
と
努
め
た
場
合
、
⑪
賃
借
人

は
、
確
か
に
、
こ
れ
ま
で
相
当
な
代
替
住
居
を
見
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
申
し
立
て
た
が
、
し
か
し
、
代
替
住
居
に
つ
い
て
の
賃
借
人
の
努
力
を
十

分
に
説
明
し
な
か
っ
た
。
住
居
市
場
に
お
け
る
周
知
の
よ
う
に
困
難
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賃
借
人
は
、
代
替
住
居
を
見
出
す
賃
借
人
の
試
み

を
詳
細
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
っ
ぱ
ら
、
住
居
を
見
出
す
こ
と
が
外
国
人
に
と
っ
て
困
難
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
で
、
十

分
で
は
な
か
っ
た
。
賃
借
人
は
、
単
身
者
と
し
て
、
家
族
よ
り
も
、
な
お
よ
り
よ
い
出
発
の
機
会
を
も
つ
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑫
賃
借
人
は
、
ほ

と
ん
ど
一
四
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
四
つ
と
半
分
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
し
、
よ
り
狭
く
、
そ
の
た
め
に

比
較
的
賃
料
も
安
く
品
質
も
よ
い
住
居
に
乗
り
換
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
、
な
る
ほ
ど
と
思
わ
せ
な
か
っ
た
。
代
替
住
居
が
欠
け
て
い
る
こ

と
を
引
き
合
い
に
出
す
と
こ
ろ
の
賃
借
人
は
、
将
来
の
居
住
関
係
の
あ
る
程
度
の
悪
化
を
も
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑬

賃
借
人
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
一
五
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
六
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
の
部
屋

を
住
居
共
同
体
の
目
的
の
た
め
に
転
貸
借
し
て
い
た
。
賃
借
人
は
本
件
解
約
告
知
の
後
も
う
一
度
四
つ
の
部
屋
な
い
し
五
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
た
住
居
を
得
よ
う
と
努
め
た
が
、
賃
借
人
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
原
則
と
し
て
、

よ
り
狭
い
住
居
で
満
足
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
住
居
市
場
に
お
け
る
困
難
な
諸
関
係
を
考
慮
に
入
れ

住
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て
さ
え
も
、
そ
の
よ
う
な
住
居
が
見
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
賃
借
人
が
そ
の
よ
う
な
住
居
を
区
裁
判
所
の
判
決
の
あ
と
ほ
ん
の

数
日
で
見
出
し
た
と
い
う
事
実
に
お
い
て
示
さ
れ
た
。
他
方
に
お
い
て
、
賃
貸
人
ら
は
、
通
り
抜
け
の
部
屋
を
含
め
て
お
よ
そ
七
二
平
方
メ
ー
ト
ル

の
広
さ
だ
け
の
住
居
に
居
住
し
て
い
た
が
、
こ
の
住
居
は
、
最
初
の
子
供
の
出
生
、
お
よ
び
、
な
お
こ
れ
以
上
の
家
族
計
画
に
し
た
が
っ
て
、
賃
貸

人
ら
の
必
要
と
計
画
の
た
め
に
あ
ま
り
に
狭
か
っ
た
。
賃
貸
人
ら
は
、
そ
こ
に
居
住
し
、
必
要
に
適
合
し
た
家
族
の
居
住
を
保
障
す
る
た
め
に
、

一
五
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
六
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
を
取
得
し
た
場
合
、
⑭
賃
借
人
は
、
九
一
一
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
年

金
だ
け
を
受
け
取
り
、
リ
ュ
ー
マ
チ
の
病
気
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
も
っ
ぱ
ら
、
少
な
い
収
入
か
ら
だ
け
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
の
要
件
の
存
在

を
推
論
す
る
こ
と
は
、
許
容
で
き
な
い
。
賃
借
人
は
、
少
な
く
と
も
、
代
替
住
居
調
達
義
務
を
履
行
し
、
代
替
住
居
を
求
め
る
具
体
的
な
努
力
が
成

果
な
く
残
っ
た
こ
と
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
必
要
な
努
力
の
範
囲
に
関
し
て
、
確
か
に
、
個
々
の
事
案
の
事
情
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
た
と
え
ば
、
仲
介
業
者
を
介
入
さ
せ
る
こ
と
は
、
そ
の
賃
借
人
の
経
済
的
な
可
能
性
に
し
た
が
っ
て
こ
の
こ
と
を
あ
え
て
す
る
こ
と
も
で
き
る

と
こ
ろ
の
賃
借
人
に
だ
け
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
代
替
住
居
調
達
義
務
は
、
有
効
な
解
約
告
知
を
受
け
取
る
と
同
時
に
始
ま
る
。
賃
借
人
は
、

代
替
住
居
を
求
め
る
ど
ん
な
種
類
の
努
力
も
説
明
し
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
逆
に
、
賃
借
人
が
同
一
の
通
り
に
お
け
る
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
住
居
の
指
摘
を
究
明
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
賃
貸
人
の
具
体
的
な
申
立
て
を
反
論
の
余
地
な
く
さ
せ
て
お
い
た
場
合
、
⑮
確
か
に
、
目
下

の
と
こ
ろ
住
居
市
場
に
お
い
て
相
当
な
隘
路
が
存
在
し
た
。
さ
ら
に
、
賃
借
人
ら
は
、
代
替
住
居
を
調
達
す
る
た
め
に
相
当
な
努
力
を
費
や
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
努
力
は
、
な
お
、
全
く
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
賃
借
人
ら
が
新
聞
に
お
け
る
申
出

を
調
査
し
た
こ
と
は
正
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
ド
ル
ト
ム
ン
ト
の
よ
り
大
き
な
住
宅
会
社
の
ど
れ
に
も
依
頼
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
が
問

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
仲
介
業
者
を
介
入
さ
せ
る
こ
と
も
ま
た
、
当
然
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑯
相
当
な
代
替
住
居
が
要
求
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で
き
る
条
件
で
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
要
件
の
た
め
に
は
、
賃
借
人
が
要
求
で
き
る
や
り
方
に
お
い
て
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
力

し
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
賃
借
人
は
、
具
体
的
に
代
替
住
居
の
調
達
を
得
よ
う
と
努
力
し
た
こ
と
を
主
張
し
な
か
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
住
居
の

困
窮
の
描
写
に
つ
い
て
の
デ
ァ
・
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
の
報
告
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
具
体
的
な
努
力
の
代
用
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
も
っ
ぱ
ら
、
賃
借
人
が
養
成
専
門
教
育
の
状
態
に
あ
る
彼
女
の
息
子
と
一
緒
に
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
と
い
う
事
情
だ
け
で
、
転
居
が

常
に
必
然
的
に
と
も
な
う
と
こ
ろ
の
通
例
の
事
情
お
よ
び
煩
わ
し
さ
を
越
え
て
、
賃
借
人
に
お
い
て
特
別
な
「
苛
酷
さ
」
に
つ
い
て
の
理
由
が
存
在

す
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
行
き
着
か
せ
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑰
賃
借
人
は
、
相
当
な
代
替
住
居
の
調
達
の
た
め
の
不
成
功
に
終

わ
っ
た
努
力
に
関
し
て
、
説
明
・
証
明
の
義
務
が
あ
る
。
賃
借
人
ら
が
こ
の
た
め
の
証
明
に
つ
い
て
建
築
・
住
居
制
度
の
た
め
の
ベ
ル
リ
ン
の
政
府

大
臣
の
情
報
を
引
き
合
い
に
出
し
た
限
り
で
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
情
報
は
、
具
体
的
な
努
力
に
関
す
る
主
張
の
代
用
を
す
る
の
に
適
当
で
な
か
っ

た
。
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
ベ
ル
リ
ン
の
住
居
市
場
に
お
け
る
一
般
に
不
適
切
な
住
居
に
つ
い
て
の
状
況
も
ま
た
、
何
も
変
え
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
要
求
で
き
る
条
件
の
相
当
な
代
替
住
居
が
欠
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
さ
え
も
、
賃
借
人
は
要
求
で
き
る
や
り
方
に
お
い
て
代
替

住
居
を
得
よ
う
と
努
力
し
た
こ
と
が
さ
ら
に
つ
け
加
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賃
借
人
ら
は
、
こ
の
こ
と
を
十
分
に
委
曲
を
尽
く
し
て
果
た
さ
な

か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑱
賃
借
人
ら
は
、
子
供
ら
を
も
た
な
い
共
稼
ぎ
の
夫
婦
で
あ
り
、
賃
借
人
（
夫
）
は
建
築
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と

か
ら
、
代
替
住
居
の
探
索
に
お
け
る
賃
借
人
ら
の
経
済
的
な
障
害
は
、
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
超
え
て
、
賃
借
人
ら
は
、
こ
れ
ま
で
総

じ
て
具
体
的
に
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
力
し
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
、
ど
の
よ
う
な
や
り
方
に
お
い
て
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
力
し
た
の
か

と
い
う
点
、
お
よ
び
、
そ
の
よ
う
な
努
力
が
成
果
の
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
を
申
し
立
て
な
か
っ
た
。
賃
借
人
ら
は
、
十
分
に
、
用
心
の
た
め
に

代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
力
す
る
機
会
を
有
し
た
。「
住
居
市
場
に
お
け
る
一
般
に
周
知
の
状
況
」
な
ら
び
に
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
お
い
て
「
数
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年
前
か
ら
実
際
に
空
虚
に
走
り
過
ぎ
た
住
居
市
場
」
に
つ
い
て
の
賃
借
人
ら
の
一
括
し
た
叙
述
は
、
全
く
不
十
分
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

⑲
賃
借
人
ら
は
、
こ
れ
ま
で
総
じ
て
代
替
住
居
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
を
申
し
立
て
な
か
っ
た
。
賃
借
人
ら
が
、
ド
ル
ト
ム
ン
ト
に
お
け
る

住
居
を
め
ぐ
る
状
況
は
目
下
の
と
こ
ろ
一
般
に
緊
張
し
た
市
場
の
状
況
に
も
と
づ
い
て
き
わ
め
て
不
利
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
を
引
き
合
い
に
出
し
た

限
り
で
言
え
ば
、
こ
の
こ
と
は
十
分
で
な
か
っ
た
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
居
の
調
達
は
い
ま
だ
に
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

賃
借
人
ら
は
、
こ
れ
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
い
ま
だ
に
全
く
何
も
講
じ
な
か
っ
た
。
賃
借
人
ら
は
、
住
居
の
探
索
が
、
一
方
に
お
い
て
、
彼
ら
が
二

匹
の
猫
を
飼
い
、
他
方
に
お
い
て
、
彼
ら
が
失
業
の
た
め
に
限
定
的
に
だ
け
給
付
能
力
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
困
難
に
さ
れ
た
こ
と
を
引
き
合
い

に
出
し
た
。
し
か
し
、
一
方
に
お
い
て
、
二
匹
の
猫
が
住
居
の
調
達
の
と
き
に
克
服
し
が
た
い
障
害
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
し
、
こ
れ

ら
の
猫
を
手
離
す
こ
と
が
、
そ
の
と
き
唯
一
の
可
能
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
き
、
賃
借
人
ら
に
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
他

方
に
お
い
て
、
制
限
さ
れ
た
経
済
的
な
給
付
能
力
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
の
枠
組
み
に
お
い
て
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ

の
理
由
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑳
共
稼
ぎ
の
夫
婦
で
ド
イ
ツ
の
国
籍
を
持
つ
者
と
し
て
決
し
て
住
居
市
場
に
お
い
て
不
利
に
扱
わ
れ
る
国

民
階
層
に
属
さ
な
い
と
こ
ろ
の
賃
借
人
ら
は
、
ひ
と
つ
の
自
分
自
身
の
新
聞
広
告
だ
け
の
掲
載
を
依
頼
し
、
住
居
を
探
す
こ
と
に
仲
介
業
者
を
介
入

さ
せ
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
一
九
八
九
年
一
一
月
一
四
日
に
終
了
す
る
こ
と
は
賃
借
人
ら
に
と
う
に
周
知
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
賃
借
人
ら
は
、
第
一
審
判
決
に
引
き
続
い
て
は
じ
め
て
新
聞
広
告
を
申
し
込
ん
だ
。
賃
借
人
ら
は
、
賃
貸
人
に
よ
っ
て
斡
旋
さ
れ

た
目
的
物
を
吟
味
す
ら
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
代
替
住
居
の
調
達
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
証
明
を
す
る
と
い
う
賃
借
人
ら
の
努
力
は
、

適
当
で
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
㉑
賃
借
人
は
、
ひ
と
り
で
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。
代
替
住
居
を
見
出
す
こ
と
に
つ
い
て
の
困
難
さ

は
、
裁
判
所
に
も
周
知
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
た
と
え
代
替
住
居
を
見
出
す
こ
と
に
つ
い
て
の
困
難
さ
が
広
範
囲
に
肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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と
し
て
も
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
恒
常
的
に
行
わ
れ
る
住
居
の
交
替
に
か
ん
が
み
て
、
こ
れ
ま
で
、
要
求
で
き
る
条
件
の
代
替
住
居
の
獲
得
の
不
可

能
性
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
㉒
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
住
居
市
場
の
荒
廃
し
た
状
態
、
特
に
、
賃
料
も

安
く
質
も
よ
い
住
居
の
た
め
の
住
居
市
場
の
荒
廃
し
た
状
態
は
、
裁
判
所
に
周
知
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ほ
か
の
住
居
を
見
出
す
見
通
し
は
、
な
お
、

よ
り
長
い
明
渡
期
間
（
一
〇
ヶ
月
）
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
顧
慮
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
、
完
全
に
排
除
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
㉓
賃
借
人
が
住
居
市
場
に
お
け
る
緊
張
し
た
状
況
を
一
般
的
に
指
摘
す

る
こ
と
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
終
了
が
賃
借
人
ま
た
は
そ
の
家
族
に
と
っ
て
苛
酷
で
あ
る
と
説
明
す
る
た
め
に
十
分
で

な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
㉔
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
後
に
著
し
く
悪
化
し
た
と
こ
ろ
の
交
通
事
故
に
よ
る
障
害
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
、

賃
貸
人
は
、
職
業
活
動
に
専
念
す
る
状
況
で
も
な
か
っ
た
し
、
継
続
し
て
自
分
自
身
の
こ
と
を
配
慮
す
る
状
況
で
も
な
か
っ
た
。
賃
貸
人
は
、
始
め

ら
れ
た
と
こ
ろ
の
障
害
者
に
適
合
し
た
建
物
の
建
築
に
出
資
す
る
た
め
に
、
賃
借
人
ら
に
賃
貸
さ
れ
た
本
件
建
物
の
売
買
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
た
め
、
相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が

開
始
し
た
と
き
、
賃
借
人
ら
の
家
族
に
は
四
人
の
子
供
ら
が
属
し
て
い
た
が
、
本
件
訴
訟
が
経
過
す
る
う
ち
に
五
人
目
の
子
供
が
生
ま
れ
た
。
確
か

に
、
賃
借
人
ら
の
子
供
ら
の
豊
か
さ
は
、
原
則
と
し
て
、「
苛
酷
さ
」
に
つ
い
て
の
理
由
と
し
て
正
当
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
代
替

住
居
が
、
今
日
の
住
居
市
場
の
状
況
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
困
難
に
見
出
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
維
持
さ
れ

る
場
合
、
本
件
建
物
は
、
証
拠
調
べ
の
結
果
に
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
、
相

当
な
経
済
的
な
損
失
を
と
も
な
っ
て
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
は
、
所
有
権
者
と
し
て
の
賃
貸
人
の

処
分
権
限
の
制
限
を
結
果
と
し
て
と
も
な
い
、
そ
の
よ
う
な
制
限
は
、
基
本
法
一
四
条
と
一
致
で
き
な
い
。
そ
の
他
の
点
で
は
、
賃
借
人
ら
は
、
こ
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れ
ま
で
本
件
解
約
告
知
が
意
思
表
示
さ
れ
て
か
ら
、
今
や
八
ヶ
月
に
な
る
前
に
、
そ
も
そ
も
、
代
替
住
居
を
見
出
そ
う
と
努
力
し
た
こ
と
を
申
し
立

て
な
か
っ
た
し
、
証
明
も
し
な
か
っ
た
場
合
、
㉕
賃
借
人
は
、
日
刊
新
聞
に
お
け
る
多
数
の
広
告
を
通
し
て
代
替
住
居
を
探
し
た
し
、
彼
の
広
範
な

努
力
を
証
明
も
し
た
。
し
か
し
、
も
っ
ぱ
ら
一
般
に
緊
張
し
た
住
居
市
場
の
状
況
だ
け
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
十
分
で

は
な
い
。
そ
の
こ
と
を
超
え
て
、
賃
借
人
の
家
族
的
お
よ
び
職
業
的
な
諸
関
係
も
ま
た
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賃
借
人
は
、
ひ
と

り
で
暮
ら
し
て
い
る
し
、
保
険
代
理
商
と
し
て
規
則
正
し
い
収
入
を
と
も
な
う
職
業
的
な
地
位
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
賃
借
人
は
、
住

居
の
探
索
が
個
人
的
な
諸
関
係
に
よ
っ
て
特
に
困
難
に
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
人
々
の
範
囲
に
属
す
る
。
さ
ら
に
、
賃
借
人
は
、
彼
の
家
族
的
な

状
況
に
も
と
づ
い
て
、
無
条
件
に
、
代
替
住
居
を
求
め
る
彼
の
努
力
を
こ
れ
ま
で
限
定
し
た
と
こ
ろ
の
領
域
に
し
ば
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
他

の
点
で
は
、
賃
借
人
自
身
の
申
立
て
は
、
賃
借
人
は
全
く
代
替
住
居
が
得
ら
れ
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
本
件
使
用
賃

貸
借
関
係
が
継
続
さ
れ
る
な
ら
ば
、
喘
息
に
か
か
っ
た
賃
貸
人
ら
の
息
子
は
喫
煙
者
で
あ
る
証
人
と
さ
ら
に
引
き
続
き
本
件
住
居
が
自
由
に
使
え
る

よ
う
に
な
る
ま
で
一
緒
に
居
住
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
㉖
賃
借
人
ら
が
、
そ
の
家
族
の
大
き
さ
、
お
よ
び
、
住
居
市
場
の
状
況
を
単
に

指
摘
す
る
こ
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
そ
れ
自
体
だ
け
で
、
賃
借
人
ら
の
継
続
の
請
求
を
理
由
づ
け
る
た
め
に
十
分
で
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
子
供
ら
の
豊

か
さ
は
、「
苛
酷
さ
」
に
つ
い
て
の
ひ
と
つ
の
理
由
で
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
苛
酷
さ
」
は
、
通
例
、
子
供
ら
の
豊
か
さ
そ
れ
自
体
か
ら
生

じ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の
こ
と
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
代
替
住
居
を
調
達
す
る
と
き
の
困
難
さ
か
ら
生
じ
る
。
し
か
し
、
他
方
ま

た
、
代
替
住
居
の
調
達
は
、
家
族
の
経
済
的
な
可
能
性
に
も
依
存
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
全
部
で
、
賃
借
人
ら
の
可
能
性
そ
の
も
の
に
つ
い
て
で

あ
ろ
う
と
、
代
替
住
居
の
調
達
の
た
め
の
賃
借
人
ら
の
努
力
等
々
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
と
、
賃
借
人
ら
の
十
分
な
申
立
て
が
欠
け
て
い
た
と
判
断
さ

れ
た
場
合
、
㉗
賃
借
人
は
、
相
当
な
代
替
住
居
を
求
め
る
賃
借
人
の
名
目
上
の
努
力
に
つ
い
て
の
申
立
て
を
、
し
か
る
べ
き
や
り
方
に
お
い
て
、
具
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体
化
し
な
か
っ
た
。
た
と
え
賃
借
人
と
彼
の
大
き
な
家
族
の
た
め
に
新
た
な
住
居
を
相
当
な
条
件
で
見
出
す
こ
と
が
一
般
的
な
住
居
市
場
の
状
況
に

お
い
て
賃
借
人
に
特
に
困
難
で
あ
る
と
し
て
も
、
対
応
す
る
努
力
は
、
次
の
場
合
に
、
は
じ
め
か
ら
見
込
み
の
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

対
応
す
る
努
力
が
、
一
定
の
方
法
を
も
っ
て
、
そ
し
て
、
対
応
す
る
立
場
（
役
所
、
仲
介
業
者
等
々
）
の
要
求
し
う
る
介
入
の
も
と
で
、
も
し
く
は
、

新
聞
広
告
の
接
続
お
よ
び
対
応
す
る
新
聞
広
告
を
読
む
こ
と
を
通
し
て
行
わ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
賃
借
人
が
現
在
住
居
に
つ
い
て
の
資
格
証
明
書
を

発
行
し
て
も
ら
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
十
分
で
な
か
っ
た
。
賃
借
人
が
、
福
祉
事
務
所
や
住
居
に
つ
い
て
の
役
所
を
「
何
度
か
訪
れ
」、「
仲
介
業
者
と

連
絡
を
と
り
、
個
人
的
な
つ
な
が
り
を
も
得
よ
う
と
努
め
た
」
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
こ
の
よ
う
な
努
力
の
場
所
、
時
間
、
お
よ
び
、
機
会
、

な
ら
び
に
、
内
容
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
申
立
て
が
欠
け
て
い
た
た
め
に
、
住
居
使
用
賃
貸
借
契
約
の
望
ま
れ
た
条
件
に
関
し
て
、
判
断
さ
れ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
仲
介
業
者
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
手
紙
も
ま
た
、
そ
の
住
居
の
探
索
の
や
り
方
お
よ
び
集
中
性
を
認
識
さ
せ
な
か
っ
た
と
判

断
さ
れ
た
場
合
、
㉘
賃
借
人
は
、
賃
借
人
が
長
期
失
業
者
で
あ
り
、
そ
の
理
由
か
ら
、
そ
の
ほ
か
の
コ
ス
ト
の
安
い
代
替
住
居
を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
。
し
か
し
、
賃
借
人
が
住
居
市
場
に
お
け
る
現
在
緊
張
し
た
状
況
を
引
き
合
い
に
出
す
場
合
、
そ
れ
は
十
分
で
な
い
。

む
し
ろ
、
賃
借
人
は
、
賃
借
人
が
代
替
住
居
の
獲
得
の
た
め
に
具
体
的
な
努
力
を
行
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
こ
れ
ら
の
努
力
が
不
成
功
に
終
わ
っ
た

こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
証
明
が
欠
け
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
努
力
は
、
も
っ
ぱ
ら
住
宅
局
に
お
け
る
届
出
だ

け
で
埋
め
合
わ
せ
ら
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
㉙
今
日
の
住
居
を
め
ぐ
る
状
況
に
か
ん
が
み
て
、
賃
借
人
が
、
六
ヶ
月
の
期
間
の
範
囲
内
に
お

い
て
、
マ
ン
ハ
イ
マ
ー
・
モ
ル
ゲ
ン
の
三
つ
の
住
居
に
つ
い
て
の
新
聞
広
告
に
書
面
に
よ
っ
て
返
事
を
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
賃
借
人
の
代
替
住
居

調
達
義
務
が
十
分
に
履
行
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
賃
借
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
努
力
の
集
中
性
は
、
期
待
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
求
に
も
対

応
し
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
㉚
賃
貸
人
は
、
賃
貸
人
の
息
子
と
そ
の
家
族
の
た
め
に
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
十
三
）

166167



借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
本
件
解
約
告
知
か
ら
二
年
が
過
ぎ
去
っ
た
。
賃
借
人
ら
は
、
第
一
審
に
お
い
て
、
賃
借
人
ら
が
そ
の
間
に
住
居
を
獲
得

す
る
た
め
に
何
を
行
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
立
証
的
に
説
明
し
な
か
っ
た
し
、
具
体
的
に
立
証
も
し
な
か
っ
た
。
賃
借
人
ら
が
賃
貸
人
の
息
子
に

対
す
る
賃
借
人
ら
の
よ
り
少
な
い
収
入
を
参
照
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
限
り
で
言
え
ば
、
こ
の
こ
と
に
し
た
が
わ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
り
、
賃
借
人
ら
の
家
族
の
収
入
は
、
賃
貸
人
の
息
子
の
家
族
の
収
入
に
応
じ
た
金
額
に
対
応
し
た
。
控
訴
審
に
お
い
て
賃
借
人
ら
が
代
替
住
居
の

た
め
の
賃
借
人
ら
の
む
だ
な
努
力
が
判
明
す
る
と
こ
ろ
の
証
拠
書
類
を
提
出
し
た
限
り
で
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
証
拠
書
類
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
、

第
一
審
の
明
渡
判
決
の
言
渡
し
後
の
日
付
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
お
い
て
、
控
訴
手
続
き
に
お
い
て
も
ま
た
、
相
当
な
代
替
住
居
が
要
求

で
き
る
条
件
で
調
達
で
き
な
い
こ
と
は
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
㉛
賃
借
人
は
、
歯
科
学
の
学
生
で
あ
っ
た
し
、

同
時
に
、
世
界
最
高
の
エ
ペ
競
技
者
に
属
し
、
メ
ダ
ル
獲
得
の
見
通
し
を
も
っ
て
、
翌
年
（
一
九
九
二
年
）
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
出
発
で
き
る
と
こ
ろ
の
高
度
の
能
力
が
要
求
さ
れ
る
競
技
ス
ポ
ー
ツ
選
手
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
苛
酷
さ
」
は
、

代
替
住
居
が
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
の
み
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
文
言
に
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
が
、
代
替
住
居
を

得
よ
う
と
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
賃
借
人
は
、
個
人
的
お
よ
び
経
済
的
に
賃
借
人
に
要
求
で
き
る
す
べ
て
の
資
金
的
な

犠
牲
と
も
結
び
つ
け
ら
れ
た
措
置
を
講
じ
、
必
要
な
場
合
に
は
仲
介
業
者
を
も
介
入
さ
せ
る
場
合
に
の
み
、
当
該
義
務
を
果
た
す
。
賃
借
人
は
、
両

親
を
通
し
て
、
二
人
の
仲
介
業
者
に
委
託
し
た
こ
と
だ
け
を
申
し
立
て
た
。
賃
借
人
は
、
本
件
解
約
告
知
以
来
、
ど
の
よ
う
な
努
力
を
展
開
し
た
の

か
と
い
う
点
を
説
明
し
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
賃
借
人
は
彼
の
勉
学
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
よ
っ
て
時
間
的
に
強
く
制
限
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
、
何
故
、
仲
介
業
者
を
通
し
て
よ
り
強
く
住
居
を
探
す
こ
と
、
お
よ
び
、
仲
介
さ
れ
た
住
居
の
時
々
の
検
分
に
つ

い
て
、
一
九
九
二
年
ま
た
は
一
九
九
三
年
の
終
わ
り
ま
で
、
賃
借
人
を
妨
げ
た
の
か
、
お
よ
び
、
妨
げ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
を
、
賃
借
人
は
立
証
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的
に
説
明
し
な
か
っ
た
。
賃
借
人
は
、
代
替
住
居
の
調
達
に
つ
い
て
、
賃
借
人
の
ス
ポ
ー
ツ
上
の
利
益
と
勉
学
と
の
結
合
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
て
い

た
と
み
ら
れ
る
が
、
賃
借
人
の
勉
学
は
、
な
お
試
験
の
段
階
に
は
な
か
っ
た
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
一
項
に
し
た
が
っ
た
比
較
衡
量
の
枠
組
み

に
お
い
て
、
賃
借
人
の
ス
ポ
ー
ツ
上
の
大
望
は
重
要
で
な
か
っ
た
。
賃
借
人
は
、
代
替
住
居
の
調
達
に
つ
い
て
、
本
件
解
約
告
知
以
来
、
賃
借
人
に

よ
っ
て
選
ん
で
決
め
ら
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
上
の
責
務
に
よ
っ
て
追
加
的
に
負
担
が
か
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
も
、
妨
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
説

明
し
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
㉜
賃
借
人
（
夫
）
は
、
重
度
の
身
体
障
害
で
あ
り
、
賃
借
人
ら
は
、
成
人
し
職
業
に
従
事
し
て
い
る
と
こ
ろ

の
彼
ら
の
二
人
の
息
子
ら
と
と
も
に
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。
し
か
し
、
賃
借
人
（
夫
）
の
歩
行
障
害
は
、
役
割
を
演
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
現
在
の
本
件
住
居
に
お
い
て
は
、
上
階
の
住
居
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
そ
の
住
居
は
障
害
者
に
適
合
し
た
設
備
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
理
由
か
ら
、
賃
借
人
ら
は
、
代
替
住
居
を
探
す
と
き
に
、
一
階
の
住
居
あ
る
い
は
障
害
者
に
適
合
し
た
住
居
に
限
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
む

し
ろ
、
一
階
、
二
階
、
な
ら
び
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
備
え
た
建
物
に
お
け
る
す
べ
て
の
住
居
が
考
慮
に
値
す
る
。
ま
た
、
賃
借
人
ら
の
息
子
ら
は

成
人
し
職
業
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
賃
借
人
ら
の
家
族
が
さ
ら
に
引
き
続
き
一
緒
に
居
住
し
よ
う
と
決
め
て
い
た
と
す
れ
ば
、
相
当
な

収
入
が
自
由
に
な
り
、
明
ら
か
に
よ
り
高
い
住
居
を
賃
借
す
る
こ
と
を
賃
借
人
ら
に
許
容
す
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
㉝
も
っ
ぱ
ら
ベ
ル
リ
ン
に
お

け
る
困
難
な
住
居
に
つ
い
て
の
状
況
だ
け
で
、
こ
の
「
苛
酷
さ
」
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
は
い
ま
だ
に
な
い
。
賃
借
人
の
個
人
的
・
家
族
的
な
、
お

よ
び
、
経
済
的
な
事
情
を
考
慮
に
入
れ
て
、
住
居
に
つ
い
て
の
状
況
に
か
ん
が
み
て
、
賃
借
人
の
た
め
に
、
相
当
な
代
替
住
居
が
要
求
で
き
る
条
件

で
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
と
き
に
は
じ
め
て
、
賃
貸
人
ら
の
利
益
と
比
較
衡
量
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
苛
酷

さ
」
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
賃
借
人
ら
は
、
重
大
な
こ
と
を
申
し
立
て
な
か
っ
た
。
賃
借
人
ら
に
お
い
て
は
、
規
則
正
し
い
収
入
を
も
つ
比
較
的

若
い
子
供
の
な
い
夫
婦
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
顧
慮
し
て
、
賃
借
人
ら
は
、
真
摯
な
集
中
的
な
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
果
な
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く
、
ほ
か
の
相
当
な
住
居
を
要
求
で
き
る
条
件
で
得
よ
う
と
努
力
し
た
こ
と
を
十
分
に
証
明
し
な
か
っ
た
。
賃
借
人
ら
に
よ
っ
て
彼
ら
の
訴
訟
代
理

人
の
書
面
を
も
っ
て
提
出
さ
れ
た
同
封
物
は
、
十
分
に
真
摯
な
努
力
を
裏
づ
け
な
か
っ
た
。
郵
便
は
が
き
に
よ
る
申
込
み
、
新
聞
広
告
へ
の
同
じ
文

面
の
規
格
化
さ
れ
た
申
込
み
の
書
面
、
使
用
賃
貸
借
関
係
の
不
成
立
の
た
め
の
そ
の
と
き
ど
き
の
理
由
の
申
立
て
を
と
も
な
わ
な
い
新
聞
広
告
に
し

た
が
っ
た
住
居
の
検
分
は
、
十
分
で
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
賃
借
人
ら
は
お
そ
ら
く
そ
の
う
え
さ
ら
に
住
居
所
有
権
を
も
購
入
す
る
状
況
に
あ
っ

た
し
、
購
入
す
る
心
構
え
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
い
っ
そ
う
そ
う
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
㉞
比
較
で
き
る
住
居
を
Ｒ
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど

迅
速
に
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
懸
念
は
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
賃
借
人
ら
に
対
し
て
、
賃
借
人
ら
が
本
件
解
約
告
知
を
受
け
取
っ
て

か
ら
十
分
に
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
力
し
な
か
っ
た
こ
と
は
非
難
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
知
人
仲
間
に
お
け
る
た
だ
そ
れ
だ
け
の
照
会

は
、
Ｒ
に
お
い
て
、
一
階
の
住
居
、
あ
る
い
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
備
え
た
住
居
が
全
く
提
供
さ
れ
る
と
い
う
事
実
に
か
ん
が
み
て
、
十
分
で
な
か
っ

た
。
少
な
く
と
も
、
仲
介
業
者
か
Ｒ
市
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
自
分
自
身
の
住
居
探
し
の
広
告
を
依
頼
す
る
こ
と
が
、
賃
借
人
ら
に

要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
賃
借
人
ら
の
経
済
的
な
諸
関
係
も
、
代
替
住
居
の
探
索
が
は
じ
め
か
ら
見
込
み
の
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
ほ
ど
、
不
適
切
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
㉟
本
件
解
約
告
知
以
降
、
代
替
住
居
の
獲
得
の
た
め
に
す
べ
て
の
必
要
で
要
求
で
き
る
措
置

を
と
ら
え
る
こ
と
は
、
賃
借
人
の
義
務
で
あ
る
。
賃
借
人
は
、
そ
の
場
合
に
、
あ
る
程
度
の
悪
化
を
も
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
代
替
住
居

の
探
索
は
、
原
則
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
居
住
地
域
に
限
定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
賃
借
人
の
記
録
文
書
は
、
新
し
い
住
居
を
も
探
さ
れ
た
の
か
ど

う
か
と
い
う
点
、
ど
の
よ
う
な
市
区
が
探
索
に
含
め
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
、
い
つ
賃
借
の
努
力
が
始
め
ら
れ
た
の
か
と
い
う
点
、
お
よ
び
、

何
故
記
載
さ
れ
た
住
居
の
賃
借
が
可
能
で
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
要
求
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
を
認
識
せ
し
め
な
か
っ
た
と
判
断
さ

れ
た
場
合
、
㊱
賃
借
人
は
、
特
別
な
「
苛
酷
さ
」
の
た
め
の
理
由
を
詳
細
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賃
借
人
が
要
求
で
き
る
代
替
住
居
を
見
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出
さ
な
い
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
す
な
ら
ば
、
賃
借
人
が
相
当
な
代
替
住
居
を
見
出
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
努
力
を
講
じ
た
の
か
と
い
う
点
の
た
め

の
具
体
的
な
申
立
て
が
、
こ
れ
に
属
す
る
。
緊
張
し
た
住
居
市
場
に
つ
い
て
の
状
況
の
一
般
的
な
指
摘
は
、
十
分
で
な
い
。
賃
借
人
は
、
正
当
な
解

約
告
知
を
受
け
取
っ
て
か
ら
、
相
当
な
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
力
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
に
、
賃
借
人
は
、
必
要
と
あ

れ
ば
、
こ
の
こ
と
が
場
合
に
よ
っ
て
は
起
こ
り
う
る
住
宅
補
助
金
に
対
す
る
請
求
権
を
も
含
め
た
家
族
の
収
入
を
考
慮
に
入
れ
て
賃
借
人
に
と
っ
て

負
担
で
き
る
限
り
、
よ
り
高
い
賃
料
を
も
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賃
借
人
ら
は
、
対
応
す
る
住
居
を
見
出
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
努
力
を

講
じ
た
の
か
と
い
う
点
を
説
明
し
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
賃
借
人
ら
は
、
賃
借
人
協
会
の
書
面
に
お
い
て
、
賃
借
人
ら
が
住
居
の
探
索
を
め
ざ
し
て

い
る
こ
と
を
申
し
立
て
た
が
、
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
措
置
を
賃
借
人
ら
が
と
ら
え
た
の
か
、
お
よ
び
、
何
故
賃
借
人
ら
が
こ
れ
ま
で
相
当
な
住
居

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
申
立
て
も
欠
け
て
い
た
。
ど
の
よ
う
な
賃
料
が
賃
借
人
ら
の
た
め
に
な
お
負

担
で
き
る
の
か
、
お
よ
び
、
住
宅
補
助
金
に
対
す
る
請
求
権
が
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
申
立
て
が
欠
け
て
い
た

場
合
、
㊲
七
〇
歳
と
七
三
歳
の
賃
借
人
ら
は
、
比
較
で
き
る
代
替
住
居
は
、
月
あ
た
り
一
千
ユ
ー
ロ
で
の
み
手
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
り
、
賃
借
人
ら
の
収
入
に
か
ん
が
み
て
、
代
替
住
居
を
も
つ
余
裕
が
な
か
っ
た
、
と
申
し
立
て
た
。
し
か
し
、
賃
貸
人
は
、
ブ
レ
ー
メ
ン
の
日
刊

新
聞
か
ら
、
本
件
住
居
の
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
代
替
住
居
に
関
す
る
多
数
の
新
聞
広
告
を
提
出
し
た
。
事
実
、
比
較
で
き
る
目
的
物
が
、
お
よ
そ

六
五
〇
ユ
ー
ロ
か
ら
の
価
格
で
、
す
な
わ
ち
、
本
件
住
居
の
賃
料
よ
り
も
お
よ
そ
一
〇
〇
ユ
ー
ロ
な
い
し
一
五
〇
ユ
ー
ロ
よ
り
高
い
賃
料
価
格
で
の

み
広
告
を
出
さ
れ
て
い
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
相
当
な
住
居
が
要
求
で
き
る
条
件
で
意
の
ま
ま
に
な
る
こ
と
だ
け
を
考
慮
に
入
れ
る
の
で
あ
り
、
比
較
で

き
る
住
居
が
等
し
い
条
件
で
意
の
ま
ま
に
な
る
こ
と
を
要
求
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
土
地
で
慣
習
に
な
っ
て
い
る
比
較
賃
料
を
越
え
な
い
と

こ
ろ
の
、
よ
り
高
い
賃
料
の
住
居
も
ま
た
、
考
慮
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
行
き
着
く
。
確
か
に
、
そ
の
と
き
必
要
な
金
額
は
、
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賃
借
人
ら
の
経
済
的
な
諸
関
係
に
か
ん
が
み
て
、
困
難
に
の
み
調
達
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
賃
借
人
ら
が
、

賃
借
人
ら
の
居
住
の
質
に
お
け
る
著
し
い
転
機
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
行
き
着
く
。
賃
借
人
は
、
確
か
に
、
そ
の
明
渡
し
に
も
と

づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
賃
借
人
の
生
活
様
式
に
お
け
る
深
刻
な
変
化
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
こ

こ
で
、
比
較
で
き
る
住
居
が
、
住
居
の
不
足
に
も
と
づ
い
て
、
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
と
い
う
事
案
を
対
象
に
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
か
し
、
賃

借
人
が
、
特
に
有
利
な
住
居
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
土
地
で
慣
習
に
な
っ
て
い
る
市
場
価
格
の
比
較
で
き
る
住
居
を
も
つ
余
裕
が
な

い
と
い
う
事
案
を
対
象
に
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
比
較
で
き
る
住
居
は
、
そ
の
土
地
で
慣
習
に
な
っ
て
い
る
比
較
賃
料
ま
で
、
考

慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
庭
つ
き
の
建
物
は
、
年
金
生
活
者
夫
婦
（
賃
借
人
ら
）
に
と
っ
て
、
確
か
に
、
好
ま
し
い

住
居
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
唯
一
の
相
当
な
住
居
で
は
な
い
。
賃
借
人
ら
の
収
入
関
係
を
考
え
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
、
三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
た
住
居
な
ど
の
よ
う
な
比
較
的
安
く
品
質
も
よ
い
住
居
に
乗
り
換
え
る
こ
と
も
ま
た
、
要
求
で
き
る
。
賃
貸
人
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
住

居
の
広
告
に
も
と
づ
い
て
、
Ｐ
の
こ
の
区
域
お
よ
び
周
辺
の
地
域
に
お
い
て
賃
貸
の
た
め
に
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
提
供
物
件
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、

相
当
な
代
替
住
居
は
、
十
分
な
程
度
に
お
い
て
、
意
の
ま
ま
に
な
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
㊳
賃
借
人
は
、
独
身
者
で
あ
っ
た
が
、
失
業
し
て
い
た
。

し
か
し
、
代
替
住
居
を
探
索
す
る
義
務
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
解
約
告
知
の
到
達
と
と
も
に
は
じ
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
は
、
適
当
な

代
替
住
居
を
見
い
出
す
た
め
に
、
一
八
ヶ
月
そ
こ
そ
こ
の
期
間
を
自
由
に
使
用
で
き
た
。
そ
の
と
き
に
、
ア
ン
ス
バ
ッ
ハ
の
地
域
に
お
い
て
、
住
居

の
欠
乏
状
態
は
存
在
し
な
い
こ
と
も
ま
た
、
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
賃
借
人
は
、
立
証
的
に
、
具
体
的
な
証
明
で
き
る
事
実

の
申
立
て
の
も
と
で
、
賃
借
人
が
代
替
住
居
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
個
々
に
何
を
行
っ
た
の
か
と
い
う
点
を
説
明
し
な
か
っ
た
。
そ
の
場
合
に
、
考

え
ら
れ
る
賃
貸
人
と
の
接
触
に
お
い
て
、
何
故
賃
借
す
る
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
も
ま
た
、
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
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ぱ
ら
、
代
替
住
居
の
探
索
が
賃
借
人
の
失
業
の
た
め
に
不
成
功
に
終
わ
る
と
い
う
一
括
し
た
推
測
だ
け
で
、
こ
の
た
め
に
十
分
で
な
か
っ
た
と
判
断

さ
れ
た
場
合
、
㊴
賃
借
人
ら
は
、
わ
ず
か
な
収
入
だ
け
を
も
っ
て
お
り
、
本
件
建
物
の
付
近
に
代
替
住
居
を
も
つ
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
を
申
し
立

て
た
。
確
か
に
、
賃
借
人
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
居
住
地
域
に
お
い
て
要
求
で
き
る
代
替
住
居
を
見
出
さ
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
の

居
住
地
域
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
き
わ
め
て
高
価
な
居
住
地
域
に
属
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
ほ
か
の
市
区
に
お
い

て
代
替
住
居
を
探
す
こ
と
が
、
賃
借
人
ら
に
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賃
借
人
・
二
は
、
六
九
歳
で
、
ほ
か
の
市
区
に
転
居
す
る
こ
と
が
彼

の
高
齢
に
も
と
づ
い
て
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
、
高
齢
で
は
な
い
。
賃
借
人
・
一
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
者
と

し
て
、
そ
の
住
居
の
直
接
の
周
辺
の
地
域
に
住
み
慣
れ
る
た
め
に
、
よ
り
長
い
時
間
を
必
要
と
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
方
に
お
い
て
、

今
や
長
年
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
賃
借
人
・
一
の
滞
在
に
も
と
づ
い
て
、
新
た
な
市
区
に
な
じ
む
こ
と
は
賃
借
人
・
一
に
と
っ
て
よ
り
容
易
で
あ
り
、

他
方
に
お
い
て
、
賃
借
人
・
一
は
、
ほ
か
の
市
区
に
転
居
す
る
と
き
に
も
、
全
部
の
社
会
的
な
接
触
を
断
つ
よ
う
に
強
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
判

断
さ
れ
た
場
合
、
㊵
賃
借
人
ら
が
比
較
で
き
る
住
居
を
要
求
で
き
る
条
件
で
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
代
替
住
居
の
調
達

に
つ
い
て
の
努
力
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
代
替
住
居
を
探
す
義
務
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
解
約
告
知
の
到
達
と
と
も
に

は
じ
ま
る
が
、
そ
の
た
め
に
、
何
ひ
と
つ
申
し
立
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
賃
借
人
ら
は
、
そ
の
地
の
地
域
に
お
い
て
、
相
当
な
条
件
で
比
較
で
き

る
住
居
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
全
く
具
体
的
に
証
明
し
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
㊶
賃
借
人
は
、
そ
の
解
約
告
知
の

時
点
か
ら
、
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
力
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
努
力
は
、
相
当
な
代
替
住
居
に
限
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
原

則
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
居
住
地
域
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
い
。
現
在
の
賃
料
も
ま
た
、
絶
対
的
な
経
済
的
上
限
を
意
味
し
な
い
。
必
要
と
あ
れ
ば
、

よ
り
高
い
賃
料
も
ま
た
（
た
と
え
ば
、
そ
の
土
地
で
慣
習
に
な
っ
て
い
る
賃
料
ま
で
）、
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
要
求
で
き
る
。
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対
応
す
る
住
居
を
見
出
す
努
力
は
、
認
識
で
き
な
か
っ
た
し
、
申
し
立
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。

※ 

Ⅱ
の
二
の
２
の
⑶
以
下
の
目
次
の
詳
細
は
、
連
載
を
進
め
る
な
か
で
明
ら
か
に
す
る
。

（
871
）
拙
著
・
前
掲
注
（
3
）
一
六
九

－

一
七
〇
頁
、
二
一
〇

－

二
一
一
頁
参
照
。

（
872
）L

G
 L

an
dau

 in
 der P

falz Z
M

R
 1992,396.

（
873
）� L

G
 L

an
dau

 in
 der P

falz Z
M

R( F
n

.872) ,S
.396. 

な
お
、
地
方
裁
判
所
の
論
述
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
・
前
掲
注
（
3
）
一
六
九

－

一
七
〇
頁
、
二
一
一
頁

参
照
。

（
874
）L

G
 L

an
dau

 in
 der P

falz Z
M

R( F
n

.872) ,S
.397.

（
875
）L

G
 L

an
dau

 in
 der P

falz Z
M

R( F
n

.872) ,S
.397.

（
876
）L

G
 B

on
n

 W
u

M
( F

n
.84) .

（
877
）L

G
 B

on
n

 W
u

M
( F

n
.84) ,S

.610.

（
878
）L

G
 B

on
n

 W
u

M
( F

n
.84) ,S

.610f.

（
879
）A

G
 D

ortm
u

n
d D

W
W

 1993,238.

（
880
）
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
六
四
ｂ
条
四
項
に
つ
い
て
は
、
前
掲
・
注
（
201
）
参
照
。

（
881
）A

G
 D

ortm
u

n
d D

W
W
( F

n
.879) ,S

.238.

（
882
）A

G
 D

ortm
u

n
d D

W
W
( F

n
.879) ,S

.238.

（
883
）A

G
 D

ortm
u

n
d D

W
W
( F

n
.879) ,S

.239.

（
884
）A

G
 D

ortm
u

n
d D

W
W
( F

n
.879) ,S

.239.

（
885
）A

G
 D

ortm
u

n
d D

W
W
( F

n
.879) ,S

.239.

（
886
）L

G
 B

erlin
 G

E
 1993,1219.
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（
887
）L

G
 B

erlin
 G

E( F
n

.886) ,S
.1219.

（
888
）L

G
 B

erlin
 G

E( F
n

.886) ,S
.1219.

（
889
）L

G
 B

erlin
 G

E( F
n

.886) ,S
.1219.

（
890
）A

G
 L

örrach
 W

u
M
( F

n
.468) .

（
891
）A

G
 L

örrach
 W

u
M
( F

n
.468) ,S

.704.

（
892
）A

G
 L

örrach
 W

u
M
( F

n
.468) ,S

.705.

（
893
）L

G
 H

am
bu

rg Z
M

R
 2003,265.

（
894
）L

G
 H

am
bu

rg Z
M

R( F
n

.893) ,S
.265.

（
895
）L

G
 H

am
bu

rg Z
M

R( F
n

.893) ,S
.266.

（
896
）L

G
 H

am
bu

rg Z
M

R( F
n

.893) ,S
.266.

（
897
）L

G
 H

am
bu

rg Z
M

R( F
n

.893) ,S
.266.

（
898
）
拙
著
・
前
掲
注
（
3
）
二
二
九

－

二
三
一
頁
参
照
。

（
899
）O

L
G

 K
öln

 Z
M

R( F
n

.482) .

（
900
）O

L
G

 K
öln

 Z
M

R( F
n

.482) ,S
.34.

（
901
）O

L
G

 K
öln

 Z
M

R( F
n

.482) ,S
.35.

（
902
）O

L
G

 K
öln

 Z
M

R( F
n

.482) ,S
.35f.

（
903
）O

L
G

 K
öln

 Z
M

R( F
n

.482) ,S
.36.

（
904
）L

G
 B

rem
en

 W
u

M
( F

n
.487) .

（
905
）L

G
 B

rem
en

 W
u

M
( F

n
.487) ,S

.334.

（
906
）L

G
 B

rem
en

 W
u

M
( F

n
.487) ,S

.334.

（
907
）A

G
 A

n
sbach

 Z
M

R
 2006,938.

（
908
）A

G
 A

n
sbach

 Z
M

R( F
n

.907) ,S
.938.

（
909
）�

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
ａ
条
一
項
一
文
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
六
四
ｂ
条
四
項
一
号
と
同
じ
よ
う
に
、「
賃
貸
人
は
、
賃
貸
人
自
身
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
二
つ
よ
り
多
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く
な
い
住
居
を
備
え
た
建
物
に
所
在
す
る
住
居
に
関
す
る
使
用
賃
貸
借
関
係
を
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
の
意
味
に
お
け
る
正
当
な
利
益
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
し
に
も
、

解
約
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
」、
と
規
定
す
る
。

（
910
）A

G
 A

n
sbach

 Z
M

R( F
n

.907) ,S
.938.

（
911
）A

G
 A

n
sbach

 Z
M

R( F
n

.907) ,S
.938.

（
912
）A

G
 A

n
sbach

 Z
M

R( F
n

.907) ,S
.938.

（
913
）A

G
 A

n
sbach

 Z
M

R( F
n

.907) ,S
.938f.

（
914
）A

G
 H

am
bu

rg Z
M

R( F
n

.491) .

（
915
）A

G
 H

am
bu

rg Z
M

R( F
n

.491) ,S
.453.

（
916
）A

G
 H

am
bu

rg Z
M

R( F
n

.491) ,S
.454.

（
917
）A

G
 H

am
bu

rg Z
M

R( F
n

.491) ,S
.454.

（
918
）L

G
 B

erlin
 Z

M
R

 2012,15.

（
919
）L

G
 B

erlin
 Z

M
R( F

n
.918) ,S

.16.

（
920
）L

G
 B

erlin
 Z

M
R( F

n
.918) ,S

.16f.

（
921
）L

G
 B

erlin
 Z

M
R( F

n
.918) ,S

.18.

（
922
）L

G
 B

erlin
 Z

M
R( F

n
.918) ,S

.18.

（
923
）L

G
 D

essau
-R

oßlau
 N

Z
M

 2017,326.

（
924
）L

G
 D

essau
-R

oßlau
 N

Z
M
( F

n
.923) ,S

.326.

（
925
）L

G
 D

essau
-R

oßlau
 N

Z
M
( F

n
.923) ,S

.327.

（
926
）L

G
 D

essau
-R

oßlau
 N

Z
M
( F

n
.923) ,S

.327.
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